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　　　プロローグ




　炎竜レツドドラゴンは高々と咆ほう哮こうを上げた。

　竜りゆうの咆哮には、聞いた者をたちまち身動きできなくさせる効果がある。

　咆哮を上げ、続けて放たれる強力な炎ほのおの吐息ブレス──

　この連続攻撃コンボは、過去数百年に亘わたって多くの冒ぼう険けん者たちの命を奪うばってきた。

「おあああああああああああっ！」

　しかし、炎竜の前に立っていた少年は硬こう直ちよくするどころか、雄お叫たけびを上げた。

　今まさに炎の吐息ブレスを放とうとしていた炎竜は、逆に硬直させられてしまう。

　戦士が持つスキルの一つ、〝戦いの叫びウオークライ〟だ。

　効果は、炎竜の咆哮と変わらない。

　もっとも、普ふ通つうは炎竜ほどの高レベルモンスターに通じる技ではないが──

「よっしゃあ、おらあ！」

　馬ば鹿かっぽい叫びを上げた少年は、炎竜をも硬直させるほどの使い手なのだ。

　肩かたや手足を覆おおう程度の軽装の鎧よろいに、長ちよう剣けんという装備。

　少年はモンスターと戦うことを生なり業わいとする者──〝冒険者〟なのだ。

　ここは、とある辺境にある岩山。

　あたりはゴロゴロと巨きよ大だいな岩や石が転がるばかりの殺風景な場所だ。

　この岩山を巣とする凶きよう暴ぼうなモンスター、炎竜の討とう伐ばつ──

　それが、この少年が引き受けたクエストだった。

「さすがだ、ナギ殿どの！　いざ、ミフユ・シントウ、参る！」

　少年──ナギの横をすり抜ぬけて、長い黒くろ髪かみを後ろで結った剣けん士しが駆かけていく。

　きりりと引き締しまった顔つきの、美少年だ。

　鎧はつけておらず、〝着物〟というふわりとした衣装を身につけている。

　手にした得え物ものは、細身で片かた刃ばの長剣──ニホントウだ。

「シントウ飛ひ剣けん流りゆう──一いちの太た刀ち、〝紫し電でん閃せん〟！」

　サムライと呼ばれる特とく殊しゆな剣士──ミフユの剣が一いつ閃せんし、丸太のように太い炎竜の前まえ肢あしを見事に切断する。

「おおっ、やるなミフユ！」

「……ダメだ」

　ナギが笑って肩を叩たたくと、ミフユはがっくりとうなだれた。

「なんだ、今の気の抜けた太た刀ち筋すじは！　この程度で飛ひ剣けん流りゆうの継けい承しよう者を名乗るなどおこがましい！　死んで詫わびを──」

　ミフユは脇わき差ざしという短い剣を引き抜くと、ためらわずに腹に突つき立てようとした。

「待て待て、そんなことで死なれてたまるか！」

　慌あわててナギがミフユの腕を摑つかみ、ギリギリのところで刃を止めた。

「えーい、武士の情け！　頼たのむ、腹を切らせてくれーっ！」

「いやいや、斬きるなら敵を斬れよ！」

　この美少年剣士は腕が立つのだが、些さ細さいなことで死のうとするのが困ったところだ。

　切腹、という彼の故郷の習慣らしい。正気の沙さ汰たとは思えない。

「頼む、ミフユ！　おまえがいないと困るんだよ！」

「えっ、ぼ、僕がいないと……？　ナギ殿は……僕にいてほしいのか？」

「当たり前だろ！」

　サムライは攻撃力の高いスキルを持っている。

　ミフユがいなければ、炎竜の硬かたい鱗うろこを斬り裂さいてダメージを与あたえるのは難しい。

「そ、そうか。ナギ殿には僕が必要か……」

　ナギには、なぜミフユが顔を真っ赤にしているのかは不可解だが。

「まったく、あなた方はなにをしていますの！」

　突とつ然ぜんの声とともに、ナギとミフユの周りが煙けむりに包まれる。

　煙玉が投げ込まれ、炎竜の目から二人を隠かくしたのだ。

「この短たん剣けんはわたくしが預かります！　ミフユさん、死ぬなら戦せん闘とうが終わってからにしてくださいまし！」

　ナギの前に、一人の少女が現れる。

　品がよく整った顔に、長身と豊かに盛り上がった胸。

　美しく波打つ派手な金色の長い髪かみに、ひらひらした豪ごう華かなドレス。

　スカートの丈たけは短いが、それ以外はまるでお姫ひめ様さまのような格好だ。

　彼女の名は、レイア。

　派手な服装のせいで誰だれも信じないが、職業は盗とう賊ぞくだ。

「っと、レイア。ちょうどいいところに来た。おまえの目なら見えるだろ」

　そう言って、ナギは煙の向こうに見える炎竜を指差した。

「首の付け根に近いあたりだ。ほら、話に聞いてたアレだよ。何年か前の冒険者が突き刺さしたっていう剣。まずはアレを奪っておかないと！」

　炎竜討とう伐ばつのクエストを受けた際に、いくつかサブクエストも受けている。

　その一つが、炎竜の首に刺さっている剣の回収だ。

　数年前に炎竜に敗れた冒険者が使っていた剣で、かなり貴重なものらしい。

　刺さった剣は膨ぼう大だいな魔ま力りよくを宿しており、炎竜はその魔力を吸い上げているという。

　引き抜けば、炎竜の力を大きく削そげるはずなのだ。

「奪うって……わたくしが行くのですか？」

「ああ、竜の目を盗ぬすんで、ぱぱっと奪ってきてくれ！」

「失敬な！　なぜわたくしが泥どろ棒ぼうのようなマネをするのですか！」

「盗賊だろ!?」

　レイアは、盗賊の自覚が薄うすい──というより、無む駄だに誇ほこり高い。

　元々は、やんごとなき身分らしい。

　盗賊としての技能は高いのに、盗賊としてはほとんど役に立たないのだ。

「ナギさんの頼みでも、わたくしにもできることとできないことがありますわ！」

「じゃあ、いったいなにができるんだ、なにが……？」

「そ、そんなこと……淑しゆく女じよの口からは言えませんわ！」

「戦闘の話だよな!?」

　よくわからないが、話がすり替かわっているような気がしてならない。

「まったく、こいつは……というか、こいつらは……頭痛くなってきたな……」

　ナギは、頭を押さえてうめく。

　戦闘中に剣を引き抜くのはあきらめたほうがよさそうだ。

「はい、ご主人様、頭痛薬です」

「……ああ、どうも……って、なんでここにいるんだ!?」

　ナギは、差し出されてきた薬くすり瓶びんを受け取りかけて、ぎょっとする。

　すぐ後ろに立っていたのは──長い黒髪を三つ編みにした、メイド服姿の少女だった。

　背中には、ぱんぱんにふくらんだ巨大なリュックを背負っている。

　少女は小こ柄がらで、まるで彼女がリュックに背負われているようだ。

　彼女はアルティ、通つう称しよう〝ルティ〟。

　見たままのメイドである。

　ルティの職業は、世にも珍めずらしい〝冒険メイド〟だ。

　リュックに食料や飲み物、調理道具、テントや寝しん具ぐなどを常備している。

「私はご主人様のメイドですから。離はなれるわけがないでしょう？」

「………相手は竜なんだぞ」

　このメイドは、戦闘能力は皆かい無むだ。

　戦闘に出てくることの危険性も充じゆう分ぶんに理解している。

　その上で、戦っている最中もしれっとした顔でナギたちのそばにいるのだ。

「あの夜のご主人様のお仕置きに比べれば、竜くらいなんでもないですよ」

「どの夜だ!?」

　お仕置きをした記き憶おくなど、ナギの頭にはかけらもない。

「本当に、うちのパーティはどうなってんだ。いい加減、全ぜん滅めつするぞ……」

「ところで、ご主人様。煙が晴れますよ。竜さん、張り切って動き出すのでは？」

「って、そうだった！」

　ナギは、すっかり炎竜の存在を忘れてしまっていた。

　レイアが放った煙玉は特殊なマジックアイテムで、視界を奪うだけでなく、モンスターの動きを抑おさえ込む効果もある。

　しかし、竜ほどの怪かい物ぶつが相手ではその効果も長続きしない。

「グオオオオオオオオオオオオンッ！」

　炎竜が咆哮を上げ、その口を大きく開いた。

　大きく鋭するどい牙きばが並んだ口の奥に──炎が生じつつある。

　炎竜の吐息ブレスの威い力りよくは、あらゆる火か炎えん魔ま法ほうを凌りよう駕がする。

　最強の金属である真銀ミスリルを容た易やすく溶とかし、数十人の人間を一いつ瞬しゆんで跡あと形かたもなく蒸発させてしまう。

「まずいっ！」

　ナギが慌ててパーティメンバーたちをかばおうとした瞬しゆん間かん──

「ゆけ、蒼氷の風アイスブルー──」

　ささやくような声とともに、冷たい風が吹ふいた。

　かすかなその風は、大地をも燃え上がらせる炎竜の吐息ブレスへと向かっていく。

　竜の口から放たれた炎は、吹きつけた冷風とぶつかると、一瞬でかき消されてしまう。

　氷系の上級魔法、〝蒼氷の風アイスブルー〟。煮にえたぎるマグマをも凍こおらせるという。

「おおっ、すげぇ……！」

　ナギは、ぱっと背後を振ふり向いた。

　そこには、杖つえを持った少女が立っている。

　薄い青色の長い髪に、神秘的な赤みがかった瞳ひとみ。

　青を基調とした、丈の短いワンピース型の服を着て、マントを羽織っている。

　ナギのパーティの魔法使い──フィオーネだった。

「ナギ君、やっちゃって」

「……っと、そうだったな、フィオ」

　フィオーネ──フィオの冷静な一言に、ナギは我に返る。

　彼女の見事な魔法に見とれてしまっていた。

「みんな、俺が突っ込む！　俺の生き様見ておけ！」

　ナギは背後に控ひかえている仲間たちに叫さけぶと、勢いよく駆け出した。

　剣を高々と構えつつ、まるで飛んだかのような跳ちよう躍やくを見せる。

　巨大な竜りゆうの頭をも越こえる高さまで跳とび──剣を振り下ろしながら降下していく。

「うおおおおおおお！」

　ナギは、落下の勢いも利用して剣を炎竜の頭に叩きつける。

　怒れる牙レイジング・バイト──戦士が持つ剣技ソード・スキルの一つである。

　ごく基本的な剣技だが、威力は極めて大きい。

「つぅっ…………！」

　ナギは、炎竜の頭を殴なぐりつけた反動で吹き飛びつつ、両りよう腕うでに走った痺しびれに顔をしかめた。

　頭ず蓋がい骨こつを砕くだく勢いの攻こう撃げきだったが、逆に跳はね返されてしまう。

「うおお……手がビリビリする……つか、骨にヒビ入ってないか？」

　竜には〝物理攻こう撃げき耐たい性せい〟という、直接攻撃を防ぐ身体特性パツシブ・スキルが備わっているという。

　鱗も鉄のように硬く、斬りつけたほうがケガをするというデタラメな身体からだなのだ。

　炎竜に限らず、竜の最大の強みは吐息ブレスでも並外れた力でもなく、その不死に近いほどの耐たい久きゆう力にある。

「ナギ君」

　フィオが、てくてくとナギのところに歩いてくる。

「ケガ、したの？」

「ああ、いや。たいしたことないよ」

　ナギは軽く言って、片手を振ってみせた。

「ううん、ちゃんと治しておかないと。ナギ君、無茶はダメだよ……もう」

　フィオは困ったような顔で言い、腰こしのポーチからポーションの瓶びんを取り出した。

　治ち療りよう用のポーションには基本的に二種類ある。

　飲んで体力や体内を回復させるもの、皮ひ膚ふに直接かけて外傷を治ち癒ゆするものだ。

　フィオは、外傷用のポーションをナギの手にじゃばじゃばとかける。

　ナギの両手が薄く発光し、痺れが消えていく。

「どう、かな？　痛いの、飛んでった？」

　フィオは、ナギの手を優しく撫なでてくる。
















「ああ、大丈、夫……」

「どうしたの？　まだ他に……あっ」

　フィオの少しひんやりとした手が、ナギの手に触ふれたままだ。

　かーっ、とフィオの顔が真っ赤に染まっていく。

「ご、ごめんなさい……えーと……」

「あ、別に謝ることは……」

「そこのお二人！　変な雰ふん囲い気き出してる場合じゃありませんわ！」

　レイアの鋭い声が飛び、ナギも即そく座ざに異変に気づく。

　炎竜はナギの一いち撃げきが効いたのか動きを止めているが、その巨きよ体たいの足下を通って、数体の小型竜レツサードラゴンが走り寄ってくる。

　炎竜に従属し、この巣に住み着いている竜たちだ。

「ちっ！　やっぱりこっちに来るかっ！」

「むう……和んでるところだったのに」

　フィオが小型竜の群れをじろりと睨にらんでいる。

　その小型竜たちは、エサにつられたかのように、まっすぐフィオに突つっ込んでくる。

　小型、と言ってもその身体はナギの一・五倍はある。

　二十体ほどもいる小型竜たちがひとかたまりになって襲おそってくるのだから──並の冒ぼう険けん者なら、なすすべもなく蹂じゆう躙りんされて終わりだ。

「俺に任せろ、フィオ！」

　ナギは一声叫ぶと、剣けんを構え直して、小型竜の群れに突とつ撃げきする。

「一つ！　二つ！　みーっつ！」

　ナギはたちまち三頭を斬きり倒し、続けて突っ込んでくる小型竜たちに斬りかかっていく。

　もちろん、一頭も討ち漏もらさない。

　ナギの後ろには魔法使いの少女がいる。モンスターなど一頭も近づかせない！

　ほとんど一瞬と言ってもいい早業で、ナギは二十体の小型竜を斬り倒してしまう。

「こんなもんか」

　ナギは、剣を振って刃はについた血を払はらう。

「ふわわ……やっぱ凄すごい……かっこいい……」

「ん？　フィオ、なんて言った？」

　ナギが振り向くと、フィオはぶんぶんと首を振った。

　フィオの声は、たまに妙みように聞き取りにくいことがある。

「そ、それよりごめんなさい。またわたしのせいで」

「気にするな。こんなチビ竜なんかものの数じゃない。それより──」

　ナギは炎竜に向き直る。

　相手は、手て練だれの冒険者を何百人も葬ほうむってきた〝災さい厄やく級〟の怪物。

　勝てるか──？　いや、そうだ今こそ最大の好機！




　俺、炎竜を倒したら──今度こそフィオに告白するんだ！




　ナギは、剣の柄つかをぎゅっと握にぎり締しめる。

　全力全開、最高の一撃で、あの太い首を斬り飛ばす！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　仲間たちがドン引きするほどの気合いの声を上げ、ナギは駆かけ出し──

　炎竜が吐はいた炎ほのおの吐息ブレスを剣けん圧あつで斬り裂さきながら、一気に間合いを詰つめて。

　再び、高々と跳躍。炎竜の首をめがけて必殺の一撃を──

「だあーっ」

　と、ナギは炎竜の首を蹴けって急降下。その前まえ肢あしを斬りつけた。

「なっ、なんだ今の動きは!?　なにしてるんだ、ナギ殿どのは!?」

「無む駄だに凄い動きでしたわね……なぜ首を狙ねらわなかったのかしら……？」

　仲間たちに呆あきれられつつ、ナギは着地する。

　いやだって──あそこで炎竜の首を斬ったら、告白しなくちゃいけなくなるし！

　俺、はっきり言って、炎竜よりフィオに告白するほうが怖こわいっ！

　やはり、もうちょっと心の準備が──

「ナ、ナギ君？　どうしたの、またケガしたの？」

　フィオが、たたたっと駆け寄ってくる。

　ああ、フィオは可愛かわいいだけじゃなくて優しいなあ。

　こんなすぐにヘタレちゃう俺が、フィオみたいないい子に告白しても──

「グオオオオオオオッ！」

　またもや、炎竜が咆ほう哮こうを上げた。

　フィオがその叫びに驚おどろいて、つんのめってしまう。

　ナギは、倒れかかってきたフィオの華きや奢しやな身体をとっさに抱だきしめる。

「ごめんなさい、ナギ君……油断して、結界を張り損なった……」

「い、いや、しょうがないだろ……」

　フィオならば、竜の咆哮を結界で防ぐ程度のことは、ほとんど無意識にできる。

　ナギを心配していたせいで、失敗したのだろう。優しすぎるのがアダになっただけだ。

「グオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

　炎竜がひときわ高く吠ほえた。空気がビリビリと震ふるえ、地面が揺ゆれる。

「フィオ、竜が来る！　離はなれないと！」

「……う、うう……」

　フィオは、今度は炎竜の咆哮にまるで動じもしていない。

　いや──

　フィオの身体から強大な魔ま力りよくが放たれつつある。

　その魔力は、冷気へと変化していき──

「あっ!?　まっ……まずい！」

　ナギは、ぱっと横を振り向いた。

「みんな、逃にげろ！」

「逃げられればそうしてます、ご主人様！」

「武士は退かぬ！　というか、退けないだろう！」

「高貴なる者も逃げませんわ！　ですが、なんとかしてくださいまし！」

　パーティのメンバーたちは、確かに逃げられない状態だった。

　彼女たちの周囲に巨きよ大だいな氷のかたまりが現れ、行く手を塞ふさいでしまっている。

「……なにが〝ぐおおお〟なの？　大きな脳みそ持ってるくせに、言語も話せないような下等なケダモノが……せっかくいいところなのに、人の邪じや魔まをしないで……」

　フィオは、ナギから離れて炎竜に向き直る。

　彼女がもっとも得意とするのは氷系魔ま法ほうだ。それが無意識に放たれているのだ。

「んんっ、はぁぁ……ああああ……」

　フィオは魔力を放ちつつ、悩なやましげな声を上げている。

　長く青い髪かみが魔力の波動でふわふわと揺れ、目はなんだか虚うつろだ。

　彼女の姿は──恐おそろしくも美しい。

　そして、なぜか妖よう艶えんなほどの色気を放っている。

　大きく盛り上がった胸が魔力を受けてぷるぷると揺れ、スカートもひらひらして、白い太ももがいつも以上にあらわになって──

　フィオは放つ力が強大になるほど、どういうわけかエロく見えるのだ。

「……って、俺もやばい！」

　ナギは思わず見とれてしまっていたが、この状じよう況きようは危険すぎた。

　フィオは、最強クラスの氷系魔法に匹ひつ敵てきする凍気を放ち──

　地面が凍こおり、周囲の岩までが氷に覆おおわれ、世界が真っ白に染まるかのようだ。

　フィオの魔法の暴走──

　珍めずらしくもない、はっきり言っていつものことだった。

　以前にパーティにいた神官によると、この状態のフィオは〝暴走バーサク〟の状態異常バツド・ステータスに陥おちいっているらしい。

　しかも、回復魔法でも解除は不可能。

　要するに、誰だれにも止められない──

「グオオッ……オオ……」

　炎竜の身体が凍りついていく。おそらく、表面だけでなく体内の臓器まで凍っている。

　ナギのパーティは問題児だらけだ。

　しかし、ぶっちぎりの問題児は、間ま違ちがいなくこのフィオだ。

　彼女の暴走は、竜りゆうの巨体すら凍りつかせてしまう。

　炎竜は、巨大な氷の彫ちよう刻こくと化し──その冷気は周囲までも覆い尽くしていく。

　今度こそ、うちのパーティ全ぜん滅めつかな……。

「って、そんなわけにいくかーっ！」

　ナギは片手で剣を構え、切っ先で素早く十字を切る。

　即座にあたたかな光が満ちて、ナギとフィオ、パーティメンバーたちを包み込む。

　炎や凍気を軽減させる防ぼう御ぎよ魔法、〝光波防陣ライトウオール〟──聖騎士だけが使えるスキルだ。

「そんでもって……癒いやしの風よ！」

　そして、ナギは全体回復魔法をも発動させる──

「死んでたまるかっ！　つーか、死なせてたまるかぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ナギは防ぼう御ぎよと回復の魔法を同時に操りながら。

「ナギくん……かっこいぃ…………」

　魔力を使い果たし、何事かつぶやきながら倒れゆくフィオのもとへと駆け寄っていく。










　　　１　恋愛未満の冒険仲間




　この世界には、冒険者と呼ばれる者たちがいる。

　戦士や魔ま法ほう使つかいといった特定の職業に就き、剣や魔法を用い、特とく殊しゆなスキルを操る。

　中央大陸とそれを取り巻く島々には多くのモンスターたちが生息し、人々が住む都市や村を脅おびやかしている。

　冒険者の主な仕事は、そのモンスターたちを駆く除じよすることだ。

　モンスターは平原、森や山、砂さ漠ばくや雪原、河や海まで世界中の至るところに棲すんでいる。

　人々の生活圏けんとモンスターの縄なわ張ばりが重なる場所も多い。

　また、世界各地に点在している迷宮や塔とうには特に強力なモンスターが巣くっている。

　モンスターたちは凶きよう悪あくで、なおかつほとんどが人間を凌りよう駕がする力を持ち、時には国をも滅ほろぼすほどの脅威となる。

　人類が生きていく上で、モンスターの駆除は絶対に必要なのだ。

　過か酷こくな戦いに身を投じる冒険者を支える組織──〝冒険者ギルド〟は、たいていの大きな街に支部がある。

　モンスターや迷宮の情報を集め、クエスト──討とう伐ばつや攻こう略りやくを冒険者に依い頼らいする組織だ。

　冒険者はギルドで依頼を受けて、クエストを達成し、報ほう酬しゆうを得る。

　その報酬が冒ぼう険けん者の生活費となり、次のクエストのための装備や道具を得る資金にもなるのだ。

　中央大陸最大の国家〝エンフィス帝てい国こく〟の首都、〝ベラル〟。

　その広大な都市に、冒険者ギルドの中央本部がある──







　冒険者ギルド中央本部。

　世界中に数百の支部を持つ冒険者ギルドの本部だけあって、建物は城のように巨大だ。

　基本的な機能は、支部とそう変わりはない。

　モンスターや迷宮の情報を収集し、クエストの依頼を冒険者に出す。

　そこは支部とまったく同じだが、極めて稀レ少アなモンスターや、貴重な宝物が眠ねむっている迷宮の情報などは、本部にしかない。

　自然と、本部にはレベルの高い冒険者たちが集まってくる。

　高難度のクエストをこなせるレベルの冒険者ならば、転位テレポートの魔法や、高価な転位石箱テレポ・キユーブで、世界のどこにでも瞬しゆん間かん移動が可能だ。

　支部で経験を積んだ冒険者たちは、この中央本部でクエストを受け、転位で世界各地へと跳とぶ。

　もっとも、中央本部のクエストを受けられる冒険者ならば、仕事を慎しん重ちように選ぶのが常だ。

　初心者から中級までの冒険者が月に十件程度のクエストを受けるのに対し、本部にいる上級者は年に数件ほどのクエストしか受けない。

　上級者が受けるクエストは報酬も高く、それで充じゆう分ぶん食っていけるというのもある。

　冒険者たちは、ギルド独自の基準に基づくランクに分けられる。

　基本的に冒険者はパーティを組んでクエストに挑いどむ。

　ランク付けもまた、そのパーティに対するものだ。

　初心者の〝皮革級ランク・レザー〟から始まり、〝青銅級ランク・ブロンズ〟〝黒鉄級ランク・ステイール〟〝白銀級ランク・シルバー〟〝黄金級ランク・ゴールド〟とランクが上がっていく。

　冒険者ギルドに入団するには簡単なテストを受ける必要があり、それに合格するともらえるのが革製の〝団員章〟なのだ。

　団員章はてのひらに収まるくらいの大きさで、楕だ円えん形をしており、名前と認識番号が刻まれている。たいていは鎖くさりやヒモをつけて首から提げる。

　ギルドによって〝昇しよう級きゆう〟を認められると、団員章の素材が青銅や鉄へと変わっていくというわけだ。

　その最さい高こう峰ほう──〝真銀級ランク・ミスリル〟の冒険者となれば、中央本部にもたった一組しかいない。

「うーん……炎竜レツドドラゴン討とう伐ばつ、意外と報酬たいしたことなかったなあ。景気悪いのかな」

　中央本部には、冒険者たちが集う酒場がある。

　陽ひがよく当たる窓際の席でぼやいているのは、ナギ・スレインリードだった。

　使い込まれた無骨な長ちよう剣けんを、そばの壁かべに立てかけている。

　現在、世界で唯ゆい一いつの真銀級ランク・ミスリルのパーティ〝紅い戦団レツド・バトリオン〟。

　ナギは、紅い戦団に所属する冒険者であり、同時にリーダーでもある。

　紅い戦団は、メンバーの髪や装備の色が赤いわけではない。

　なんとなくノリで適当に決めた名前なのだ。

　誰が言い出した名前なのかすら、一人として記き憶おくしていない。

　多分に勢いだけで動いているパーティなのだ。

　その紅い戦団は、炎竜討伐から戻もどってきたばかりだ。

　エンフィス帝国の北東部、山さん岳がく地帯に棲む凶きよう暴ぼうな炎竜の討伐は、十年以上もギルド本部で未達成のままになっていたクエストだ。

　それを達成して帰ってきた紅い戦団の名はさらに上がることとなった。

　本部の酒場には数十人の冒険者たちが集まっているが、ナギのテーブルには誰も寄りつかない。

　みんな、遠巻きに眺ながめてヒソヒソと内ない緒しよ話ばなしをしているだけだ。

　感心しているのか、最強のパーティに嫉しつ妬としているのかは定かではないが。

「レイアがいれば、盗聴イーブスドロツプで聞いて〝お黙だまりなさい！〟とか騒さわいでるところだな」

　盗とう賊ぞくであるレイアは、情報収集用のスキルを持っているのだ。

　そのレイアは、メイドのルティとともに治ち療りよう院に入っている。

　炎竜凍とう結けつの巻まき添ぞえを思いきりくらって、凍とう傷しようの治療の真っ最中だ。

　紅い戦団の魔法使いの魔法は、回復魔法でも簡単には治せないというタチの悪さを誇ほこっている。

　ちなみにミフユも凍傷を負っているが、まったく気にもせず、太た刀ち筋すじを鍛きたえ直すと言って、どこかの山に籠こもってしまった。とんだ剣けん術じゆつバカである。

「ふー……」

　ナギは、ギルドから受け取ったクエスト報酬の明細をあらためて眺める。

　クエスト報酬はたいていは現金で支し払はらわれるが、金額が大きい場合は銀行口座に振ふり込まれる。現金で渡わたすと危険や面めん倒どうがあるからだ。

　紅い戦団では、もう長いこと現金で報酬を受け取っていない。

　炎竜討伐の報酬は、十万ジェニル。

　中流の四人家族が二、三年は暮らせるほどの金額だ。

　紅い戦団では、報酬の一部をパーティの共有財産として貯金、残りをメンバー全員で均等に振り分ける決まりになっている。

「十年もクリアされてなかったクエストにしちゃ安いけど……ま、いいか。金には困ってないしなあ」

　ナギは、明細を腰こしのポーチにしまう。

　世間では、冒険者は決して実入りのいい仕事とは思われていない。

　実際、黒鉄級ランク・ステイールではカツカツ、白銀級ランク・シルバーになってようやく人並みの生活ができる。

　そして、白銀級ランク・シルバーまで上がれる冒険者はごくわずかで、ほとんどが黒鉄級ランク・ステイールで体力の限界に達し、引退すると言われている。

　初級の皮革級ランク・レザーや青銅級ランク・ブロンズは冒険ではまともに生活できず、副業を持つことになる。たいていは短期の肉体労働などだ。

　そんな初心者たちから見れば、ナギたちの経済状じよう況きようは羨うらやましい限りだろう。

「……ところで、なにしてんの、フィオ？」

「自分を見つめ直してるの……」

　そう答えたフィオがいるのは、ナギとテーブルを挟はさんだ向かい側だ。

　しかし、彼女はなぜか椅い子すではなく、床ゆかにぺたりと座り込んでいる。

　薄うすい青色の長い髪かみ、少し眠そうにも見える大きな目。

　青を基調としたワンピース型の服。

　胸は大きく盛り上がり、裾すそからはまぶしいほど白い太ももが見えている。

　全体に色素が薄いフィオだが、それでいて誰だれもが振り返るほどの強きよう烈れつな存在感がある。

　この中央本部で、フィオほど可愛かわいらしい冒険者はいないだろう。

　黙って立っていれば、どこかのお姫ひめ様さまと言われても信じそうなくらいだ。

　実際、黙っていることも多いが、フィオのことを多少知れば、お姫様などという妄もう想そうは吹ふき飛ぶだろう。

　そもそも、今も床に座り込んでいるのは普ふ通つうとは言えない。

　というか正座しているのは、控ひかえめに言っても異様な光景だった。

「あと、今回はわたしの分の報酬はいらない……ミフユ君がこの前、業わざ物ものの脇わき差ざしをほしがってたから、あれを買ってあげて」

「そんなもん買い与えたら、今度こそ腹切っちゃうよ、あいつ」

　ただでさえ、毎回ギリギリのところで切腹を止めているのだ。

「というか、正座やめないか？　俺がやらせてるみたいだし」

「あ……そ、そう。わ、わかった……って、あうううううううううううううっ！」

「なっ、なんだ!?　どうした!?」

　立ち上がろうとしたフィオが、いきなり悶もん絶ぜつする。

「あ、足が痺しびれ……ご、ごめんなさい、麻ま痺ひ治ち療りようのポーションを……」

「いや、その痺れはポーションじゃ治らんと思う。しょうがないな」

　こういう迂う闊かつなところが可愛い。普ふ段だんはクールなだけに、余計に。

　ナギは苦笑しつつ屈かがみ込むと、フィオの身体からだをひょいっと抱かかえ上げた。

「わっ……？」

「うわ、フィオ軽いなあ。もっと飯を食ったほうがいいぞ。ルティが戻ったら、フィオの分の飯を増やしてもらうか」

「あ、あうあうあうあうああああ……」

　なぜか、フィオは唐とう突とつに言語を失っている。

　おまけに蒸気が出そうなほど、顔が真っ赤だ。抱えている身体そのものが発熱しているかのようだ。

「…………？」

　ナギは首を傾かしげつつ、フィオを椅子に座らせた。

「も、もう……こういうこと自然にできちゃうんだから……そういうのが困るの……いえ、困らないけど……むしろ、もっとやってほしいけど……」

　フィオは何事かつぶやきつつ、顔を伏ふせてもじもじしている。

「えーと、なんの話だっけ。ああ、とにかく炎竜の件は気にしなくていいからな」

「うっ……でも今度こそ、パーティを全ぜん滅めつさせるところだったもの……」

「そ、それは……」

　ナギは言いよどんだ。

　フィオが無意識に放った氷結魔ま法ほうで、パーティが全滅寸前までいったのは事実だ。

　かろうじて、魔法に耐たえきったナギが他のメンバーを救出したのだが。

　ただ、暴走後に我に返ったフィオは、ずっと沈しずんだままだ。

　こうして帝てい都とに戻ってきても、まだ立ち直っていない。

　ルティたちの看病をすると言い張ったのだが、治療院の職員に「邪じや魔ま」の一言で追い払はらわれてから、さらにどんよりと沈み込んでいる。

「そ、そうだ。どうせみんなが戻ってくるまで暇ひまだし、神官を探しに行くか？」

　ナギはことさらに明るい声で言った。

　フィオが立ち直るには、なにかやることがあったほうがいい。

　紅い戦団にも、以前は神官がいた。

　だが、その神官は神しん殿でん付きになり、冒ぼう険けん者を引退してしまったのだ。

　神官の脱だつ退たいから既すでに数ヶ月が過ぎているが、未だに後あと釜がまは見つかっていない。

「ああ、神官探し……ついでに新しい魔ま法ほう使つかいも探すの？」

「そんなこと言ってないぞ!?」

「……確かに、わたしはダメな魔法使い。暴走すると、パーティごと敵を全滅させちゃう。そのうち、世界まで破は滅めつさせるんじゃないかとわたしドキドキ、みんなハラハラよ……」

「そ、そこまでは……ないんじゃないかなあ」

　そう言いつつも、ナギは否定しきれない。

　フィオはあっさりと炎竜を仕留めてしまうほどの魔法使いだ。

　パーティ全滅は、充分にあり得る。というより、何度も全滅しかかっている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。フィオがなにをしようとみんな気にしないよ。三年間、一いつ緒しよに頑がん張ばってきた仲間だろ」

「……そうだね。もう三年になるんだね。ナギ君と一緒になってから」

「あ、ああ」

　一緒になった、という言い方は誤解を招くが。

「えーっ、アレが!?」

　突とつ然ぜん、酒場内にひっくり返った声が響ひびいた。

　ナギが振り向くと、数人の冒険者が近くのテーブルに座ろうとしているところだった。

　そのうちの一人、戦士らしき青年がナギを凝ぎよう視ししている。

　いや、他のパーティメンバーたちもぽかんと口を開けている。

「あ、アレが……本当にそうなのか？　噂うわさの？」

「そ、そうらしいわ。とてもそうは見えないけど──」

　戦士がナギを指差し、そのすぐそばの女性神官がこくりと頷うなずいた。

「〝グランドマスター〟……この地上でただ一人、すべてのスキルを操る者。ナギ・スレインリード十八歳、彼女ナシよ……」

「…………っ」

「お、落ち着いて、ナギ君！」

　思わず立ち上がろうとしたナギの袖そでを、フィオがくいっと引いた。

「大丈夫だよ、彼女がいないのはその……わ、悪いことじゃない！」

「別にいいことでもないが……」

　あの女性神官は、一言多い。呪のろいたい。

　ナギは目を鋭するどく細めて、まだヒソヒソ話している近くのパーティを睨にらみつける。

　すぐにそのパーティは、ナギの殺気に気づいて逃にげ出していった。

「まったく……たぶんあいつら、本部に来たばかりだろうな」

「それっぽいね。ナギ君を見たことないなんて、モグリだよ」

　フィオは、こくこくと頷いている。

　ナギ・スレインリードは、この世界でもっとも名の知れた冒険者かもしれない。

　大げさだとは思うが、本人も否定しきれない。

　グランドマスター。

　戦士にしか見えないナギの、真の職業。

　十八ある職業の、すべてのスキルを使用可能な唯一の職業。

　紅い戦団が最強のパーティと呼ばれる最大の理由は、グランドマスターがリーダーを務めているからでもある。

　グランドマスターは、冒険者の中でも抜ぬきん出た存在だ。

　前衛の攻こう撃げき力や防ぼう御ぎよ力を持ち、魔法使いの攻こう撃げき魔ま法ほう、神官の回復魔法を一人で使えるだけでも、戦せん闘とうや冒険でどれだけ役に立つことか。

　炎竜討とう伐ばつクエストでも、フィオの魔法に巻き込まれて全滅しかけたパーティを救ったのは、聖せい騎き士しの防御系スキル、神官の回復魔法だ。

　ナギは戦士としての役割を担当することが多いが、緊きん急きゆう時にはあらゆるスキルを使いこなすグランドマスターの真価を発揮する。

　ナギの能力がなければ、本当に全滅していたかもしれない。

　ちなみに、暗あん黒こく剣けん士しのスキルを使えばさっきの女性神官も呪える。そんなことはしないが。

　グランドマスターは、誰でもなれるというものではない──

　というより、女性神官が言っていたとおり、現在はナギ一人だけだ。







　すべての始まりは、六年前──




　ナギ・スレインリードが冒険者になったのは、十二歳のとき。

　中央大陸では、十代前半での独り立ちは珍めずらしくない。

　十二歳の冒険者も、前例はいくらでもある。

　ナギには、特とく殊しゆな出生などはなにもない。

　父親が伝説の戦士とか、母親が特殊な種族とか、そんなことは一切ない。

　強いて言うなら、実家が武器屋なので、幼い頃ころから冒険者たちとの接点があったことくらいだ。

　ナギは自然と冒険生活に憧あこがれを抱いだき、武器屋を継つぐよりも、冒険者の道を望んだ。

　父親も、自分の仕事とまんざら関係がなくもない冒険者ならば、と認めてくれた。

　彼は父親の許可をもらうと、すぐに最寄りの冒険者ギルドに赴おもむき、入団試験を受けた。

　試験内容は、ゴブリン一体の討とう伐ばつ。

　ギルド内にある訓練場に放たれたゴブリンと戦い、ギルド職員がその戦闘を観察して合否を決める。

　これは必ずしもゴブリンを倒たおさなくてもいいほどで、たいして厳しくなく、ナギは店の常連だった冒険者から剣けんの手ほどきを受けていた程度だが、簡単に合格できた。

　冒険者ギルドに入団すると、職業を選ぶこととなる。

　職業は、全部で十八種類。

　ナギが選んだ職業は、戦士だった。

　戦士は攻こう守しゆともに優れ、回復力も高い。

　アイテムさえ揃そろえておけば、単独での冒険も充じゆう分ぶんに可能だ。

　同じように考える者は少なくないらしく、戦士は常に数が多い。

　ナギの選せん択たくは極めて普ふ通つうで、無難で、当たり前のものだった。

　そこまでは──そう、珍しいことはなにもなかったのだ。

　ただ、ナギにとって予想外の事態が起こったのは──戦士になった直後のことだった。

　それぞれの職業では、経験を積むごとに〝スキル〟が身についていく。

　各職業にはそれを司る〝神殿〟が存在し、冒険者は神殿の神官による祝福を受ける。

　この祝福を受けなければ、どれだけ経験を積んでもスキルは身につかない。

　冒険者ギルドの入団試験に合格した者だけが、各職業の神殿で祝福を受けられるのだ。

　ナギも戦士として祝福を受け、まずは基き礎そ的なスキルを身につけるべく、ギルド推すい薦せんの狩かり場へと向かった。

　モンスターを倒し、経験を積んでスキルを学んでいく。

　それが冒険者として成長するということなのだ。

　初心者は、いきなりクエストに挑いどまない。

　クエストは戦闘だけでなく、長ちよう距きよ離り移動、敵の探たん索さく、迷宮の攻こう略りやく、食料や水の確保など、こなさなければならない試練が数多くある。

　まずはギルドによってある程度整備された安全な狩り場で、戦闘だけに集中するのだ。

　冒険者生活は、そこでいくつかの基礎的スキルを学ぶことから始まる。

　そして──ナギにとって、あまりに早すぎる転機は起こった。




《そなたが望むのならば、力を授けましょう──》




　二体のゴブリンを倒し、初めての狩りをなんとかこなしたナギの前に──

　突とつ如じよとして、光り輝かがやく女性が現れたのだ。

　その女性はあまりにも美しかった。長い銀色の髪かみに、神秘的な金の瞳ひとみ。

　彼女が人間でないことは一目でわかった。

　そして、実家の武器屋に通っていた冒険者から聞いた話を思い出した。

　女神契約者ヴイーナス・サーバー──

　人々が暮らす大地の上には、〝天てん上じようの世界〟と呼ばれる聖域があり、そこには数多くの女神たちが住んでいる。

　各職業を司る神殿が信しん奉ぽうするのも、天上の世界に住まう女神だ。

　神殿では力そのものを授けてくれるわけではないが──

　冒険者の前に降臨した女神は、大きな力となる特殊なスキルを授けてくれるという。

　その力を授けられた冒険者は、特に〝女神契約者〟と呼ばれるのだ。

　非常に稀まれな存在で、世界でも十数名しかいないと言われている。

「力……って具体的にどういうの？　得はあるけど、損もあるって展開じゃないのか？」

　ナギは半信半疑で、降臨した女神に問いかけた。

　商売人の息子だけあって、美う味まい話を簡単には信じない。

《……可愛かわいい顔してるのに、可愛げのない子だなー》

「え？　今、なんて？」

《いいえ、なんでもありません》

　女神は、満面の笑みを浮うかべて言った。

　なにかごまかされたようだったが、ずいぶん人間くさい女神もいるらしい。

《私は、〝剣の女神〟。若く未熟なれど──そなたに光を見ました。戦士よ、そなたに力を授けましょう》

　そう言うと、女神は腰こしに差していた剣を抜き、上段に構えた。

　その姿は、いかにも女神らしく神こう々ごうしいが──

「その力をもらったら、いくら請せい求きゆうされるんだ？」

《……そなた、商人になってはどうですか？　いえ、私が望むことは──》

　などというやり取りのあと、女神を名乗る美女は何事もなかったかのように消えた。

　ナギは女神の要求を受け入れ、〝力〟とやらをもらうこととなった。

　その力が具体的になんなのか、ナギはすぐに理解することとなる。







　ナギが女神に与あたえられた能力は、〝剣聖の秘奥マスターソード〟。

　能力の持ち主は、戦士のスキルを通常の数倍の速度で習得することが可能になる。

「戦士の人なら羨うらやましくてしょうがない能力だよね」

　フィオがしみじみと言い、グラスの果実水を一口飲んだ。

　グランドマスターへと至る道の始まりは、女神に与えられた能力だった。

「しかも、それだけじゃないんだもの。もう一つの力なんて、冒ぼう険けん者なら誰だれが見ても反則だよね。ナギ君の特別感、凄すごすぎる……！」

「ま、まあ……特別じゃないって言ったら逆に嫌いや味みかもなあ……」

　剣聖の秘奥のもう一つの力──

　それは戦士として得たスキルを、他の職業に転職しても持ち越せるというものだ。

　冒険者は、最初に選んだ職業を破は棄きし、別の職業を選ぶ──〝転職〟も可能だ。

　基本的には、自分に合わない職業を選んでしまった初心者への救済措そ置ちである。

　一つの職業を極め、すべてのスキルを習得するには早くても十年程度かかる。

　職業を極めたあとで転職しても、前の職業で得たスキルは持ち越せない。

　戦士から魔ま法ほう使つかいに転職した場合、剣技ソード・スキルや高い攻撃力、防御力は失われてしまう。

　長い時間をかけて得た力をわざわざ捨てる冒険者など、ほぼいないのだ。

　しかし──ナギの〝剣聖の秘奥〟があれば話は違ちがう。

　ほんの数ヶ月で戦士のスキルをすべて手に入れ、魔法使いに転職。

　戦士としてのスキルを使って戦い、魔法使いとして経験を積み、またもや瞬またたく間に魔法使いのスキルを極めきった。

　神しん殿でんで祝福を受けて魔法使いになっていれば、魔法を使用しなくても戦闘経験を積むだけで、スキルは身についていく。

　ナギは魔法をほとんど使わず、戦士のスキルだけで強力な怪かい物ぶつたちを次々と倒していったのだ。

　剣で戦い続けること──それが、女神から出された契約の条件でもあった。

　剣の女神は、強い剣士が育つことがなによりの喜びらしい。

　契約は割と大ざっぱで、剣技ソード・スキル以外のスキルを使用しても問題はないそうだ。

　常に剣を握にぎって戦い、剣士として成長さえすればいいとか。

　言われるまでもなく、剣の戦いはナギの性に合っていたので、問題はない。

　そう、ナギは剣で戦っていればそれでよく──他の職業に興味はなかった。

　戦士から魔法使いに転職したのは、〝剣聖の秘奥〟の効果を試してみたいだけだった。

　ただ、〝なにかがある〟──と彼は直感した。

　剣を使って職業を極めていくことに、不思議な心の高ぶりを感じたのだ。

　その直感のままに、魔法を使わずに魔法使いのスキルを次々と身につけていった。

「ナギ君は、わたしが使える魔法も全部覚えたんだよね」

「一回も使わなかった魔法も多いけどな」

　転職しても戦士のスキルを使えることは確認したし、それ以上転職してもあまり意味はないと思ったが──ナギは、例の心の高ぶりのままに、転職を繰くり返した。

　モンスターの巣に突とつ撃げきを続け、魔法使いや神官などのよくある職業だけではなく、サムライや薬くす師し、はたまた冒険執事などというキワモノにまで転職した。

「職業は……全部で十八あるんだっけ。今さらだけど、いくら〝剣聖の秘奥〟があるからって、三年で全部極めたっていうのは凄いよ」

　フィオが、やたらと目をキラキラさせ、顔を近づけてくる。

　あまり近づかないでほしかった。

　フィオの顔が近くにあると、「フィオ可愛い！」以外の思考が停止するからだ。

　ナギは、わずかにフィオから目を逸そらしつつ──

「ひたすら狩り場に籠こもって、モンスターを倒し続けてたからなあ」

「わたしが魔法使いのスキルを転職して持ち越せたって、三年で全職業のスキルをマスターできるとは思えない。ううん、たぶん誰にもできないよ」

「そ、そうかな」

　ナギは照れくさくなってくる。

　似たような会話を、これまでに何度も繰り返してきた。

　なぜかフィオは、ナギの〝グランドマスターへの道〟の話が大好きなのだ。

「冒険者ギルドも全職業をマスターしたのはナギ君が〝世界初〟だって言ってるしね。そもそも転職する人がもの凄く珍めずらしいくらいだし……」

　ナギが全職業のスキルを身につけた直後、冒険者ギルドの中央本部に呼び出された。

　ギルドの団長と名乗る人物と一対一で面会させられ、重大な事実を聞くこととなる。

　全職業を極めた者は、グランドマスターと呼ばれる隠し職業に就けるという。

　グランドマスターは──戦士や魔法使い、キワモノ職業に至るまですべての職業のスキルを使いこなすことができる。

　戦士と同等の力、武ぶ闘とう家と同等の速さ、魔法使いと同等の魔ま力りよく、冒険執事と同等の奉ほう仕し力（というものがある）を備えている。

　要するにグランドマスターは〝いいとこ取り〟で、全職業の頂点なのだ。

　ナギが抱いていた心の高ぶりは、このグランドマスターの特性をなんとなく予感していたせいかもしれない。

「まあ、グランドマスターってたいそうな名前だけど、真ま面じ目めに冒険者をやってなかったからなれたっていうか……」

　グランドマスターになって、ふとナギは気づいた。

　職業を極めていくことが楽しくなってしまい、ひたすらに強いモンスターを求めて世界中を歩き回ってきたが──

　考えてみれば、冒険者の本分と言えるクエストをまったく受けていない。

　冒険者ギルドに立ち寄ることもほとんどなかった。

　すぐに旅に慣れ、魔法使いの次に転職した狩人かりゆうどのスキルで水の浄化や、効率的な食料確保が可能だったため、すべて現地調達して、街に戻もどることすら稀だったほどだ。

　結局、冒険者でありながらギルドともクエストとも無む縁えんなまま──

「ある意味、邪じや道どうだったんだよな、俺」

「邪道でもなんでも、ナギ君は努力したんだから。グランドマスターになる運命だったんだよ。今はクエストだってこなしてるんだし」

「スキルを全部身につけちゃったら、他にやることないからなあ」

　極めて異例な形ではあるが、ナギはグランドマスターになってから、ようやく冒険者の本分であるクエストに挑いどむこととなったのだ。

　そして、グランドマスターとして訪れた冒険者ギルドのとある支部で。

　ナギは、青い髪と紅い瞳の魔法使いと出会う──







「そうか、あれがもう三年前なんだよなあ……」

「……そうだね、三年でナギ君、すっかり有名になったね」

　ナギがしみじみと言い、フィオもこくこくと頷うなずいた。

　三年前、といえばナギにはフィオと出会った時期で──

　フィオには、ナギがグランドマスターになった時期のことらしい。

「わたし、三年前は炎竜討とう伐ばつなんて考えもしなかった。ナギ君と一いつ緒しよに三年やってきたから、ここまでこられたんだよ」

「そ、そんなことはないだろ。フィオは元から才能あったんだし」

　まだ目を輝かせているフィオに嬉うれしそうに言われ、ナギは照れくさくて仕方ない。

　たまに、「フィオって俺を尊敬してね？」と誤解しそうになる。

「今のフィオ以上の魔法使いなんて、まずいないよ。炎竜を倒たおしたのもフィオだしな」

「……危うくパーティも討とう伐ばつするところだったけど……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ！　うちの連中は、ちょっと弱ってるくらいがちょうどいいから！」

　唐とう突とつに落ち込むフィオを、ナギは慌あわてて慰なぐさめる。

　彼女はとても面めん倒どうくさい魔法使いなのだ。

「そう……でも、ナギ君には本当に感謝してるの。わたしが仲間殺しにも、人類の敵にもならずに済んでいるのはナギ君がパーティのみんなを守ってくれてるからだよ」

「そ、それはどういたしまして……？」

　冗じよう談だんではないのが、フィオという魔法使いの恐おそろしいところだ。

　魔法使いは、単純な〝火力〟だけならすべての職業で最強だろう。

　戦士やサムライにも強力なスキルがあるが、ほとんどが単独の敵を相手にする技だ。

　魔法使いの最高クラスの魔法となれば、大軍をも全ぜん滅めつさせる威い力りよくがある。

　そして、フィオはまさに最高クラスの魔法使いなのだ。

　フィオは、ほとんどの魔法を極め、威力も凄すさまじい。

　氷系魔法が得意ではあるが、他の火や水などの魔法が苦手というわけでもない。

「わたしなんて、ちょっとした歩く災さい厄やくですから……」

「ちょっとした、ねぇ……」

　フィオがその気になれば、帝てい都との壊かい滅めつすら可能かもしれない。

「ナギ君には感謝してもしきれない。ああそうだ、お礼をしないと。ナギ君、なにかしてほしいことない？　わたし、なんでもするから」

「なっ、なんでも……!?」

　ナギは、思わずごくりと唾つばを吞のみ込む。

　フィオは、小こ柄がらでありながら出るところは出た体形だ。

　いつも着ている薄うす手でのワンピースの胸元は大きく盛り上がっている。

「……い、いや……パーティの仲間が助け合うのは当然だ……礼なんて考えちゃダメだ」

「ど、どうしたの、ナギ君。血管切れそうになってるけど、なにか我が慢まんしてるの？」

「それと、女の子が〝なんでも〟なんて言っちゃいけないぞ……」

「はぁ、そうなの？」

　フィオは、若干浮うき世よ離れしたところがある。

「あっ、俺は男だから！　フィオのためなら、いつでもなんでもやるぞ！」

「……わたしのために？」

「あー、えーと……仲間だから！　仲間を守るのは当然だよな！」

　フィオが独特の〝間ま〟で話すために、ナギのほうもつい余計なことを言ってしまう。

「仲間……そう、仲間なの？」

　フィオは、ぷうっと頰ほおをふくらませてナギを睨にらんでくる。

　え、俺なにかやらかしたか──ナギは理由もわからず、怯おびえてしまう。

「あのー、フィオーネさん、ちょっといいですか？」

　と、ブレザーにスカート姿の若い女性が近づいてきた。

　眼鏡めがねをかけていて、なかなかに可愛い。顔見知りの冒ぼう険けん者ギルドの職員だ。

　職員は冒険者にクエストの依い頼らいを出し、時には冒険の相談に乗り、さらに一部の職員は街の外に出てクエストの情報を集めてくる。

　ちなみにクエスト探たん索さくに当たる職員の大半は、元冒険者だ。

「炎竜を解かい剖ぼうしてる学者さんたちから質問が来てまして。フィオーネさんが使った魔法について訊ききたいそうです」

「はぁ、では実演しましょうか？」

「実演はけっこうです！」

　ギルド職員がぶんぶんと首を振ふる。

　フィオは親切で言ったのだろうが、帝都が氷に閉ざされてしまう。

「学者さんが直接いらっしゃってるので、ちょっとこちらへ……ナギさん、失礼します」

「あ、ああ」

　ナギが頷くと、ギルド職員に引っ張られるようにしてフィオが連行される。

「はぁ……」

　ナギは深い深いため息をついた。

　出会って三年になるというのに、未だにフィオの前では平静を保てない。

　こんなことでは、いつまで経っても──

「やあ、グランドマスター」

「うおっ!?」

　いつの間にか、ナギの膝ひざに少女──いや、幼女が座っていた。

　年ねん齢れいは十歳前後、肩かたのところで切り揃そろえた白い髪かみ。

　華きや奢しやな身体からだに、ミフユと同じ〝着物〟を身につけている。

「どこぞのパーティが『グランドマスターに睨まれた。もう本部じゃやっていけないかも』と、泣きながら逃にげていったぞ。あまり他の冒険者をいじめるでない」

「人聞きの悪い……」

　さっきナギが睨みつけたパーティだろう。

　彼らは、この本部に出入りするようになったばかりなのだろうが──

　そんなパーティでも、グランドマスターのことは知っている。

　別にナギが自分の職業を吹ふい聴ちようしてるわけではないが、クエストの最中に他のパーティと出くわすことはよくある。

　ナギが複数の職業のスキルを使っているところを目もく撃げきされたことが、何度かあった。

　冒険者の間では、噂うわさが広まるのが速い。

　あっという間に、若きグランドマスターの噂は冒険者たちに知れ渡わたることになった。

「……で、あんたはいじめの取り締しまりにでも来たのか、団長？」

　そう、目の前にいる幼女こそが冒険者ギルドの団長。

　要するに、すべての冒険者の頂点に立つ者なのだ。

　本名も年齢も不明。ギルドに勤める七十歳過ぎの職員が「ワシが冒険者になったとき、あの人もう団長じゃったぞ」と証言している。

　つまり、少なくとも五十年くらいは団長を続けていることになる。

　実力がものを言う冒険者の頂点に立つ者だけあって、力量も相当なレベルらしい。

　実じつ年ねん齢れいも実力も、詳くわしく知る者は一人もいないが。

「いやいや、いじめなどどうでもいい。そなた、炎竜を退治したそうじゃの。それもたった三人の犠ぎ牲せいとは恐れ入る」

「死んでない、死んでない。二人、治ち療りよう院送りになっただけだよ。あと、そろそろ下りてくれ」

　ナギは団長の脇わきを抱かかえるようにして、膝の上から下ろした。

　仕方なさそうに、団長はナギの正面に座る。

「つれないのう。わらわに膝に乗ってもらえる冒険者など、そなたくらいなのじゃぞ？」

「おかげで、変な趣しゆ味みあるんじゃないかと疑われてるんだよ……」

　団長ははっとするほど綺き麗れいな顔をしているが、ナギの趣味からは外れている。

　彼の好みは青髪とかクール系とか魔ま法ほう使つかいとか──あくまで、たとえばの話だが。

「というかあんた、暇ひまなのか？　仮にも団長なのに」

「まあ、最強パーティの様子は見ておかねばな。長年、誰だれも攻こう略りやくできなかったクエストを達成してくれた礼も言わねばならんし」

「最近は、からかうことを〝様子を見る〟って言うようになったのか？」

「そなたもなかなか言うのう。さすがは、最強のグランドマスター様じゃ。まあ、強いのはモンスターに対してだけで、女子にはてんで弱いようではないか」

「…………っ！」

「ナギ殿どのがフィオ殿とパーティを組んで三年か。最初は、グランドマスターと駆け出し魔法使いのパーティなどどうなるかと思うたが、意外と続いとるのう」

「……別に続いてるのはフィオだけじゃないだろ」

　そう、ナギとフィオが出会った三年前、フィオはまだ魔法使いとしては未熟もいいところだった。

　パーティ内で実力に開きがあると、関係が長続きしないのはよくあることだが──

「うちのパーティで、抜ぬけたのは一人だけだ。それも円満退職だしな」

「話を逸そらすのが下手じゃな。炎竜は攻略できても、フィオ殿は未だ攻略できずか」

「攻略ってあんた……」

　ナギは、団長から目を逸らした。

　見た目はこれでも、さすがは年の功か。ナギには、口で団長に勝てる気がしない。

「そなた、三年もいったいなにをやっとったんじゃ？」

「冒険だよ！　クエストだよ！　当たり前だろ!?」

「しょーもない。グランドマスターも、しょせんは思春期の小こ僧ぞうか」

「……………………」

　冒険者ギルドの団長が、冒険やクエストをしょーもないと断じるのもいかがなものか。

「最強のグランドマスターであっても、恋れん愛あいではどうしようもないヘタレじゃのう」

「ヘタレって言うな！」

　完全なる事実なので、余計に言われたくない。

「でもまあ……俺、正直言ってクエストとか冒険とかどうでもいいな」

「おいこら、それはさすがに困るぞ！」

　団長が突とつ然ぜん真ま面じ目めになった。

「恋愛優先はともかく、グランドマスターにクエストをどうでもいいと言われては冒険者の存在意義を問われかねん。そなた、冒険者の頂点におる自覚を持て、自覚を」

「あんたも同じようなこと言ってたじゃないか。ボケてんのか」

　自分だけ責められるのは心外だった。

「まー、フィオ殿が難しいのはわかるがの。炎竜の死し骸がいの周りには、小型竜レツサードラゴンが五十体、中型の風竜ウインドドラゴンと地竜アースドラゴンも三体ずついたそうではないか。あのあたりには竜が数体いたが、わざわざ炎竜を守りに行くような習性はないはずじゃぞ。フィオ殿が呼んだのか」

「……いつものことだよ。それも計算済みでクリアできると思ったから挑いどんだんだ」







　フィオーネ・ペイルブルー。

　青い髪の魔法使い。

　グランドマスターになったばかりのナギが出会った頃ころの彼女は──ある意味では有名人だった。

　単なる未熟な魔法使い──ではなかったのだ。

　フィオは三年もの間、初級クエストもクリアできずにいる魔法使いだった。

　冒険者を始めたのはナギと同じ時期で、彼がクエストを無視して転職を繰くり返していた頃、フィオはひたすらクエストに失敗し続けていた。

　初級クエストは、あくまで冒険者をモンスター討とう伐ばつやダンジョン攻略に慣れさせるための、ごく簡単なものばかりだ。

　失敗するほうが難しいというレベルで、どんなに要領の悪い冒険者でも二度も挑めばまず達成できるのだが──

　フィオのように、三年も失敗し続けた、というのは異常と言っていい。

　だが、その理由ははっきりしている。

　なぜならフィオは──モンスターを引き寄せる特異体質の持ち主。

　フィオが挑むと、ゴブリンを数体倒たおすだけの初級クエストに、コボルトやオーク、時には竜ドラゴンまで紛まぎれ込んできてお祭まつり騒さわぎになってしまう。

　フィオとパーティを組んだ者たちは、猛もう然ぜんと襲おそってくるモンスターたちに恐おそれをなして、次々と逃げていった。

　遂ついには、フィオとパーティを組んでくれる冒険者はいなくなってしまった。

　それでも、フィオには冒険者をやめるつもりなどさらさらなく。

　むしろ、何度命の危機にさらされてもクエストに挑み続け、常じよう軌きを逸いつした命知らずとして有名だった。

　そもそも、単独で戦える戦士などとは違ちがい、詠えい唱しようが必要な魔法使いは仲間がいなければ戦せん闘とうは不可能に近い。

　それでもフィオは無理を押して何度も一人でクエストに参加して、失敗を続け、そして冒険者になって三年目──

　偶ぐう然ぜん出会ったのは、グランドマスターでありながら、これからクエストを始めるというとんでもない変わり者。

　この出会いが、フィオの運命を大きく変えていく。

　理由は違えど、冒険者になって三年、初級クエストをクリアしていない二人は、ともに冒険に挑んでいくこととなる──







「つーか、三年前に俺にフィオとパーティを組ませたの、団長の差し金だって聞いたぞ」

　ナギは、フィオを見かねたギルドの職員が「グランドマスターならモンスター大量出現のクエストもなんとかするんじゃね？」と押しつけてきたと思っていたが。

　フィオの無む謀ぼうな挑ちよう戦せんは、他のギルド支部にも知れ渡るほど有名だったし、職員が事態を収拾しようと動いても不思議はない。

「わらわはギルドの団長で、グランドマスターは冒ぼう険けん者の頂点。困っている若者を救うのもわらわたちの仕事じゃよ」

「団長はともかく、俺とフィオは一つしか違わないんだけど」

　ナギは現在十八歳、フィオは十七歳だ。

「なんだかんだ言って、わらわには感謝しておるくせに。この青春小僧」

「青春小僧!?」

「十七歳か。身体も熟してくる頃じゃのう。あの可か憐れんな顔に、豊満な胸と細い腰こし。むしゃぶりつきたくなるような美少女との冒険が嬉うれしくないわけないじゃろ？」

「あんた、表現がおっさんくさいぞ！」

　幼女のような外見で、実年齢ははるか上、言動はおっさん──ゴチャ混ぜすぎて、混乱しそうだ。

「だいたい、あの頃のそなたは、他の冒険者に避さけられてたじゃろうが。あのままじゃと、完全にぼっち確定じゃったぞ」

「…………」

　そのとおり、グランドマスターの実じつ態たいは今でこそ広がって知られているが。

　三年前は得体の知れない存在として、冒険者ギルドでも危険物のように扱あつかわれていた。

　さっきの女性神官のような失礼な人間はいなかった──有あり体ていに言うと恐れられていたのだ。

「フィオ殿みたいな突とつ拍ぴよう子しもない事情を抱えた、おかしな魔法使いでもなければ、そなたには近づかんかったじゃろ」

「……ほっとけ」

　誰も近づいてこないナギに、「仲間にしてほしい」とフィオのほうが申し出てきたのだ。

　当時のフィオは、まともに戦闘もできなかったために実力はまだまだだった。

　一人でも戦えるナギには、彼女とパーティを組むメリットはゼロに等しかったが──

「あの頃のそなたは舞まい上がっておったなあ。やっと仲間ができた！　しかも女の子だ、とか──まあ、人前では仕方なく組んでやったようなフリをしとったが、わらわにはバレバレじゃったぞ」

「……………」

「グランドマスターの強さも、困ってる女の子のために使えればそりゃ嬉しいじゃろ。フィオ殿のような儚はかなげな美少女に懐なつかれて、そなたもすぐに骨ほね抜ぬきにされとったな」

「…………………」

　ナギは無言で財布から金貨を二枚取り出し、団長に差し出した。

「口止め料か！　おぬし、最強のくせになりふりかまわないの！」

「損をして得を取るのは基本なんだよ！」

　グランドマスターになっても、商売人の息子として培つちかった感覚は失われていない。

　そして、文句を言いつつも団長はきっちり金貨を受け取った。

　冒険者ギルドの経営状態はよろしくないという噂うわさがあるが、本当かもしれない。

「ま、よいか。じゃが、仲間にしただけで、それ以上は一歩も踏ふみ込めておらんのはいただけないの。どうじゃ、なんなら他の女でいろいろ練習しておくか？　ここに経験豊富なお姉さんがおるぞ？」

「…………っ」

　団長が瞬しゆん間かん移動でもしたようにナギの隣となりに座り、あごを撫なでてくる。

「……お姉さんって歳としじゃないだろ、あんたは」

「失礼じゃのう」

　団長は、くすくすと笑う。

　ナギは一いつ瞬しゆんたりとも団長から目を離はなしていない。なのに、団長がどうやって隣に移動してきたのかわからなかった。

　もしグランドマスターに一対一で勝てる人物がいるとしたら、この団長かもしれない。

「……って、寒っ！　なんだこの冷気！」

　ナギは、身体からだをぶるっと震ふるわせた。

「……団長ちゃん、またナギ君にちょっかいかけてるの？」

　いつの間にかフィオが戻もどってきて、団長の背後に立っていた。

　彼女の身体からは冷気が漂ただよい、さらにテーブルから煙けむりが上がり始めている。

　氷の魔ま法ほうだけでなく、炎ほのおの魔法まで無意識に発動しているようだ。

「おお、戻っとったのか。学者たちは有益な情報を得られたかの？　炎竜はまだ研究が進んでおらんからのう」

「冷れい凍とうしたから研究にはちょうどいいみたい。ついでに、団長ちゃんも氷こおり漬づけにしてあげようか？」

　フィオの目は限りなく冷たい。

　なにをそこまで怒おこっているのかわからないが、フィオは儚げな外見に似合わず、意外と気が短い。

「ごほごほ、年寄りは寒さが苦手でのう。しかしフィオ殿どの、グランドマスターのこととなると、本当に怖こわいの」

「ナ、ナギ君はわたしの恩人だもの！　なにがあっても、ナギ君はわたしが守る！」

「…………」

　恩人かー、とナギは遠い目をする。

　フィオが挑めば、初級クエストもモンスターの大量出現で中級以上の難易度となる。

　おそらく、フィオがまともにクエストに挑戦していたら、初級クエストでの足あし踏ぶみは三年で済まなかっただろう。

　最悪の場合は、死んでいた可能性もある。

　ナギが完かん璧ぺきに前衛をこなしていたからこそ、フィオは初級どころか中級、上級とクエストを達成してこられた。

　とはいえ、ナギはフィオに恩を売ったつもりはない。

　むしろ、恩人と思われたくないくらいだ。

　いつまでも〝恩人〟のままでは──

「ほっほっほ、若いというのはいいのう。っと、そういえば本題があったんじゃった」

「え？　本題ってなんだ？」

「…………」

　ナギが聞き返すと、フィオはふてくされつつも団長を押しのけてナギの隣に座った。

　フィオとの距きよ離りが妙みように近くてナギはドキドキしてしまう。

「ほれ、そなたらがギルドに依い頼らいしておった件じゃよ。なかなか厄やつ介かいな案件だったのでな、わらわが直接動いておった」

「あ、それってもしかして……」

「そうじゃ、ナギ殿。ただ、ちょこーっと厄介なことになるかもしれんがな。だがまあ、そなたらは厄介ごとの専門家じゃろ」

「できれば厄介じゃないほうがいいんだけどな」

　いくら強くても、面めん倒どうは避けたいに決まっている。

「ま、聞け。ナギ殿の隣に座らせてくれるなら、くれてやる情報が増えるぞ？」

「だめ」

　フィオはきっぱり首を振ふり、ナギのほうに身体を寄せてきた。

　ナギはフィオの身体の柔やわらかさに頭が真っ白になる。フィオの団長嫌ぎらいのおかげで、こんな役得が……！

「ナギ君の隣は譲ゆずれない。どうしてもというなら、かかってきて」

「そなた、恐れを知らぬなあ……」

　ふと、ナギは思った。

　ナギと互ご角かくに戦える者がいるとしたら団長だが、もしかするとこの魔ま法ほう使つかいも──

　フィオの力量は、もはや世界でも一、二を争うレベルまで来ている。

　とはいえ、ここでフィオと団長にガチ戦闘を始められても困るが。

「まあよい。本題は、団長からの特別クエストじゃ。心して聞け──」



















　　　２　ふたりきりのクエストデート




　世間では、冒険者は貧びん乏ぼうの代名詞だ。

　冒険者の大半は食うや食わずの生活で、寝ね床どこに事欠いている者も珍めずらしくない。

　最大の収入源はクエストの達成報ほう酬しゆうだが、それも中級までは決して高くないのだ。

　その高くない報酬も、次のクエストに挑いどむための装備の調達でほとんどが消える。

　しかも、クエスト依頼の受注にも料金がかかることが多い。

　初級は無料だが、中級以上の受注はたいてい有料なのだ。

　ギルドもクエストとして成立可能な討とう伐ばつや探たん索さくを調査するために、安くはない金額を費やしている。

　冒険者を支し援えんするのがギルドの仕事だが、冒険者もまたギルドを支えなければならないのだ。

　なんにしても、冒険者は常に金に困らされる。

　クエストの受注、装備やアイテムの調達、もちろん生活費──他にも金がかかる場面はいくらでもある。

　冒ぼう険けん者は、割に合わない職業の代表とも言われているのだ。

　とはいえ、例外も存在する。

　世界最大の帝てい国こく、エンフィスの首都、ベラル。

　冒険者ギルドの中央本部があるこの都の外れ、市街を見下ろす小高い丘おかに巨きよ大だいな屋敷が建っている。

　元は大臣を輩はい出しゆつしてきた帝国貴族の家で、二十年ほど前に当主の汚お職しよくが発覚し、帝てい都とから一族もろとも追放され、ずっと空き家になっていた。

　そして今、その屋敷は最強の冒険者パーティ〝紅い戦団レツド・バトリオン〟のアジトだ。

　屋敷は広大で、貴族が住んでいた頃ころは家族と使用人を合わせて百人ほどが暮らしていたという。

　部屋数は多く、どの部屋も広い。その上、貴族が夜よ逃にげ同然で去ったために、テーブルや椅い子すなど、豪ごう華かな調度品もそのままになっている。

　長く空き家になっていたとはいえ、この屋敷には目が飛び出るような高値がついていた。

　ただ、紅い戦団にはさほどの金額でもなかった。

　クエストは高難度のものともなれば、支し払はらわれる報酬も半はん端ぱではない。

　紅い戦団の共有財産は今や、とてつもない金額にふくれあがっているのだ。

　高ランクの冒険者となれば、それぞれ自宅を持つことすら可能だ。

　紅い戦団もある程度貯ちよ蓄ちくができたところで、屋や敷しきを買うかどうか、パーティ内で議論があったが──

「みんなで一いつ緒しよに住んだほうが、いろいろ便利だと思うの」

　と、フィオの一言であっさり結論が出た。

　なぜか、フィオが強きよう烈れつな冷気を放っていたため、全員が逆らえなかったとも言う。

　フィオが暴走しかけるほど、全員で一緒に住みたがった理由をナギは知らない。

「二人きりで住むのは恥はずかしいけど、バラバラも困る……それならみんなで住むのが最善」

　というフィオのつぶやきを、残念ながらナギは聞いていない。

　そうして購こう入にゆうした、広大な屋敷。

　その広い居間に、ナギとフィオの姿があった。

　二人とも並んでソファに座っている。微び妙みような距離は空いているが。

　今は夜。

　帝都の夜は冷え込むので、暖だん炉ろに火がつけられている。

「……そういえば、ミフユはまだ戻ってないみたいだな」

　屋敷には、ナギとフィオの二人きりだ。

　ルティとレイアは治ち療りよう院に。

　ミフユは未だに山に籠こもったきり、帰ってこない。

「どこかでお腹なか切ってなければいいけど……まあ、ミフユ君は少し血を流したほうが落ち着くかもしれない」

「血が流れるだけで済めばいいけどなあ」

　二人とも、ミフユが腹を切った程度で死ぬとは少しも考えていない。

「フィオ、それで……どうする？　団長の依頼、受けるか？」

「そんな話、後回しでいい」

「いいのか!?」

　団長からの依頼は、紅い戦団にとっても聞き逃のがせないものだった。

　というより、元はナギたちのほうから頼たのんだことだったのだ。

　だが、この魔法使いにはたいして重要でもないらしい。

「それより、ナギ君と二人っていうのも久しぶりだよね。三年前にパーティ組んでから、すぐにルティちゃんが入ってきちゃ──入ってきてくれたから、めったに二人になることもなかったし」

「そ、そうだな」

　これまで気づかなかったが、フィオはルティに思うところがあるのだろうか。

　パーティみんな仲良く──それが理想。くせ者だらけの紅い戦団には高望みだが。

「でも、ルティもレイアももうすぐ戻もどってくるだろ。あの二人も、なんだかんだで頑がん丈じようだからなあ」

「……ちっ」

「な、なぜ舌打ち？」

　ナギには、最近のフィオの言動はかなり不可解だ。

「さっき炎竜レツドドラゴンの解かい剖ぼうに来てた学者さんに聞いたの。うちって、ナギ君のハーレムパーティって言われてるみたい」

「え!?　いやいや、ミフユもいるだろ!?　男が俺一人みたいに言われても！」

「あ、ちょっと待って。今、結界を張るから」

　フィオがむにゃむにゃと詠えい唱しようすると、家の外でブオン！　と魔ま法ほうが発動する音が響ひびいた。

　最強パーティと呼ばれる紅い戦団に、ちょっかいを仕し掛かけてくる連中もいる。

　屋敷をぐるりと囲む形で、強力な対物理・対魔法の結界がいつでも張れるように準備してあるが……。

「け、結界？　なんで今、発動させたんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、ミフユ君は強い子。家に入れなくても、どこかで強く生きていくよ」

「ミフユ、入っちゃダメなのか!?」

　おそらく、ミフユは今日も帰ってはこないだろうが……。

「これから、大事な話をするから。邪じや魔まをされると困るから」

「だ、大事な話？」

　ナギの頭から、ミフユのことは吹ふき飛んでしまう。

　フィオが、座ったまま位置をずらして近づいてきたからだ。

「……ナギ君はパーティのリーダー。わたしはサブリーダーにして参さん謀ぼう。たまには、二人きりで今後のことを話す必要もあると思うの」

「あ、ああ……そういうことか」

　ナギは一いつ瞬しゆん、妙みような期待をしてしまったことを恥じる。

「でもなあ、うちはリーダーとかサブリーダーとかあんまり関係ないよな」

　紅い戦団はナギとフィオの二人から始まっている。

　この二人がパーティを仕切るのは当然だ。

　ただ、紅い戦団の場合は──

　参謀といっても、パーティに作戦どおりに動く者などいない。

　作戦を立てたフィオ本人を含ふくめて。

「でも、わたしたちが受けるクエストもキツくなってきたし、このままだとホントに全ぜん滅めつするかも。わたしが手を下すまでもなく」

「いつかやらかすみたいに言うな！　本当にやらかしそうでみんな怖こわがってるんだから！」

「こ、怖がられてたのわたし……？」

「それはさすがに俺も認めざるを得ないっていうか、まだ気づいてなかったことにびっくりだな！」

　フィオの魔法の暴走で、いったい何度全滅しそうになったことか。

　特に神官がいない今、全滅の可能性は飛ひ躍やく的に上がっている。

　それもあるので、ナギとしては〝団長からの依い頼らい〟を無視できない。

「ということは、恐きよう怖ふでパーティを支配できる……？」

「なにを最大限利用しようとしてるんだ!?」

「だって、わたしそんなつもりないのに、怖がられてるなんて言うから……」

　フィオは、ぷうっと頰ほおをふくらませている。大変に可愛かわいい。むしろ利用してくださいとお願いしたくなる可愛さだ。

「支配は冗じよう談だんだよ。というか、うちのみんなに恐怖で支配できるような可愛げはないよね」

「まあ、ないな」

　二人は、真顔で頷うなずき合う。

　そう簡単に問題児たちが制せい御ぎよできれば苦労はない。

「でも、三年で真銀級ランク・ミスリルまで昇のぼり詰つめたんだから、うちのパーティはこれでいいんだよね」

「たぶんな。みんな、好き勝手にやってるだけなんだけど」

「いいメンバーが集まったってことじゃない？　うちはくせ者しかいないというか、リーダーのナギ君は変人をコレクションする習性があると思われてるけど」

「初耳だぞ！　そんな趣しゆ味みない！」

「冒険者ギルドじゃ噂うわさだよ。僻へき地ちの支部でも知られてるんだって」

「ほ、本当に……？」

　ただでさえ、団長と仲良くしているせいで人様に言えない趣味があると思われているのに。

「ついでに、美少女どころかミフユ君美少年もイケる口だと思われてるって」

「そんな口じゃないっ！　フィオ、そういうことはもっと早く教えてくれ！」

「じゃあ、パーティの今後とかどうでもいいから、それについて相談する？」

「ど、どうでもよくはないんじゃないか……というか、フィオは俺で遊んでないか？」

「だって、ナギ君は見ていて飽あきないもの。三年経っても、まだおもろい」

「おもろい、ですか……」

　フィオからはたまに妙な言葉が飛び出す。

「まあ、その三年の間にナギ君はいつの間にか美少女だけでは飽きたらず、美少年まではべらせて……次はなにをはべらす予定？」

「その話題から離はなれてくれ！　もしくは噂を流したのが誰だれか教えてくれ！　そいつの討とう伐ばつクエストを受注したい！」

「人間の討伐は許可されないよ。噂の出所を突つき止めるのも無理かな。この噂、あちこちで発生してるみたいだから」

「冒険者なら、モンスターとかクエストの情報を気にしろよ……」

　グランドマスターの威い厳げんなど、あったものではない。

「とにかく、はべらせてない。冒険者仲間だよ、みんな」

「わたしも？」

「フィオはただの仲間じゃないだろ」

「…………え？」

　しまった、と思ったがもう遅おそい。一度口に出した言葉は引っ込められない。

　ナギの頭がぐるぐると回転する。

　勢い任せでこのまま告白してしまうか！

　絶対に邪魔が入らない状じよう況きようなのだから、勢いで行動してもいいのではないか。

「ああ、いや、ほら……一番付き合いが長いんだし！　やっぱり、パーティの中じゃちょっと違ちがうっていうか！」

「ふうん……それはそうだね」

　フィオは、なぜか不満そうに言った。

　ナギも不満だった。なにより、自分自身に。あっさりとヘタレてごまかしてしまった。

　最強のグランドマスターにして、恋れん愛あいでは最弱のヘタレ。団長の評価はまったく正しい。

「……行こ、ナギ君」

「え？　どこへ？」

「団長ちゃんのクエスト。久しぶりに、二人でクエスト挑ちよう戦せんしよう」

「な、なんなんだ、急に」

「大丈夫、今度は暴走しない。ナギ君を殺さずにクリアしてみせるよ」

「ま、まあ殺さないでくれるならありがたいが……」

　フィオはずいぶんと真しん剣けんな表情をしている。

　彼女が唐とう突とつに妙なことを言い出すのは珍めずらしいことではない。

　ただ──ナギは、フィオの様子にいつもと違うものを感じていた。







　その夜、フィオの個室──

　家具などは少なく、魔法の書物が床ゆかに山積みになっている。

　お世辞にも綺き麗れいとは言えないが、フィオに限らず部屋を整せい頓とんしている魔法使いなどは存在しない。

　フィオはナギとの話が終わると、入浴も済ませて部屋に戻ってきた。

「ふあっ」

　フィオは変な声を出して、ベッドにどさりと横になる。

「…………ふふ」

　そして──

「ふふふふふっ、ふふふふふふふふふふ……」

　枕まくらに口元を押さえつけて、漏もれてくる笑いを必死にこらえようとする。

　だが、それでもこみ上げてくる笑いは止まらない。

「ふふっ、ふふふふふ……ふぁっ、今日はいっぱいナギ君と話しちゃった……話しちゃった！」

　寝ね間ま着きにしているワンピースの裾すそをひるがえし、ベッドの上で脚あしをバタバタさせる。

　ナギとの会話に若干の不満はあったが、それでも二人きりで話せたことがたまらなく嬉うれしかった。

　今日の不満は、明日の二人きりでのお出かけで解消できるだろう。

「うーにゃー、今日は寝ねられるかなー……ふふふふふっ」

　フィオはさらに笑いつつ、顔を枕に押しつけた。

　そうして真っ暗になった視界には、自然とナギの顔が浮うかんでくる。

　ナギ・スレインリードとの付き合いは三年になる。

　出会ったとき、彼は既すでにグランドマスターとして有名人だった。

　本人は有名であることを面めん倒どくさがっていたが。

　もしかすると、彼となら──

　自分の特異体質を考えれば、普ふ通つうの冒ぼう険けん者とパーティを組めないのは当然。

　だからこそ、三年も初級クエストをクリアできずに足あし踏ぶみを続けてしまった。

　その三年の間に、グランドマスターという高みへと昇っていたナギ──フィオには彼が最後の希望に見えた。

　必死に勇気を振ふり絞しぼって、パーティを組めないかとお願いして、彼が頷いてくれたときは、本当に本当に嬉しすぎた！

　フィオは、冒険者としては致ち命めい的てきにヤバい体質を持っているのに。

　彼が頷いてくれたあのときに抱いだいたこの気持ちは、ずっと変わらない。

　いつまでも一方的にナギに頼たよるつもりはなく──

　フィオは必死になって魔ま法ほうを学び、突とつ撃げきしてくるモンスターの群れを薙なぎ払はらい、経験を積んで──ようやく、彼の背中が見える位置まで来た。

「あうん、んんうっ、かっこよすぎるんだから……！」

　炎竜退治のときの、小型竜レツサードラゴンをあっさり全滅させた彼の立ち回り！

　三年の間、ずっと彼の戦いを見続けてきた。

　ナギがはるか遠くに見えていた三年前も、背中が見えている今も、フィオには彼がまぶしくて仕方ない。

　最強と呼ばれるほどの強さを身につけながら、中身はどこか普通の少年のようで。

　フィオには彼の存在は不思議で──どうにもならないほど惹ひきつけられた。
















　ナギ君、好き──ああああああ、好き好き！

　心の中では何度も、実際には一度も声に出したことがない言葉。

　それを思い浮かべるだけで、大きな幸せと少しだけずきりとした痛みを感じる。

　いつか本当に口に出せるだろうか。

　それだけが、フィオにとってのとても大きな気がかりだった──







　三年前──

　グランドマスターのナギと、駆かけ出し魔法使いだったフィオが出会って。

　二人は初級クエストから始めて、少しずつ確実に冒険を進めていった。

　グランドマスターといっても、一人で物理攻こう撃げきや回復、補助までこなすのは難しい。

　パーティには戦士がほぼ必ひつ須すで、ナギは戦士としての役割をこなすことが多かった。

　ナギ一人ならば、中級クエストも薙ぎ払うようにして攻こう略りやくできたかもしれないが。

　なにしろ、フィオがモンスターを大量に呼び寄せてしまうために、クエストの難易度が桁けた違ちがいに跳はね上がってしまうのだ。

　いくらナギが強くても、数の暴力には対たい抗こうしきれないこともある。そこに、ダンジョンの悪あく辣らつな罠わななどが加わると、フィオと仲良く逃にげ回るハメになることもあった。

「……仲間が必要だよ、グランドマスター」

「……うん、単なる討伐ならともかく、ダンジョンはキツいな。過労で死にそうだ」

　というわけで。

　中級クエストに挑み始めてすぐに、仲間を集めなければならなくなった。

　三人目の仲間になったのが、〝冒険メイド〟のアルティ・カリスト──通つう称しようルティ。

　ナギと同い年で、故郷の幼なじみでもある。

　冒険メイドという職業に就いているのは世界でも彼女一人だけだと言われている。

　別に故郷でメイドをやっていたわけでもないのに、なぜそんな珍ちん職業に就いたのか、ルティは誰にも明かしていない。

　むろん故郷ではナギを名前で呼んでいたが、パーティに参加してからは〝ご主人様〟と呼んでいる。

　冒険メイドはパーティに仕える身であり、リーダーのナギこそが主あるじとなるからだとか。

　ナギは、なんらかの嫌いやがらせだと思っているが。

　ちなみに、ナギも冒険メイドのスキルを極めている。男性の場合は〝冒険執事〟という名前に変わる。決してメイド服は着ていないことを明言しておく。

　次に加わった四人目が神官のエリーゼ・エベック。

　彼女も年ねん齢れいはナギと同じ。

　回復魔法を得意とする少女だ。

「えぐられた傷口を見るの、好き好き……」

　──という理由で神官になったそうだ。回復魔法で傷が塞ふさがっていくと残念そうな顔をする、心に闇やみを抱かかえた少女でもあった。

　五人目は、レイアという盗とう賊ぞくの少女。

　髪かみも目もやたらとキラキラした、綺麗な女の子だ。

　ナギより一つ年下、フィオと同い年。

　良家のお嬢じよう様さまだったらしく、出自を明かしたくないのか姓せいは仲間にも秘密にしている。

　それは別にかまわないのだが──育ちがいいせいで「物を盗ぬすむなんて卑いやしい」と公言してはばからない、これまたとんでもない盗賊だ。

　腕うではよく、護身術もきっちり教え込まれていて戦せん闘とうでは役に立っている。

　それから、今のところ最後に加入したのが〝サムライ〟のミフユ・シントウだ。

　過去を語りたがらず、年齢すら謎なぞだが、ナギとそう変わらないだろう。

　彼が加わったのはナギとフィオのパーティ結成から三年近くが経った頃ころ。

　エリーゼが、神しん殿でん付きの神官となるためにパーティを抜ぬけた直後でもある。

　その神殿が闇に染まってしまわないか、パーティの誰だれもが心配したが、それはともかく。

　この頃ころには、ナギたちは既に多くのクエストをクリアして、黄金級ランク・ゴールドにまで昇のぼっていた。

　ナギたちに釣つり合う神官が見つからなかったため、火力を強化して、ケガをする前にクエストをクリアする──という荒あら技わざに出たのだ。

　攻こう防ぼうに優れた戦士に対し、サムライは攻撃に特化した職業だ。

　ミフユは、〝切腹〟というおかしなクセがある少年だったが、腕は確かで、単純な剣けんの力量だけならナギを超こえるかもしれない。

　サムライのスキル以外に、彼の家に伝わるという〝シントウ飛ひ剣けん流りゆう〟なる剣けん術じゆつを使い、その威い力りよくは凄すさまじかった。

　こうして、ナギたちのパーティ〝紅い戦団〟はメンバーが揃そろったのだ。

　これらの加入と脱だつ退たいについては、多くの挿話エピソードがある。

　ただ、それはまだ語るべきときではない。

　とにかく、現在の紅い戦団はグランドマスター、魔法使い、冒険メイド、盗賊、サムライという組み合わせだ。

　お世辞にもバランスのいい構成とは言えない。

　パーティに必須な職業の一つは〝戦士〟。その役割は、ナギが担当している。

　そして、もう一つ──神官は絶対に不可欠といっていい職業だ。







　冒険者ギルドの団長から依い頼らいされた、特別クエスト──

　その内容は──

〝廃はい墟きよとなった神殿に立て籠こもる神官を倒たおせ！〟だそうだ。

「……考えてみれば、コレ思いっきり人間の討とう伐ばつだな」

「でもほら、注意事じ項こうのとこ。殺しちゃダメって書いてあるよ」

　フィオは団長から受け取ったクエストの詳しよう細さいが書かれた紙を読んでいる。

「まあ、言われるまでもなく殺す気なんてないけど……」

　ナギはフィオとともに帝てい都との外れ、旧市街と呼ばれる区域に来ていた。

　古い街並みが残っている区域で、国外から流れ込んできた難民が多く居住している。

　治安はよくないが、もちろんナギたちには怖こわがる理由はない。

　そんなことより──

　やばい、フィオと二人きりだ……！　二人きりのクエストなんて、めったにない！

　隣となりを歩くフィオをちらりと見ると──心臓が高鳴った。

「……？」

　フィオは、ナギの視線に気づくと小さく首を傾かしげた。

　ずぎゅーん！　こういうなんでもない仕草も、心臓を射い抜ぬく威力になる。

　ナギは慌あわてて首を振り──フィオに見えないように、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　フィオと二人きりでクエスト！　今度こそ、今度こそ告白の好機！

　神官だろうと大だい僧そう正じようだろうと、さくっと倒して、「これでみんなの傷を癒いやせる。でも、フィオ──俺の心の癒しはいつでも君だけだ」となめらかに告白！

　そうだ、神官がいるんだから結けつ婚こん式も挙げればいいじゃないか！（暴走する妄もう想そう）

「あ、ナギ君。ここでいいの？」

「えっ、ああ、うん」

　ナギが妄想に耽ふけっている間に目的地に着いていた。

　気のせいかもしれないが、相当に頭の悪いことを考えていた気もする。

　いけない、まずはクエストを達成することを考えなければ。

「ここらで神殿は一つだけらしいから。しっかし、荒あれてるなあ」

　ナギたちの前には、昔は荘そう厳ごんだったであろう石造りの建物がある。

　今は門も壁かべもあちこちが黒ずみ、草がぼうぼうに生えている。

　古くからある神殿らしいが、難民が流入して治安が悪化したのにともなって神官たちが退去し、無人化したそうだ。

　老ろう朽きゆう化した神殿を放っておくのは外聞が悪いので、ごく最近になってようやく取り壊こわしの話が出て──そこで問題が発生した。

「若い女の神官が住み着いてて、取り壊しに反対してる……だったよな？」

「こんなとこに立て籠もる意味がわからない……どうせ壊すんだから、建物ごと吹ふっ飛ばしとく？」

「豪ごう快かいすぎる！」

　団長からの話では、取り壊しに来た職人たちが追い払われ、そのあとで説得に来た神官たちも力ずくで追い返されたらしい。

「えらく暴力的な神官らしいが、問答無用で吹っ飛ばすのはさすがになあ」

「それもそうだね。屈くつ服ぷくさせて、うちのパーティに引きずり込まなきゃいけないんだし」

「屈服って……」

　そう、ナギたちの目的は二つ。

　団長から依頼されたクエストの達成。

　それに加え、クエストの討伐対象である神官を仲間とすることだ。

　パーティには神官が必要だ。特に、高難度のクエストでは不可欠と言ってもいい。

　特に紅い戦団は、頻ひん繁ぱんに全ぜん滅めつの危機にさらされているパーティだ。

　高度な回復魔ま法ほうを使いこなす神官がいなければ、本当に全滅するかもしれない。

　ナギも神官の魔法は使えるとはいえ、前衛をこなしつつ行うのは難しい。

　回復や防ぼう御ぎよに専念できる人員は絶対に必要だ。

　以前から団長に心当たりがあれば紹しよう介かいしてくれと頼たのんであったのだ。

　団長によると、その神官は紅い戦団の戦力として充じゆう分ぶんな腕うで前まえらしい。

「まあ、とりあえず入ってみよう」

　ナギたちは入り口から神殿内に入り、通路を進んでいく。

　多くの神殿と同じような構造なら、通路の先に祈いのりに使われる広間があるはずだ。

「あれ……？　ナギ君、あっちからなんか湯気が……」

「湯気？　あれ、本当だ」

　通路の先の扉とびらは閉じられているが、わずかな隙すき間まから光と──湯気が溢あふれてきている。

　ナギとフィオは頷うなずき合って、武器を構える。

　怪あやしげな薬でもつくっているのだろうか。それでは神官というより、魔ま女じよだが。

「……行くぞ」

　ナギは小声で言って──いきなり扉を蹴け破やぶった。その勢いで、室内に突とつ入にゆうする。

「…………は？」

　思わず、ナギは間ま抜ぬけな声を漏もらしてしまう。

　神殿の広間というのは、だいたいどこも同じだ。

　奥に祭さい壇だんがあり、壁かべ際ぎわには神々の石像が並んでいる。

　だが、ここは──

「ちょっとーお、いきなりなんなんだよお！」

「…………」

「……………………」

　ナギもフィオも、黙だまり込んでしまう。

　扉の先は祈りの間ではなく──風呂場だった。

　本来、信者たちが祈りを捧ささげるはずの広間の床ゆかがごっそりとえぐられ、数十人が同時に入れそうな広い湯船になっている。

　湯にぷかぷかと浮ういているのは、〝火石ウオーマー〟と呼ばれるアイテムだ。

　炎ほのおの魔法が込められており、水の中に放り込むとちょうどいい加減にあたためられる。

　野外での寝ね泊とまりが多い冒ぼう険けん者が泉などを風ふ呂ろに変えるために使うアイテムだ。

　その大きな風呂の中心あたりに──一人の少女が立っている。

「あーもう、びっくりした！　レディの入浴中だぞ！　入るならノックしてから！」

「……レディの入浴中ならノックしても入っちゃダメだろ」

　つい、ナギは真ま面じ目めに受け答えしてしまう。

　少女は、十代前半くらいだろうか。

　まるで刃やいばのような銀色の髪を長く伸のばし、それを二つに結んでいる。

　目がぱっちりしていて、やたらと可愛かわいらしい。

　小こ柄がらなフィオよりさらに小さく、その身体からだをタオルで隠かくしている。

　胸のあたりはすとーんとしていて、顔だけでなく身体つきも幼い。

「って、ナギ君。なにを見てるの」

「ぐおっ!?」

　いきなり、フィオが目つぶしをくらわせてくる。

　どんなに鍛きたえていても、眼球の防御力は上げられない。

「あなたも、なんでこんなところで裸はだかに……というか、なぜ神殿が気持ちのよさそうなお風呂になってるの？」

「君こそなにを言ってるのさ！　お風呂は大事だぞ？　特に女の子にはね！」

「それはそうだけど……」

「って、フィオ。納得してどうする、納得して」

　ナギは目を押さえながら、ツッコミを入れる。

「一人で入るにはでかすぎる。もっと小さい風呂にすれば、床を掘ほる労力も火石も節約できたはずだ！」

「ナギ君ナギ君、そういうことでもないから」

　今度はフィオに突つっ込まれる。

　ナギは商売人の息子として、無む駄だは許せないタチだった。

「で、そこのあなた。わたしたちは見てのとおりの冒険者。神殿を不法占せん拠きよする神官っていうのはあなたのこと？」

「もちろん、あたしは見てのとおりの神官だ。神官が神殿にいて、なにが悪いのさ。そう、祈りの間を風呂場に改装するのも神官ならでは！」

「自由すぎるだろ！　本当に神官なのか!?」

「あたしの神々しさを見てもわからないと!?　これだから信心の薄うすい者は！」

「いや、俺は信者じゃないけどさ……」

　ナギは神官に転職してから、一時的に信者になってはいたが、信心深いほうではない。

　ちなみにグランドマスターは、信者でなくても神官の魔法は使用可能だ。

「どうやら、あなたで間ま違ちがいなさそうね。わたしたちは、あなたを討伐しにきたの。おとなしく降参するならよし、しないなら味方をも全滅させるわたしの魔法が火を噴ふくよ」

「……ツッコミどころだらけの自己紹介だね」

　銀ぎん髪ぱつ少女は呆あきれた顔をしている。呆れたいのはナギたちのほうなのだが。

「まあいい、ここはあたしの聖域！　誰だれにも譲ゆずる気はなぁーいっ！」

「降参するつもりはなさそうだね。ナギ君を誘ゆう惑わくした罪、このわたしが償つぐなわせる！」

「趣しゆ旨しが変わってないか!?」

　フィオはナギのツッコミなど知らん顔で、魔ま力りよくを集中させ始めている。

　別に誘惑されていないし、誘惑されていたとしてなぜフィオがやる気になるのか……。

「というか……」

　ナギは、ぶるぶると肩かたを震ふるわせる。

「いったいなんなんだっ！　神しん殿でんを占拠してる謎なぞの神官だっていうから、闇やみに堕おちた悪のプリーストかなにかだと思ったのに！　なんでこんなちびっ子なんだ！」

「あたしにいったいなにを期待してたんだーっ!?」

　ナギはそれには答えず、神官を睨にらみつける。

　こんなちびっ子を倒しても、なにも盛り上がらない。せっかく告白する機会だと思ったのに、妙みような事態になってしまった。

　告白できないなら、こんなクエストは──

　ふーっ、とナギはため息をついてフィオのほうを向いた。

「……なあ、フィオ。もう帰らないか？　アレ、仲間にすると俺の苦く悩のうがますます増えるような気がする」

「ナギ君が苦悩を抱かかえてるとは知らなかったよ。だいじょうぶ？」

「うん、まあ……まだなんとか」

　ナギの苦悩の大部分はフィオが原因だ。本人に相談できるわけがない。

「神官は必要……まあ、わたしもアレじゃなくてもいいとは思うけど」

「うーん、でも他にアテもないか……」

　ナギは、なんとかやる気を取り戻す。

　告白も重要だが、リーダーとして神官をパーティに入れなければならない。

「戦うなら俺がやるよ。フィオの魔法じゃ手加減できないだろ」

　ナギは剣けんを構え直す。

　さすがに、こんな小さい女の子にフィオの強力な魔法をぶつけるのも気が引ける。

「おー、やるか！　やるのか！　このエイリス様と！」

「ずいぶん好戦的な神官もあったもんだなあ……」

「信しん仰こうは戦いだ！　神に抗あらがう愚おろか者は、このエイリス様がどつき回す！」

　エイリスと名乗った少女は、手に持っていたタオルを二つに千切り、胸と腰こしから下を覆おおうように巻きつけた。

　さらに、ぱっと手を挙げると湯船のすぐ外に転がっていた金属製の杖つえがエイリスの手元へと飛んでくる。

　神官には物体を操るスキルはないので、杖が飛んできたのは杖自体が持つ能力だろう。ただの打だ撃げき用の杖ではなさそうだ。

「気は進まないが……ま、ケガしたら自分で治せよ！」

　ナギは湯船に飛び込むと斬ざん撃げきを放った。湯のせいで動きにくいが、その程度のことはナギにはなんでもない。

「あははーっ！」

「…………っ!?」

　剣の腹で軽く叩たたくつもりの攻こう撃げきだったが、高笑いとともにかわされてしまった。

　ナギは続けて二の太た刀ち、三の太刀を放つ──が、いずれもまるで当たらない。

　エイリスも湯の中での動きに不自由は感じていないようだ。

「……まあ、神官は身体鍛えてる奴やつも多いしな」

　ナギは一いつ旦たん距きよ離りを取り、背負っていた鞘さやを外して剣を納めた。

「そのとーり！　我々神官は自分に厳しいからね！」

「君は、そうは見えないが……」

　戦せん闘とう意い欲よくを削そぐ言動も敵のスキルだろうか。

「このお風呂は厳しい修行で疲つかれた身体を癒いやすものだもん」

「だもん、と言われても……」

「ふははははっ、修行の成果を見せてやろう！　魔法だって──このとおり！」

　神官は素早く詠えい唱しようを始める。それも〝高速詠唱フラツシユ・ワード〟という高レベルの神官や魔法使いでなければ使えないスキルだ。

　特に神官の回復魔法は一刻を争う状じよう況きようで使うことも多いため、必ひつ須すとも言える。

「くらうがいいーっ、〝浄化アセンシヨン〟！」

「は？」

　エイリスの杖先から、真っ白な美しい光が迸ほとばしる。

　浄化アセンシヨンは神官が使える数少ない攻こう撃げき魔法。

　ただし──亡ぼう霊れいや骸がい骨こつなど、アンデッド系のモンスターを聖なる光で昇しよう天てんさせる魔法だ。

　もちろん、人間に効くはずが──

「って、ぎゃああああーっ！」

　光が直ちよく撃げきし、ナギは悲鳴を上げてしまう。

「ナ、ナギ君!?　いったいいつからアンデッドに!?　いつデッドしたの!?」

「デッド、してない……」

　光が収まり、ナギはかろうじて声を出す。

「はははーっ、あたしの浄化なら、人間の邪じや悪あくな心に反応してダメージを与あたえるのさ！」

「き、聞いたことないぞ、そんなの……」

　ナギも浄化は使えるが、人間に効くとは思えない。そんな発想すらなかった。

　おそらく、エイリスは魔力が桁けた外はずれに高いのだろう。

「天に召めされるかと思った……」

「召されちゃダメ！　魂たましい！　魂、出かけてるの!?　どこどこ!?」

「わっ、おいフィオ!?」

　フィオが抱だきついてきて、ナギの頭のあたりの空間を探っている。

　飛び出そうとしている魂を押し戻もどそうとしているらしい。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって！　浄化されてないから！　それより……胸、顔に当たって……」

「あっ……!?」

　フィオは、さっとナギから離はなれて胸を押さえる。

「ご、ごめん。変なもの当てちゃって……」

「い、いや……その……お、大きくなったよな……」

「…………っ!?」

「あっ、そうじゃなくて！　身長！　身長伸のびたよな！」

「う、うん……」

　脈みやく絡らく的に身長の話じゃないのは明らかだが、フィオは無理に納得したようだ。

　くそっ、浄化をくらうなんて！

　でもフィオの胸の感かん触しよく、素晴らしかったです、ありがとう！

　昔は真っ平らだったのに、本当に大きく柔やわらかくなった！

　と、ナギはニヤけそうになる顔を引き締しめて剣を握にぎり直す。

　すぐにフォローしたので、魔ま法ほうの暴走は起きなかったようだ。

　この神官と魔法の暴走を同時に相手取るのは、ヤバい。

「悪いけど、アザの一つや二つは我が慢まんしろよ！」

　ナギは剣を鞘に納め、斬きりかかる。剣の腹で攻撃すると空気抵てい抗こうが大きくて振ふりにくい。鞘で殴なぐられても相当効くが、急所を外せば気絶くらいで済む。

「うほー、いい太刀筋！　さてはおぬし、名のある剣けん士しと見た！」

「なっ……!?」

　ナギはまた驚おどろかされてしまう。鞘ごとの剣も、エイリスは軽々とかわしている。

　いくら鍛きたえていても、普ふ通つうは神官にかわせるような斬撃ではない。

「あ、あれ……？」

「今度はこっちの技をご披ひ露ろうしようか！」

　エイリスは嬉うれしそうに笑うと、無造作に杖を振るった。

　ドッ、と鈍にぶい音を立ててナギの脇わき腹ばらに杖の先せん端たんが食い込み、後方に吹ふっ飛ばされて、尻しり餅もちをついてしまう。

「……ぐうっ！　お、おかしい。杖を振るう瞬しゆん間かんが見えなかった……」

　ナギは驚きを隠かくせなかった。

　戦士系のスキルを極め尽くしている自分が、こうもあっさり一いち撃げきをくらうとは。

「ナギ君。やっぱり、わたしが魔法でぶっ飛ばそうか!?」

「い、いや……俺がやる！　今度はちょっと本気出す！」

　だが何度剣を振るっても、エイリスはゆらゆらと動いて、斬撃をかわしていく。

「…………」

　ナギはその動きを観察して──たちまち、太刀筋が乱れ始めた。

　そう、おっぱいだ。

　エイリスの胸に巻きつけた布が、引っかかるところがないためか、彼女の動きに合わせてズレていっている。

　ふくらみかけとはいえ、おっぱいはおっぱい。

　少年の心を惑まどわすには充じゆう分ぶん。

　もっとズレろ、と余計なことを考え始めている。

「く、くそ……なんてスキルを……」

「わたし、ナギ君をぶっ飛ばしちゃおうかな」

　後ろで、フィオのつぶやきが聞こえてきた。

　ナギが戦せん闘とう中にバカなことを考えているのを見み抜ぬいているようだ。

「ふふん、それじゃあたしも本気出そう」

　エイリスは動きを止めると、杖の先端あたりを握り──すらりと引き抜いた。

　杖はいわゆる〝仕し込こみ杖づえ〟だった。杖に見せかけた剣──

　ガキン、と音を立てて火花が散り、ナギが振り下ろした剣が弾はじかれてしまう。

「なっ……!?」

　今のは、戦士が使う防ぼう御ぎよ用スキルの〝受け流しパリイ〟だ。

　もちろんスキルとして持っていなくても、可能な技術ではあるが──それ以前の大きな問題がある。

「神官を舐なめるなよ！　神に逆らうワルモノは、綺き麗れいさっぱり真っ二つ！」

「……ちょっと待って。なんで神官が剣を握れるの？」

　フィオの言うとおりだった。

　神官は回復魔法を使える一方で、他者を傷つけられる刃は物もののたぐいを一切持てない。

　そういう制約がかかっているのだ。料理用の包丁すら持てない。

　まさか、〝剣聖の秘奥マスターソード〟──？

　ナギは、自分が持つ女神契約者ヴイーナス・サーバーのスキルを思い出す。

　彼は神官に転職したあとも、剣を振るうことができた。

　女神から与えられた力のおかげだが──目の前の神官も同じなのだろうか。

「あたしくらい徳の高い神官になれば、剣だろうと斧おのだろうと自由に持てるのさーっ！」

「斧振り回す聖職者なんて嫌いやだな……」

　ちょっとしたホラーだ。できれば、お相手するのは遠えん慮りよしたい。

　今の言葉を信用するなら、この神官は女神契約者ではないようだが──

「……うん？」

　ふと、ナギは気づいた。

　エイリスは偉えらそうに剣けんを上段に構えている。

　その姿に──なぜか既視感があった。

「……エイリスさん。あんた、どこかで会ったことないか？」

「ナギ君、その人まだ敵だから。というか、味方でもナンパしないように」

「ナンパ!?　それくらい俺と縁えんがない言葉も珍めずらしいぞ！」

「レイアちゃんとミフユ君を連れてきたの、ナギ君だったよね。その辺で会って、言葉巧たくみにアジトに連れ込んでたじゃない」

「せめてミフユは外してくれ！　誤解が広まる！」

　ミフユがとんでもない美少年なだけに、真実味があってヤバい。

「ええい、そんなことはどうでもいい！　今度はガチで本気を──！」

　ナギは駆かけ出し、剣を振り下ろす。

　エイリスに受け止められ、ガキンと甲かん高だかい音が鳴り、激しい火花が散る。

「うおおおおおっ！」

　悪いがスキルを使わせてもらう──

　戦士の武器破は壊かいスキル〝爪牙砕きハード・ブレイク〟！

　刃はがわずかでも欠けているところを見つけ、そこを起点に剣を押し込んで敵の武器を破壊するスキル。

　単純だが、極めれば伝説の武器すらも打ち砕くだく──！

「って、なんだ!?」

「むふふふふ」

　エイリスは気持ち悪く笑っている。

　鍔つば迫ぜり合いの体勢になり、ギギギギと互たがいの刃が鳴るだけだ。

　エイリスも爪牙砕きハード・ブレイクを使っている……？　戦士のスキルを神官が？　そんなバカな！

　だがナギには、同じスキルが相殺し合っているとしか思えない。

「お、おまえいったい……!?」

「……ふむ、会ったことがあるか……か」

　エイリスはナギの剣を受け止めたまま、なにやら唸うなっている。

「ま、こんなとこか。剣はきちんと鍛たん錬れんしてるみたいだし、ちょっとは気づいたみたいだしね。合格じゃないけど、不合格でもないってことにしとくか。ここでず────っと待ってるの飽あきたし！」

「……なにを言ってるんだ？」

　ナギは鍔迫り合いを続けつつ、首を傾かしげる。

　剣の鍛錬？　なんで師し匠しようみたいなことを言っているのか？

　気づいたとか、合格とか、さっぱり意味がわからない。

「あたしは待っていたのだよ。エイリス様を仲間にする資格を持つパーティを！」

「何様なの、あなた。やっぱりぶっ飛ばし」

　フィオが、すちゃっと杖つえを構える。

「待て待て、フィオ！　いいから、話は俺に任せてくれ！　えーと、それで、君はなにが言いたいんだ？」

　スキルのことは気になるが、それは後回しだ。

　エイリスはにやりと笑うと、後ろに下がった。

「ざっくり言うと、この神しん殿でんを明け渡わたして、君たちの仲間になってやろうってこと！」

「……本当にざっくりだな。というか唐とう突とつすぎる……」

　ナギはまだ警けい戒かいを解かない。

「もー、疑うたぐり深い子たちだな！　ほら、見てのとおり！」

　エイリスは仕込み杖をぱっと投げ捨て、両手を大きく広げた。降参のポーズらしい。

　そして──

「あ」

　両手を広げた拍ひよう子しに、胸と腰こしに巻きつけていたタオルが外れ、落下する。

　淡あわくふくらんだ胸と、なにも身につけていない真っ白な肌はだがあらわに──

「すべて滅ほろびてしまえ！　そして、なにもかもなかったことに！」

「わーっ、待てフィオ────っ！」

　なぜかフィオが突とつ然ぜん壊こわれ、魔法の杖を高く掲かかげた。

　放たれた炎ほのおの魔法が祈いのりの間を蹂じゆう躙りんしていく──







「本日からみんなと一いつ緒しよに冒ぼう険けんすることになりました！　エイリス・ウォードです！」

　そして、翌日──

　紅い戦団のアジトの屋や敷しき、その居間。

　白い法ほう衣いをまとった神官が、久しぶりに勢せい揃ぞろいしたパーティメンバーの前で声も高らかに叫さけんだ。

「歳としは十四、職業は神官！　神官スキルは、まるっと極めてあります！　世にも惨むごたらしいケガだろうと、なんでも治すぜ！」

　杖を手に、ビシッと変なポーズを決める神官。

　一いつ瞬しゆん、居間にしーんと沈ちん黙もくが落ちて。

「……新しい神官は大だい歓かん迎げいなんだが……ナギ殿どのとフィオ殿は、なぜボロボロなんだ？」

　修行から帰ってきたミフユが首を傾げている。

　目の前で自己紹しよう介かいした生き物から、全力で目を逸そらそうとしているようだ。

「気にするな。昨日からバタバタしてて、着き替がえる暇ひまもなかったというか……」

　ナギは乾かわいた笑みを浮うかべるしかなかった。

　祈りの間でフィオの火か炎えん魔ま法ほうが炸さく裂れつし、それからずっとフィオとエイリスがしょうもない口くち喧げん嘩かを続けていて、その仲裁でいっぱいいっぱいだったのだ。

「へー、またご主人様の変人コレクションが増えたんですね」

「言っとくが、そのコレクションっておまえも含ふくまれてるぞ」

　治ち療りよう院から戻もどってきたルティを、ナギはじろりと睨にらむ。

「神官はよろしいのですが、またずいぶんと小さい──いえ、お若い方ですわね」

　同じく治療院帰りのレイアが、まじまじとエイリスを眺ながめている。

「ま、まさか……！　ギルドで流れてるナギさんの噂うわさは本当だったんですの!?」

「どの噂なのか瞬しゆん時じにわかったのが嫌だが、違ちがうからな!?」

　ゴミを見る目を向けてくるレイアに、ナギは必死に反論する。

　団長と仲良くしているだけで、〝小さい子好き〟の烙らく印いんを押おされているのは本当に困る。

　とりあえず、メンバー三人は神官が加わることには文句はないようだ。

「……というか、本当にいいのかな。腕うでが確かでも、パーティ全ぜん滅めつの可能性がさらに上がった気がしてならないんだが」

「…………ぷいっ」

　ナギがフィオに顔を寄せて耳打ちすると、彼女はさっと横を向いた。

　どうも、フィオはナギがエイリスの全ぜん裸らを目もく撃げきしたことがお気に召めさないらしい。

　初対面の女性の裸はだかを見てしまうなど、同性としては許せないかもしれないが──

　ナギはフィオの冷たい態度が、地味にこたえている。

「と、とにかくよろしくな、エイリス。うちのパーティが受けるクエストはちょっとキツいかもしれないけど」

　それはそれとして、リーダーの仕事はしなければならない。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。あたしが加わったからには、〝グランドクエスト〟もいけるよ！　というか、グランドクエスト受けるんでしょ？　わー、楽しみだ！」

「……………………は？」

　グランドクエスト──

　その言葉の持つ意味を知らない冒険者など一人もいない。

　ナギだけでなく、ルティもミフユもレイアも──一いつ斉せいに沈黙してしまう。

「グランドクエスト…………っ！」

　特にフィオは、大きな目をさらに見開いて驚おどろきまくっている。

　新しいメンバーはとんでもない爆ばく弾だんを運んできたようだった──



















　　　３　無自覚ハーレムの統率者




　グランドクエスト。

　その名のごとく、最さい高こう峰ほうのクエストのことだ。

　または、〝超ちよう高難度クエスト〟と呼ばれることもある。

　この世でもっとも達成が困難なクエストと言われ──冒険者という存在が生まれて数百年、クリアした者は一人もいない。

　そもそも、実在すら疑われている。

　冒険者の間では、グランドクエストを受けた者の噂話すら存在しないからだ。

　高難度クエストも、クリアどころか挑ちよう戦せんできる冒険者すら極めて稀まれだ。

　その上があるなどという話は、誰だれにとっても信じがたい。

　受注方法も、クリア報ほう酬しゆうも謎なぞのベールに包まれている。

　クリアした者は、どんな願いも叶えられるという噂もあるが──

　どんな願いでも、というあたりがグランドクエストの信しん憑ぴよう性せいをさらに損なっている。

　有り体に言って、胡う散さん臭くさい。

　今のところ、どの冒険者にとってもグランドクエストは伝説上の存在でしかない。







「……グランドクエストなんて、本当にあるのかな……」

　フィオがぽつりと言い、ナギはそちらを向いた。

「うーん、どうだろうな。この前の炎竜レツドドラゴン討とう伐ばつが高難度クエストだったけど……あれは高難度クエストの中じゃ、簡単なほうだったらしいし。もっと上のランクのクエストがあるなんて、あんまり信じられないな」

　ナギは、思うところを素直に答えた。

　これまでの経験上、難易度が変わるとクエストの難しさは飛ひ躍やく的に跳はね上がる。

　クエストは初級、中級、上級、さらに特級クエスト、高難度クエストと続いていく。

　大半の冒険者が中級で何年も足あし踏ぶみし、上級への挑戦資格を得たあたりで引退の時期を迎むかえる──というパターンが多い。

　上級への昇しよう級きゆう条件を満たせないパーティも、まったく珍めずらしくないのだ。

　それを考えれば、高難度クエストですら実在を疑われてもいいくらいだろう。

「ただまあ、俺たちは実際に高難度クエストをクリアしてるわけだからな。俺だって、昔なら『高難度クエスト？　なにそれ絶対無理』って思ってただろうし。でも、今だったら、もっと難しくても可能かも……とか思えちゃうしなー」

「うん、そこはわたしも同意。炎竜は強かったし、変な倒し方しちゃったけど、正せい攻こう法ほうでも倒せない相手じゃなかったよ」

　フィオは、こくこくと頷うなずいている。

　どうも彼女はグランドクエストの存在に興きよう味み津しん々しんらしい。

　普ふ段だんからクエストを淡たん々たんとこなしているが、どこか昇級を急いでいる様子もあった。

　そもそも、三年も初級に挑戦し続けていたというのが異常だ。普ふ通つうならあきらめている。

　まだまだフィオには謎が多い。

「それに、団長からの話らしいしなあ。あの人、ふざけてるけど、冗じよう談だんでグランドクエストとか言わない気がする」

　そう、紅い戦団レツド・バトリオンがグランドクエストの受注資格を得た──

　というのは、エイリスが団長から聞いた話らしい。

　なぜ、まだメンバーではなかったエイリスに話したのかは謎だ。

　エイリスと会った後、まだ団長とは話せていない。

　ギルドの職員によると、「アレはアレで多た忙ぼうなんです。アレな人ですけど」とのことだ。

　ナギのカンだが、おそらくあの職員は団長を尊敬していない。

「って、ナギ殿、フィオ殿！　いつまで話してるんだ！」

「まったくですわ！　特にフィオさん！　今さらあなたのせいとは言いませんが、モンスターが群むらがってきているんですわよ！」

　ミフユとレイアが、ほぼ同時に怒ど鳴なってきた。

　さっきからミフユは刀を、レイアは短たん剣けんを振ふり回して激戦を繰くり広げている。

　ここは、とあるダンジョン。

　ナギたち紅い戦団は、ダンジョンを攻こう略りやく中。

　ちなみに、このダンジョン攻略のクエストの難易度は〝高難度〟だ。

　ここに巣くうモンスターたちが、まるでフィオが親の仇かたきででもあるかのように、怒ど濤とうの勢いで襲おそってきている。

「ですねえ……ダンジョン中のモンスターが全部集まってくる勢いですよ。他に潜もぐってるパーティがいたら、敵がいなさすぎて攻略済みのダンジョンかと勘かん違ちがいします」

　いつもどおり、余よ裕ゆうで戦せん闘とうの巻まき添ぞえになる距きよ離りにルティもいる。

　えらくのんびりした態度だ。巨きよ大だいなリュックを床ゆかに下ろし、その上に座っている。

「いや、おまえら退院してきたばかりだし、身体からだを動かしたいかなと思って」

「レイアちゃん、攻こう撃げきスキルがまだ弱いしね。戦わないと、スキルの威い力りよく上がらないよ」

「ああ、盗ぬすみ系スキルを使わないなら、せめて前衛も担当してもらわないと」

「ミフユ君は、集団相手は苦手っぽいしね。集団攻撃スキルの熟練度を上げないと」

「二人とも、サボってる上に、なにを偉えらそうに言ってるんだ!?」

「ここのザコモンスター、上級クエストのボスレベルなんですのよ!?」

　文句を言いつつも、ミフユとレイアは押し寄せてくるモンスターたちを倒している。

　サムライはもちろん、盗とう賊ぞくも鍛きたえ上げれば充じゆう分ぶんに前線で戦える職業なのだ。

　確かにここのモンスターは強いが、彼女たちが後れを取ることはない。

　それを確信しているからこそ、ナギとフィオはのんびり話していられるのだ。

　そして、理由がもう一つ──

「さあ、どんどん来い！　そうだそうだ、元気のいいイタズラっ子は大好きだぞー！」

　エイリスのちびっこい身体がちょこちょこ動き回り、仕し込こみ杖づえの刃やいばを閃ひらめかせ、襲ってくるモンスターを手際よく斬きっている。

　後ろに回り込まれたり、囲まれたりしないように注意を払はらっているようだ。

　エイリスはただ強いだけでなく、クエストでの立ち回り方をわかっている──

「……あの人、モンスターをイタズラっ子扱あつかいしてるよ？」

「むしろ、あいつがモンスターなんじゃね？」

　ナギとフィオは、エイリスの立ち回りを目で追い続けている。

　別に二人は、ミフユやレイアのスキル習熟のためだけに傍ぼう観かんに徹てつしているわけではない。

　このダンジョンに潜ったのは、エイリスの実力を確認するためだ。

　グランドクエストについての話は、まずは後回しだ。

　紅い戦団のレベルに合う神官がいなければ、グランドクエストに挑いどむ挑まない以前の話だろう。

　既すでにエイリスの戦闘能力は確認しているが、多数のモンスター相手の戦いや、ダンジョンでの立ち回りも確認しておく必要がある。

「……ナギ君。うち、前衛は足りてるんだよね。あのバーサーカー、どうしても必要？」

「ど、どうしようか……」

　バーサーカーとはひどい言いぐさだが、否定できない。

「ぐあっ！　ふ、不覚……！」

「っ！　ミフユーっ！」

　悲鳴が聞こえ、反射的にナギは飛び出していた。

　ミフユの前にいた、獣じゆう人じん型モンスターを一刀で斬り倒す。

　傍観していても、仲間の危機を見み逃のがすようでは、リーダーは務まらない。

「大だい丈じよう夫ぶか、ミフユ！」

「だ、大だい事じない！」

「いやいや、どう見ても大おお事ごとだろ！」

　獣人型モンスターの爪つめの一いち撃げきが、ミフユの腹をえぐっている。

　内臓が出るほどのケガではないが……。

「くそっ、傷がよく見えない！　ミフユ、服を破るぞ！」

「えっ？　ちょっ、ちょっと待って……待て！」

　ミフユが慌あわてているが、気にしていられない。

　ナギはミフユが斬られたあたりの服をさらに破り、傷を確認する。

　女の子のような真っ白な肌はだに、赤い傷口が見えた。

「おっ、おい……大丈夫だったら……！」

「大丈夫じゃないだろ！　エイリス、回復魔ま法ほうだ！」

「わははー、今宵こよいの愛あい剣けんはよく斬れる！」

「ダメだあいつ、前衛を気にもしてない！」

「そもそもあの子が前衛になっちゃってるけどね……」

　フィオが、とてとてと近づいてきて言った。

　ミフユの危機に驚おどろいたのか、緊きん張ちようした顔つきだった。

「やっぱダメなんじゃね、アレ。どこかに押しつけ──って、その前に治さないと！」

「いやいや、大丈夫！」

　エイリスは、大型のオークタイプの敵をあざやかに斬り倒すと。

「そのケガならもう治してある！」

「え？」

　ナギはミフユのほうを見て、きょとんとする。

「あ、あれ？　これは……」

　ミフユも戸と惑まどいつつ、傷があったはずの腹を押さえた。

　服は切れたままだが、傷どころか流れ出たはずの血まで綺き麗れいさっぱり消えている。

「いったい、いつの間に……」

　ナギは、ぺたぺたとミフユの傷があったあたりを撫なでる。

　驚くくらいすべすべの肌の感かん触しよくが伝わってくるばかりだ。

「お、おいナギ殿どの。いつまで触さわって……」

「ん？　ああ、悪い悪い」

　ナギは、ぱっと手を離はなした。

　ミフユはなぜか顔を赤くして、服が破れたあたりを手で隠かくしている。

　妙みようなところで、このサムライ少年は照れ屋なのだ。

「それにしても……」

　ナギも、いろんな回復魔法を見てきたが、驚かずにはいられなかった。

　回復魔法は、中級までは直接傷口に触ふれないと治せない。

　最高クラスの回復魔法なら、離れたところからも治ち療りようできるし、流れ出た血を戻もどすことすら可能だ。だが……。

「いったい、いつ魔法を使ったんだ？」

「ろくに詠えい唱しようも精神集中もしてない。高速詠唱フラツシユ・ワード以上の高等スキルかも」

　ナギは、フィオと顔を見合わせてしまう。

　ついでに、ナギはフィオの可愛かわいい顔に見とれてしまうが、それは置いておく。

「この神官、性格とやり方はアレだけど、腕うでだけは確かなのか……？」

「ひょっとして、エリーゼちゃん以上なの……？」

　エリーゼも凄すご腕うでの神官だったが、誰だれにも気づかれずに負傷を治ち癒ゆするようなスキルは持っていなかった。

「さーあ、ガンガン行くぜ！　なんぼでも斬れる！　いくらでも治せる！　みんな、どんどんケガしていいよ！」

「ケガはしちゃダメだろ！」

　あの神官は、いったいなにを口走っているのか。

　とりあえず、実戦でもあの神官が役に立つことは間ま違ちがいなさそうだ。

　神官としての役割も果たしているのだから、文句は言えない。

「でも、ナギ君。ちょっとへんてこな話ではあるよね」

「うん？　どういうことだ？」

「だって、強い冒ぼう険けん者は噂うわさになるものでしょ。変わった冒険者も。剣を使える高レベルの神官で、あの性格。でも、わたしたちはエイリスって名前を聞いたこともなかった」

「……あー、そういえば」

　さすがはフィオ、ナギがつい見落としていたことに気づいている。

　魔ま法ほう使つかいというのは頭脳労働担当でもあるのだ。

「確かに変な話だな……何者なんだ、あいつ？」

　少し前に加入したミフユのことは、ナギたちは元から知っていた。

　サムライという珍めずらしい職業に加えて、事あるごとに腹を切ろうとする奇き行こうの少年。

　美形であることもあって、冒険者の間で噂になるには充分だった。

　なのに、エイリスについては聞いたこともなかった。

「……なんだろうね。突とつ然ぜん、湧わいて出たのかな？」

「ボウフラじゃないんだぞ。あれでも一応人間……人間だよな？」

　まさか、モンスターが化けているのでは。

　そんな可能性が捨てきれないところが恐おそろしい。

「モンスターだったら片付けちゃえばいいんだけど。油断させて寝ね込こみを襲おう」

　紅い戦団の魔法使いも負けずに恐ろしい。

　フィオは、モンスター群がり体質のせいで酷ひどい目に遭あっているからか、モンスターにはまったく容よう赦しやがない。

「はははーっ！　こんなにモンスターが寄ってくるとかご褒ほう美びすぎる！　奴やつら、自分から斬られに来てるみたいだぜ！　フィオ、君の特異体質は最高だ！」

　まだモンスターを斬りまくっているエイリスが、振り返ってぐっと親指を立ててくる。

　もしモンスターでも、あまり相手にしたくないな……。

　などと思いつつ、ナギはそれ以上考えるのをやめた。







　ぽわぽわぽわーん。

　そんな擬ぎ音おんが、フィオの頭の中を巡めぐっていた。

　ナギ君、かっこよかったー。

　ミフユ君が負傷した途と端たんに飛び出して、モンスターを一撃で斬り伏ふせたあの動き！

　それに、ミフユの身を案じたあの真しん剣けんな顔！

　やばい、ナギ君かっこよすぎ。

　世界で唯ゆい一いつにして最強のグランドマスター。

　出会ったばかりの頃ころから、彼は頼たよりになる人だった。

　彼の背中を見ていれば、怖こわいものなんてなにもないって思えるくらい。

　かっこいいから好きになる。

　それって当たり前のことだよね。そんなこと言ったら、知能が低いっぽいけど。

　フィオは赤面しそうになるのを必死に抑おさえている。

　こっそり微び弱じやくな氷魔法を顔の周りに巡らせて、熱を冷ましているのだ。

　高位の魔法使いだから可能な、魔ま力りよくの絶ぜつ妙みようなコントロールによる技だ。

　こんな芸当でも使えなければ、自分の気持ちはとっくにナギにバレていたかもしれない。

　ああ、でもナギ君に助けてもらうのがミフユ君じゃなくて、わたしなら……！

　残念なことに、前衛に立たないフィオはあまりダメージを受けることはない。

　うーん、魔法もだいたい極めたし、前衛職になってやろうかな……。

　転職して弱くなったら、ナギ君にかばわれ放題……！

　って、ちょっと待った！

　いくらなんでも初心者に戻ったら、紅い戦団にいられないかも！

　ダメだ、とてもじゃないけど下手な手は打てないっ……！

「──さて、俺もそろそろ手伝ってくるか」

　と、ナギが剣を構え直してモンスターの群れに向かっていく。

　ナギは、知らない。

　フィオのクールな顔の裏側でこんな葛かつ藤とうがあることを、彼は知らない。

　うーっ、はううううっ、突とつ撃げきしていくナギ君もかっこいい……！

　フィオは魔法の杖つえをぎゅうっと抱だきしめて、悶もだえてしまう。

　本来、試練であるはずの戦せん闘とうが、フィオにとってはご褒美でもあった。







　ぐつぐつと鍋なべが煮にえ、芳かぐわしい匂においが漂ただよってくる。

　肉とゴロゴロ野菜のシチューは、ルティの得意料理だ。

　いつものメイド服姿のルティは、鼻歌を唄うたいつつ、鍋をかき回している。

「ふふーん、味見味見っと。お塩がちょっと足りませんかねー。はい、パッパッと」

　ルティはどこからか塩の瓶びんを取り出して、鍋にふりかける。

　ここは、ダンジョンの最下層。

　あたりのモンスターを一いつ掃そうし、入り組んだ通路の奥で休きゆう憩けい中だ。

　以前はダンジョンでの食事といえば、パンや干し肉を歩きながら齧かじる程度だったが、今は火をおこして調理する余よ裕ゆうすらある。

「うーん、もうちょい歯ごたえがほしいですねー。あ、さっきコリコリしてそうな触しよく手しゆがあるモンスターがいましたっけ」

「待て、あれも上級のボスクラスだから！　気軽に狩かってこられないぞ！」

「ちぇー、私のお料理が未完成とは。メイドのプライドが傷つきますねー」

　ナギに引き留められ、メイドは渋しぶ々しぶ納得する。

「おっと、お魚も焼けました。あとは、特製ソースをかけまして、でっきあっがりっ♪」

　ルティは、てきぱき仕事を進めていく。

　戦闘では役に立たないどころか邪じや魔まだが、さすがに料理の手際は抜ばつ群ぐんだ。

　冒険メイドが取得できるスキルは、料理や掃そう除じ、洗せん濯たくなどの家事に関するものがほとんどだ。

　ルティがいつも背負っている、本人よりも大きいようなリュックに、整理圧縮しつつ食材や調理道具など大量の荷物を詰つめ込むスキルもある。

「はぁい、お待たせしました。本日のメニューは、焼いた干し魚のサンドイッチ、羊肉とゴロゴロ野菜のホワイトシチュー、デザートはりんごの砂糖煮ですよー」

「デザートまでつくのか。信じられない冒険者生活だな」

　まだパーティに加わって日の浅いミフユが、呆あきれたような顔をしている。

　ルティは、肉や野菜、果物を新しん鮮せんなまま持ち運ぶスキルも身につけているのだ。

「きゃっほーう、メシだメシだ！　あ、シチュー多めによそってね！」

「はいはーい、いっぱいあるから大だい丈じよう夫ぶですよっ。もりもり食べてくださいね」

　心なしか、ルティとエイリスは気が合っているようだった。

「じゃあ、ナギ君の分はわたしが。はい、どうぞ」

　フィオが、鍋からシチューを皿によそって渡わたしてくれる。

　そのまま、ナギの隣となりに腰こしを下ろした。

「あ、すみません。実は、一人増えたのをうっかり忘れてまして。シチューのお皿とスプーン、一つ足りないんですよね。他のお皿は予備があったんですけど」

「そうなのか。じゃあ、俺はあとでいいよ。みんな、先に食ってくれ」

　ルティが申し訳なさそうに言い、ナギはリーダーらしい気き遣づかいを見せた。

「いえ、私とご主人様が同じ食器を使えばいいだけのことでしょう。食事は手早く済ませるのが鉄則ですし」

「えっ？　ま、待っ……それならわたしが……」

　フィオがなにか言いかけて、黙だまり込んでしまう。

「私とご主人様なら、子供の頃から食器の共有なんてしょっちゅうでしたしね。はい、ご主人様、あーん」

「なっ……!?」

　絶句したのは、ナギではなくフィオだった。

　ナギとルティは幼なじみで、同じ食器を使ったことはあったかもしれないが……。

　あーん、なんてされたことなどあっただろうか。

「たまにはメイドらしくお仕えしないと。ご主人様のお食事の世話をするのはメイドのお仕事ですからね！　はい、食べてください」

「あっ!?　おまえ、スキル使って……んくっ……！」

　ナギは、ルティが差し出してきたスプーンをくわえさせられる。

　冒険メイドのスキルの一つ、〝給仕サーブ〟だ。

　主あるじと認めた相手に強制的に食事させるスキル。使いどころがいまいち謎なぞだが、その気になれば毒を盛ることすら可能だったりと、微び妙みように怖いスキルだ。

「はい、どうです？　美お味いしいですか？」

「う、美う味まいけど……」

　ナギは、ちらっとフィオのほうを見た。

「………………………………」

　なぜかフィオは頰ほおをふくらませ、ゴゴゴゴゴと魔力を渦うず巻まかせている。

　なんだろう、この──これ以上ルティの飯を食ったら殺される感は。

「……まっ、待って、ナギ君。どうせなら、わたしを食べて！」

「はぁ!?　フィオ、なに言ってるんだ!?」

「ち、違ちが……そうじゃなくて、わたしのシチューを食べるといいよ！　ほら、わたしのお皿はずっとアツアツだから！　リーダーは美味しいものをしっかり食べないと！」

　フィオが、ずいっと自分の皿を差し出してくる。

　シチューには、ボコボコと泡あわが浮うかんでいる。あたたかいというより、沸ふつ騰とう中だ。

　どうやら、灼しやく熱ねつ魔ま法ほうを微妙に放出してあたためているらしい。器用な魔法使いだ。

「は、はい……ナギ君、あ、あ、あーんっ！」

「えぇー、熱ければいいというものではないですよ。はい、ご主人様。あーん」

「…………」

　二人が同時にスプーンを差し出してきて、ナギは戸と惑まどってしまう。

　フィオのほうを食べたいが、それは恐ろしく恥はずかしい。

　あと、フィオのほうを食べたら間ま違ちがいなく口の中が炎えん上じようする。

「ご主人様、メイドのほうを召めし上がれば……デザートにメイドも召し上がれますよ？」

　唐とう突とつに、ルティはメイド服のロングスカートをすすっとめくる。

　ストッキングに包まれた脚あしと、ガーターベルトまで見せつけてくる。

「おい、いきなりなにやってるんだ!?」

「ぐぬぬ……ま、魔法使いも召し上が……」

　フィオも自分のスカートに手を伸のばそうとして、ためらっている。

「わたくしたち、なにを見せつけられているのでしょう……なんの罰ばつですの、これ」

「破は廉れん恥ちだ……武士たる者、イチャラブするべからずと家訓にもある……！」

「はははー、ずいぶん砕くだけた家訓だなー」

　レイアとミフユが呆れ、エイリスは愉ゆ快かいそうに笑っている。

「ス、スカートは無理……ナ、ナギ君、早く食べないと」

「ですよですよ、ご主人様。どうせなら、メイドも魔法使いも食べちゃいますか？」

「…………ぐうう……で、できるかっ！」

　ナギは叫さけぶと、ミフユのスプーンとシチュー皿をかっさらい、一気にかき込んだ。

「「「ああっ!?」」」

　ミフユだけでなく、フィオとルティも叫びを上げた。

　どちらに食べさせてもらうのも危険な気がしてならない！

　それなら、同性のミフユの食器を使うほうがはるかにマシだ。

「うん、美味い！　メシを食い終わったら、交代で仮か眠みん！　俺はボスへのルートを偵てい察さつしてくる！」

　ナギは有無を言わせずに、リーダーとして指示を出す。

　一応、ここは危険なダンジョンなのだから、こんなことで揉もめていても仕方ない。

「……ご主人様はヘタレですね」

「……残念ながら同意だよ、ルティちゃん」
















　ルティとフィオは自分のシチュー皿に目を落とし、なにやら殺気を放っている。

　女の子たちとの冒ぼう険けん生活は、刺し激げきだらけだ。

　モンスターや迷宮は、あまり恐おそろしくなくなったが……。

　むしろ、休憩中に恐ろしいことが起こる。

　ナギには、高難度クエストのボスより、パーティの仲間たちのほうがよほど手て強ごわい。







「あー、ヤバかった……」

　ナギは一人でダンジョンの通路を進みつつ、ぼやいた。

　今回のダンジョン攻こう略りやくはエイリスの実力確認が目的だったはず。

　なのに、なぜか雲行きが怪あやしい方向に進んでいる。

　一いつ旦たん、フィオから離はなれないと戦闘中にまで余計なことに気を取られそうだ。

「……ちょっと、ちょっとお待ちなさい、ナギさん！」

「え？　レイア？」

　と、ほとんど足音もさせずにレイアが後ろから近づいてきた。

「どうしたんだ？　みんなは交代で休んでろって」

「ダンジョンの警けい戒かいはわたくしのお仕事ですわ。なにを焦あせってるのか存じませんが、わたくしの仕事を奪うばわないでくださいまし！」

「……悪かった」

　レイアは物を盗ぬすむのが嫌きらいというとんでもない盗とう賊ぞくだが、仕事には誇ほこりを持っている。

　彼女はナギの前を歩き出す。

「あなたにも盗賊スキルがあるといっても、精度ではわたくしのほうが上ですわ」

「わかってるよ、それは」

　ナギは戦士系以外のスキルをあまり使い込んでいない。

　スキルは使えば使うほど威い力りよくや精度が向上する。ナギがすべてのスキルを使えるといっても、本職のスキルにはかなわないことも多い。

「……わたくしは、よいと思いますわ」

　少し進んだところで、レイアが振ふり向かずに言った。

「いいって……なにが？」

「エイリスさんのことに決まっているでしょう。さきほどの戦せん闘とうでの立ち回りは、お見事でしたわ。強力な魔ま法ほうを覚えていても、使いどころが悪いと役に立ちませんが、あの方はきちんと心得ているようですわね。わたくしは、あの方のパーティ入り、認めますわよ」

　レイアは、豪ごう華かな金きん髪ぱつをさっと後ろに払はらいながら偉えらそうに言った。

　ミフユは自分の剣けんを磨みがくことにしか興味がないし、ルティはパーティに仕えることが目的で、あまり自分の意見は言わない。

　フィオもエイリスの実力を認めていたようだから、レイアが頷うなずいたのならエイリスのパーティ参加は問題ないと見てよさそうだ。

「あ、ナギさん！　宝箱！　宝箱ですわ！」

「おっ、本当だ。このダンジョン、本当に未攻略なんだな」

「まだ開いてない宝箱……どんな罠わなが仕し掛かけてあるんでしょう。きゃーんっ」

　レイアが妙みような笑い声を上げながら、細い通路の奥にある宝箱に近づいていく。

　誇り高いお嬢じよう様さまも「宝箱は冒険者への捧ささげ物」という認識らしく、宝箱を開けることには抵てい抗こうがない。

　というより、中身ではなく宝箱そのものに興きよう味み津しん々しんなのだ。

　レイアは嬉うれしさのあまり、今にもよだれを垂らさんばかりに緩ゆるみきった表情だ。

「高難度ダンジョンの宝箱ですから、えげつないほどの罠を期待してもいいですわよね」

「わ、罠がないに越したことは……」

「罠がない宝箱なんて、ただの箱ではありませんか！」

「中身はスルーか!?」

　盗賊の──世にも珍めずらしいお嬢様上がりの盗賊の考えることは謎だ。

　まずナギが、宝箱に魔法的な罠がかかっていないか〝感知デイテクト〟の魔法をかけ、レイアが〝走査スキヤン〟のスキルで表面を調べる。

「あら、魔法の罠は無し。外側にも仕掛けは見当たりませんわね。では……」

　レイアは屈かがみ込んで、少しずつ宝箱の蓋ふたを開けていく。

　レベルが高いダンジョンの宝箱は、スキルだけでは探知しきれない罠が仕掛けられていることがある。ここは本職に任せるのが一番だ。

　それに、レイアの楽しみを奪ったらあとが怖こわい。

「やはりワイヤーと……歯車と、バネ仕掛けの罠がありますわ。ふふ、いいですわ、いいですわ。なかなかややこしい罠ですわね」

　からくり仕掛けの罠の解除には、手間がかかる。

　ワイヤーや糸を正しい手順で切断し、歯車の仕掛けなどを外す。

　正しい知識と、一つ間違えばただちに罠が発動する仕掛けを丁てい寧ねいに解除する器用さが必要な作業だ。

「こっちのワイヤーは罠……と見せかけて、こちらが正解。なるほど、珍しい構造ですわね。この歯車に楔くさびを打ち込んでおいて──」

「どうだ、外せそうか──って、えええぇ!?」

　と、ナギは周囲を警戒しつつ──振り向いてぎょっとする。

　レイアは上半身を宝箱の中に潜もぐり込ませていて、尻しりを見せつける体勢になっている。

　このお嬢様が着ているのは、丈たけの短いドレスだ。

　スカートの中がばっちりと──高そうなレースの入った白いパンツが見えている。

「なんです、ナギさん。なにを騒さわいで──ああっ!?」

　レイアも自分が隙すきを見せていたことに気づいたらしく、慌あわててスカートを押さえつける。

「こ、こんなときになにを見て──あああああっ！」

「今度はなんだっ!?」

　突とつ然ぜん、宝箱から紫むらさきがかった煙けむりが噴ふき出す。

「やばいっ、毒どく煙けむりか……！」

「あ、あなたのせいで手元が狂くるったんですわ……！　せっかくのいい罠でしたのに！」

「悪かったよ！　一旦、撤てつ退たいだ！」

　ナギは、レイアの手を摑つかんで走り出す。

　毒煙は瞬またたく間に拡散していく。ナギは解毒の魔法も使えるが、強力な毒だとわずかに吸い込んだだけで即そく死しする。

「ううっ、下着を見られた上に手まで許すとは……も、もう嫁とつぐしかありませんわ……」

「しゃべるな！　毒を吸い込むぞ！」

　ナギは、レイアを抱だき寄せてその顔を自分の胸に押しつける。

　毒の煙が追いついてきて、ナギたちを包み込んでくる。

　解毒の魔法を俺とレイアにかけ続けて耐たえるしかないか──？

「はい、毒さんさようなら！」

　明るい声が響ひびき、ナギたちを包み込もうとしていた毒煙が、一気に晴れていく。

「こらこら、罠がありそうなときは神官も同行させないと。最強パーティが毒で全ぜん滅めつしたら、末代までの恥はじだぞ？」

　いつの間に現れたのか、エイリスが杖つえを構えて立っていた。

　強力な解毒の魔法で、煙を無力化させたらしい。並の神官には不可能な芸当だ。

「へえ……レイアちゃんと二人きりだったんだ……罠なんてわたしが丸ごと吹ふき飛ばせるのに……」

「フィオも来たのか！」

　エイリスの後ろに、なぜか殺気を漂ただよわせる魔法使いがいた。

　どういうわけか、フィオの視線にこそ猛もう毒どくが含ふくまれている。

「…………と、とりあえず……エイリスさんは神官として申し分ないですわ！」

「あ、ああ、そうだな！」

　ナギが答えると──レイアは赤面して顔を伏ふせてしまう。

「こ、今後のことはまたいずれ考えますわ……」

「んん……？」

　レイアはなにを言っているのか。

　さっきも嫁ぐとかなんとか言っていたが……。

「呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪…………」

「…………!?」

　フィオはフィオで、なにやらつぶやいている。

「……………………」

　なんだか怖いので、ナギはまたもや、これ以上なにも考えないことにした。

　さっさとダンジョンのボスを倒たおして帰ったほうがよさそうだ。






















　ダンジョンの攻略は無事に完かん了りようした。

　奥で待ち構えていたダンジョンのボス──巨きよ大だいな蛇へびタイプのモンスターは、なかなかに手強い相手ではあった。

　猛毒を含んだ息を吐はき、その長大な身体からだをムチのように振り回し、人間を絡からめ取って一ひと吞のみにしてしまう。

　前衛のナギとミフユは、毒の息を何度もくらったが、エイリスが回復魔法でたちまち癒いやしてしまった。

　ちなみに、ボスにトドメを刺さしたのもエイリスだった。

　最後の一撃ラスト・アタツクが神官など、聞いたこともない。

　しかも、低難易度のクエストならともかく、高難度のダンジョンボスだ。

　ただ、エイリスが紅い戦団のメンバーと比べて遜そん色しよくないどころか、役に立ちすぎる人材なのは間ま違ちがいないようだ。

　攻略が完了すると、パーティはフィオの転移魔法で、エンフィス帝てい国こくの首都ベラルへと戻もどってきた。

　冒ぼう険けん者ギルドの中央本部でクエスト達成を報告して、報ほう酬しゆうの明細を受け取る。

「おっと、そうだ。ついでだから、いらないもんも売り払っとこう」

　ギルドの受付を離れて、ナギたちは本部内にあるショップへと向かう。

　鉱石や植物などのアイテムを金に換かえ、不要な武器や防具なども売り払った。

「けっこういい金になったなあ。これだけあれば全員分の武具が新調できるか」

「ご主人様！　ポーションなんかもだいぶ消費したので補ほ充じゆうしたいです！」

　バッとルティが手を挙げる。

「誰だれかさんたちがサボったおかげでだいぶ戦わされたので、短たん剣けんを新しくしたいですわ。あと、晩ばん餐さん会用のドレスも」

「僕は武器はいらないが、服が派手に破れてしまった。ルティ殿に繕つくろってもらうのも限界だろう。そろそろ新しい着物を仕立てたい」

「ふむふむ」

　ナギは、メモ帳に購こう入にゆうリストを書いていく。

　晩餐会なんて、いつあるんだ。これはいらない。

　ミフユの〝着物〟は専門店でなければ仕立てられない。いっそ、このサムライは女装させてしまうか。俺の趣しゆ味みが幅はば広ひろいという誤解を避さけられるかもしれない。

　ルティは〝消しよう耗もう品のストックはいくらあってもいい〟と思い込んでいるので、要求の半分に留とどめておく。

　──ま、こんなところか。

「エイリスは？　その仕し込こみ杖づえ、今回のクエストでだいぶ傷いたんだんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　あたしの剣は、ペロペロしとけば直る！」

　エイリスは仕込み杖を抜ぬき、銀色の刃はをべろりと舐なめた。

「……便利な剣だな」

　デタラメだろうが、エイリスの剣は舐めれば直るような気がしてくる。

「あああああ、抜けば玉散る氷の刃……美お味いしい……ふふふ……」

「おまえ、絶対神官違ちがう……」

　剣けんが使えるだけでも、神官なのか疑うのに充じゆう分ぶんなのに。

　こんなに刃物好きな聖職者がいてたまるか。

「それじゃ、久しぶりにみんなで買い物に行くか！」

「あ、それはダメです。私はパーティの皆みなさんに奴ど隷れいのようにパシらされてる哀あわれなメイドという設定で、あちこちのお店で割り引いてもらってるので。みんなとキャッキャウフフと買い物するわけにはいきません」

「なにやってるんだ、おまえは!?」

「なんとなくそう見えるように振ふる舞まっただけで、私からそんな設定を説明したわけじゃないですよ。お店の皆さんが誤解されてるわけで」

「余計にタチ悪いじゃないか！　演技派か！」

　ちなみに、冒険メイドのスキルに演技系のものなどない。

「ほほほ、淑しゆく女じよの買い物に殿との方がたが顔を出すものではありませんわよ」

「ああ、パンツ買うのかー」

「はっきり言わないでくださいまし、エイリスさん！」

　あっさり認めるレイアだった。

「で、レイっちは今どんなパンツはいてんの？」

「黒のレースですわ……って、誰がレイっちですの!?」

「ツッコミどころはそこかっ!?」

　ナギは頭が痛くなってきた。

「……ん？　黒なのか？　俺が見たときは白──」

「お黙だまりなさいっ！　わたくしはなにも見られていませんわ！」

　蒸し返してはいけなかったらしい。

「……………………呪」

　あと、フィオが暗殺者のような目をしているので、この話はこれまでにしておく。

「え、えーと、そんじゃミフユは……」

「僕も着物の専門店にしか用はない。一人で済ませてくる」

　さささっ、とミフユは去っていってしまう。

　ミフユが買い物のときに一人で行動するのはいつものことだ。

「ふむふむ、レイっちもルーたんもミフィも単独行動、となると。あたしたち三人、愛あい憎ぞうのトライアングルでお買い物だ！」

「愛憎!?」

　いったいいつから、ナギとフィオとエイリスはそんな関係になったのか。







　ベラルは中央大陸最大の──いや、世界最大の都だ。

　その目め抜ぬき通りともなれば、世界でもっともにぎわっている場所と言える。

　人が多すぎて、まっすぐ歩くのも難しいほどなのだが──

「ぎゃああああああああああああっ！」

　不意に、前から歩いてきていた数人の男が悲鳴を上げた。

「ひょ、氷ひよう壁へきの魔ま女じよだっ！」

「お付きのグランドマスターもいるぞ！　高飛車盗とう賊ぞくと腹切りサムライと腹黒メイドは!?　奴やつらも必ずどこかに潜ひそんでるはずだっ！」

　などと叫さけびながら、男たちは走り去っていく。ずいぶん道が通りやすくなった。

「ほえ？　ひょーへきの魔女ってなに？」

「わたしにつけられたあだ名。団長ちゃんは、〝有名な冒険者にあだ名がつくのは宿命〟って言ってたよ」

「…………」

　ナギは、知っている。

　フィオの〝氷壁の魔女〟は冒険者の名声とは関係ない。

　軽い調子で女性冒険者に声をかける男性冒険者は少なくない。

　フィオはご覧のとおりの絶世の美少女、この地上で最高の女の子だ。

　ギルドの中央本部でも、何度となく男たちに声をかけられている。

　そばにナギやミフユがいても、おかまいなしだ。

　ただ、そんな不届き者たちは、全員揃そろってフィオに冷たく拒きよ絶ぜつされている。

　その凍こごえるような瞳ひとみから、つけられたあだ名が氷壁の魔女。

　ああ、氷壁おおいにけっこう！

　ざまーみろ、フィオがおまえらなんかになびくか！

　と、ナギにはフィオの拒絶が心地よい。

　もっとも、男たちがフィオに声をかけてくるたびに、ドキドキしている。

　万が一にもフィオが誘さそいに応じたらどうしよう、と。

　今のところ、フィオは冒険のことしか頭にないようだが、この先はわからないのだから。

「うおおおおおおお……」

「なんだ、なんだ？　いきなりナギナギがうめき出した？」

「最近、よくあるの。なぜかわからないけど、ナギ君、気苦労が多いみたい」

　わからんのかい！

　ナギの気苦労の大半はフィオが原因だ。

「ていうか、ナギナギって俺のことか」

「あたしもパーティに正式に加わったことだし、親しみを込めないと！　あたしのことはエイリス様でいいよ！」

「こっちからは踏ふみ込ませない気満々だな！」

「で、エイリスちゃんはなにを買うつもりなの？」

「フィオるんからは尊敬を感じないね！」

「〝るん〟はどこから来たの……？」

　フィオは呆あきれているが、ナギはもう突つっ込まない。面めん倒どうくさい。

「というか、俺たちはなにをしに来たんだっけ……」

「しっかりして、ナギ君。ナギ君は強い子だから、立ち直れる。買い物に来たんだよ」

「ああ、そうだった……」

　フィオに力強く励はげまされつつ、ナギは目的を思い出す。

　クエストで得た報酬は、既すでにみんなで分けておいた。

　あとは、自分とフィオとエイリスの分の買い物をするだけ。

　ただ、なぜか高難度クエスト以上の困難が待っている気がしてならない。

　行かないほうがいいかなと思いつつも。

　フィオと買い物に行ける絶好の機会をふいにはできない。







　ナギには武器も防具も新調する必要はなかった。

　鎧よろいは行動を阻そ害がいすることもある。長く使い込み、身体に馴な染じんだものが一番。

　──というのが長年武器屋を営んでいる父親からの教えだ。ナギも実戦を経験して、その教えが正しいと確信している。

　そういうわけで、鎧は鍛か冶じ屋やに修復を頼たのみ、剣も購入せずに研ぎに出すだけにした。

　鍛冶屋も研ぎ師も「こいつ金持ってるだろうに、いつまで初心者向けの装備使ってんだ？」という顔だったが、ナギは気にしていない。

　念のために、適当な剣を研ぎ師のところで借りておいて。

　ナギとフィオ、エイリスの三人は再び目抜き通りを歩いている。

「それじゃ、次はエイリスだな」

「あたしは愛剣と法ほう衣いがあれば充分だよ。この法衣は、普ふ通つうの神官用に見えて、実は手間がかかってるんだよね」

「なんだ？　魔ま法ほうを防ぐ効果でもかかってるのか？」

「ううん、あたしのふくらみかけおっぱいがちょっぴり大きく見えるように、立体的に縫ほう製せいされてるのさ！」

「おっそろしくどうでもいいな！」

「……本当にどうでもいいと思ってる？」

　背後からの声に、ナギはびくりとする。

　振り返るとフィオが、鋭するどい目を向けてきていた。

「ほ、本当に決まってるじゃないか……フィオさん、なんか怖こわいぞ」

「……リーダーが変態では紅い戦団が白い目で見られるから。呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪」

「また呪じゆ詛そが聞こえるぞ！　魔ま法ほう使つかいがやると本気っぽいから！」

「鼻の下を伸のばすのは許さない！　まだ、ミフユ君を狙ねらってるほうがマシ！」

「マシってどういう意味だ!?　というか、俺とミフユを怪あやしい関係にしようとするな！」

　というか、フィオはなにを言わんとしているのか。

「言うまでもないけどな、ミフユはあんな顔でもれっきとした男──」

　と言いかけて、ナギは気づいた。

　正面から、一人の少女が歩いてきている。

　団長と同じ服装──着物姿の少女だ。

　まっすぐ伸びた長く艶つややかな黒くろ髪かみに、きりりと美しい顔つき。

　ミフユや団長と同じく、東方の民族のようだ。民のほとんどが黒髪黒目で、特とく殊しゆな文化を持っているという。

　着物は派手な桃もも色いろ。胸元が大きく広がっていて、なかなか大きな双そう丘きゆうが半分近く見えており、丈たけも短くて太ももがあらわになっている。

「ああっ、この解放感！　忌いま々いましいサラシで胸を潰つぶさなくていいのがこんなに楽なんて！　そうだ、おっぱいは解き放つべしなんだ！」

　少女はアホのような笑みを浮うかべ、弾はずむように歩いている。

　ついでに、半分あらわな胸もぷるぷると弾んでいる。

　道行く人々がざわめきながら少女に注目しているが、本人は気づいていないようだ。

「この着物もいいな！　──殿どののようななにげにエロ可愛かわいい服もいいし、──殿のようなドレスも悪くない。清せい楚そな神官服も、その真逆な明らかに誘ってるメイド服も可愛いが、やはり着物が一番だ！　この格好なら、トロールみたいに鈍にぶいあの男も少しは──」

　やたらと独り言が多い少女が、ナギのすぐ前まで歩いてきて──

「…………？」

　ナギはその少女に、なにか違い和わ感かんを覚えた。

　はて、どこかで見たような──？

「…………っ!?」

　黒髪の少女も、ナギを見てびくりと身体からだを震ふるわせた。

「ちっ、違ちがう！　違うぞ、これは！　いつもの仕し立たて屋やに行ったら、仕立てに時間がかかるからこの着物を着て時間を潰してこいって放り出されて！　いや、その……そうだ！　こ、これは変身の魔法がかかって体型が……！」
















「…………なんの話っすか？」

　唐とう突とつに言い訳を始めた少女に、ナギは首を傾かしげてみせた。

「えっ、気づいてな……この男、本当にトロール並み──ああ、申し訳ございませぬ」

　少女は、唐突に口調を変え、ぺこりと頭を下げた。

「先日受けた混乱の魔法の後こう遺い症しようがありまして。イカレた妄もう言げんを吐はいてしまうのです」

「へ、へぇ……そうなのか」

　それで、のんきに外を出歩いていて大だい丈じよう夫ぶなのか。

「ほー、混乱の魔法がねー。あたし、見てのとおりの神官だから、治してあげようか？」

　エイリスがなぜかニヤニヤしながら、杖つえ先さきを黒髪の少女に向けようとする。

「い、いいえ。お気持ちだけいただいておきまする。僕──私のような東のおなごは慎つつしみ深ぶかいのでございます」

　黒髪の少女は焦あせって言うと、着物の袖そでで口元を隠かくして、ぱたぱたと走り去ってしまう。

「うあーっ、お腹なかを切りとうなってまいりました……よりによってあの御お方かたに見られるなんて。し、死にたい……」

　走りながら、なにやらぶつぶつ言っている。

　東方の民族は、女性も腹を切ったりするのだろうか。

「……変わった人だったね。ミフユ君とか団長もそうだけど、東の人って愉ゆ快かい」

「案外、ミフユの知り合いだったりしてな。東方の奴って珍めずらしいし。ただ……」

　ナギは、黒髪の少女の背中を見送りつつ首を傾げる。

　後ろ姿にも見覚えがあるような気がするが、錯さつ覚かくだろうか。

「ちょっと、ナギ君……？　あの人、痴ち女じよみたいな格好してたけど、だからといって、じろじろ見ていいわけじゃないよ……？」

「じ、じろじろなんて……！」

　またフィオに呪のろわれそうなので、ナギは慌あわてて否定する。

「……いやー、この二人ってド鈍いな。ナギナギだけならともかく、フィオるんもか。というか、この二人、お互たがいしか見えてないんじゃ？」

「ん？　なんの話だよ、エイリス？」

「いえいえ、なんでもないなんでもなーい。えーと、なんの話だっけ？　ああ、次はフィオるんの行きたいお店でいいよね」

「おっと、そうだった。フィオ、行きつけとかあるのか？」

「……パーティのメンバーどころか、通りすがりの痴女にまで浮うわ気きされるなんて」

「う、浮気？　フィオ、なんの話だ？」

「なんでもない。よくわかったよ……わたし、そろそろ勝負に出なきゃいけないって。何者か知らないけど、ありがとう痴女ちゃん。あなたのおかげで目が覚めた……！」

　フィオは目をぎらつかせながら、よくわからないことをつぶやいて。

　一人で先に立って歩き出した。







　しばらく歩くと、フィオは一いつ軒けんの店の中に入っていった。

「あれ、ここなのか？」

　そこはナギも知っている有名店だった。

　女性冒ぼう険けん者専用の防具の店だ。一点物の、凝こったデザインの鎧や服が並んでいることで知られている。

　基本的には上級冒険者向けの店だ。というより金銭的余よ裕ゆうがなければ、デザインなど二の次三の次になる。

「うちじゃ、この店を利用してるのはレイアだけだよな」

　レイアは金銭的余裕がない頃ころからこの店を利用していたらしい。

　目立つのを避さけるべき盗とう賊ぞくとは思えない、派手なドレスを入手できる数少ない店だとか。

「……って、女性専門店に俺が入れるわけないだろ！」

「別に禁止とは書いてないよ。恥はじも外聞もすべてを捨てれば君は自由さ！」

「ここで捨てる理由がどこに!?　ちょっと待て、エイリスーっ！」

　エイリスは、ぐいぐいとナギの背中を押して、強引に店に入らせようとする。

「うおっ…………」

　明らかに、普通の防具店とは違う雰ふん囲い気き。

　女性向けの店らしく、いい香かおりがする。

　鮮あざやかな色合いの鎧やローブがずらりと並んでいる。

「え、えーと……」

　ナギは慌てて周りを見回した。

　客は多くはないが、迷めい惑わくそうな目をナギに向けてきている。

　女性がゆっくり装備を選ぶ店なのに、なんで男が──ということだろう。

「あのさ、フィオ。俺はやっぱ店の外で──」

「そこにいて。ナギ君がいないとわからない」

「……わからない？」

「あ、これとこれと……これ。ちょっと待ってて」

　フィオはナギの疑問を流して、数着の服を持って試着室に消えた。

「どうしたんだろうな、フィオは？」

「乙女おとめですから。オシャレはするんじゃないのかなー？」

「まあ、そりゃそうなんだが……」

　出会った頃のフィオは髪かみ型がたも服装ももっさりしていたが──いつの間にか小こ綺ぎ麗れいになっていた。

　金銭的余裕ができて、服装に金をかけられるようになったからだろうが。

「お待たせ！」

「早っ！」

　シャッと試着室のカーテンが勢いよく開き、フィオが姿を現した。

「ど、どうかな、ナギ君……」

　フィオが着ているのは、ひらひらした、真っ白なワンピースタイプの服だ。

　さっきまで着ていたミニ丈のワンピースより露ろ出しゆつ度どは低いが──

　純白という色と膝ひざ丈たけの長さが清純さを際立たせている。

　元々可愛い系のフィオだからこそ、よく似合う服装だ。

「あー、可愛──じゃなくて！　そうだな、この店の服はどれも防ぼう御ぎよ力高そうだな！　その服は氷耐たい性せいがありそうだな！」

「……………………」

　フィオが、死んだ魚の目でナギを睨にらんできている。

　パーティのリーダーとして、打たれ弱い魔ま法ほう使つかいの装備は外見より性能を評価すべきだと思ったのに。

「……たかが冒険者の女が、令れい嬢じようみたいなワンピースなんてひどい勘かん違ちがいだった」

「えっ？」

　バシャッ、と試着室のカーテンが今度は閉じられる。

　かと思えば、またすぐに開いた。

「これでいいよね、ナギ君」

「…………」

　今度は、分厚い布で手の先から靴くつまですっぽり覆おおい隠すようなローブだった。

　だぶだぶで、体形もまったく判別できない。

　いかにも魔法使いという感じの服装だが──

「……………………」

「ナギ君、その死んだ魚みたいな目はなに!?」

　気づかない間に、ナギもさっきのフィオと同じ目をしていたようだ。

「ま、待ってて！　わたしには負けられない戦いがここにある！」

「……………………」

　フィオは意味不明な叫さけびを上げ、三み度たびカーテンを閉じた。

「……本当に今日のフィオはどうしちゃったんだ。疲つかれてるのか？」

「さー、あたしにはさっぱり。買う気は一切ないけど、適当に試着してこよーっと」

　余計なことを言って店員に睨まれながら、エイリスも服を見み繕つくろいに行く。

　そして──試着室のカーテンが開いた。

「こ、これでどうかな！」

「おっ……」

　今度は、白いブラウス、胸元に赤のリボン。

　チェックのミニスカートに、膝ひざ上うえまでのソックス。

　さっきの白ワンピース以上に、やたらと可愛らしい服装だった。

　清せい楚そ系の美少女であるフィオにぴったりの格好だ。

「ううっ、くうう……んんーっ、く、苦し…………」

　ぴったりなのだが、どうもぴったりすぎるらしい。

　豊かな二つのふくらみのせいで、胸のあたりがかなり窮きゆう屈くつそうだ。

　ボタンが今にも弾はじけ飛びそうなほどで、服の隙すき間まから下着が見えてしまっている。

「あ、ああ。いいと思──」

　思わず目を逸そらしながら、ナギは気づいた。気づいてしまった。

「あのさ、フィオ。これって、防御力ないよな……？」

「…………あ」

　フィオが、はっとした顔になる。

　この服装はとても可愛かわいい。可愛すぎるくらいだが──

　重い鎧よろいをつけられない魔法使いの装備は、魔法や炎ほのお・氷などへの耐性が重要だ。

「さ、さすがにただの服じゃ──せめて魔法を帯びた装備じゃないと」

　と、言いかけてナギは気づいた。なんとか気づけた。

　ここだ、ここで──言えばいい！

　フィオはその可愛い服を着ていればいい。

　君への攻こう撃げきは俺が全部防ぐ、俺が君を守るよ──と！

「…………って、無理だ！　恥はずかしすぎるっ！」

「えっ、えええっ!?」

　悶もだえ始めたナギに、フィオが困こん惑わくの顔をする。

「こ、この格好ってそんなに恥ずかしいの……？」

「え？　あ、いや！　恥ずかしいっていうのはフィオの格好じゃなくて！」

「わたしの存在そのものが恥ずかしいってこと!?　そりゃ、パーティを何度も全ぜん滅めつさせかけてる魔法使いなんて紅い戦団の恥かもしれないけど！」

「話が飛ひ躍やくしてる！　そういうことでもなくて！」

　自分の妄もう想そうのことなど、フィオに話せない。どう誤解を解いたものか──

「二人とも、なにワイワイ騒さわいでんの？　ほーら、これ見て見てー！」

「……エイリス、おまえっ!?」

「エイリスちゃん……そ、その格好は……！」

　いつの間にかエイリスも試着を終えていたらしい──が。

「透すけてる透けてる、完全に透けてるじゃねえかっ……！」

「そりゃ、そういう服だし？」

「服だし、じゃねえよっ！」

　エイリスが着ているのは、水が布になったドレスとでもいうのか。

　だぼだぼで、袖そでも裾すそも長いが、肌はだはまったく隠かくせていない！

　というより、全体が透けていて肌と下着が丸見えになっている！

　白いブラジャーとパンツ、ふくらみかけな胸の谷間もへそも太ももも全部が見えて──

「そんなもんで冒険できるか！　もうおまえがモンスターだよ！」

　ナギは、自分でもなにを言っているのかわからない。

「でもこれ、見てのとおり水のかたまりだから。炎ほのお耐性、えぐいくらい凄いらしいよ」

「デザインもえぐすぎるんだよ！」

　というか、耐性がえぐいってどんな表現だ！

「え、ダメなの？　けっこう可愛いのに」

　エイリスは、くるっとその場で回ってみせた。

　うおおおおおおお、背中も尻しりも見えてしまってるじゃないか……！

　ナギは頭を抱かかえそうになった。

　ちびっ子とはいえ、こんな姿の女の子が横にいたら、戦せん闘とうどころじゃない。

「…………ダメ」

「そうだよな、フィオ！　ダメだよな！」

「そうじゃなくて……」

　がくっ、とフィオがその場で頽くずおれるように膝ひざをついた。

「ここまでナギ君の目を釘くぎ付づけにするなんて……！　わたしにはできないっ……！」

「で、できなくていいっ……！」

　フィオにこんな格好をされたら、ナギの理性が崩ほう壊かいする。

「ダメよダメ、わたしにはできない。恥も知性もないようなマネはできない……！」

　なにか、バーサーカー神官を痛つう烈れつに罵ば倒とうしているようだが。

「やっぱりわたしには──」

　と、フィオが頭を抱えたその瞬しゆん間かん──

「ひゃあっ!?」

「…………っ！」

　フィオの胸元のボタンが弾け飛び、ブラジャーに包まれた大きな胸がぷるんと飛び出してくる。

　遂ついに、フィオの二つのふくらみの暴力的なまでの大きさに、ボタンが耐たえられなくなったらしい。

「わっ、わざとじゃないの！　こっ、こんなところで見せるつもりはなかったのっ！」

「……え？　じゃ、じゃあどこでなら見せるつもりで……？」
















「…………ど、どこでもないの！　ああああ、わたしまで知能の低い生き物にっ！」

　と、フィオは試着室に飛び込んでカーテンを閉めてしまう。

「フィオるんの口から、聞き捨てならない台詞せりふがけっこう聞こえたんだけど」

「……気にするな」

　ちびっ子神官が呆あきれた目で、フィオが飛び込んだ試着室を見ている。

　フィオがなにをドタバタしているのか、意図がよくわからないが……。

　とりあえず、いいものを見てしまった。

　幸い、魔法の暴走も起きなかったし……。

　このメンバーでの買い物は嫌いやな予感しかしなかったが──結局、ナギばかりが得をしたようだった。







　まずいかもしれない。

　フィオは、ずーんと肩かたを落としている。

　一行は服屋を出て、適当な店を探しつつ、ぶらぶら歩いているところだ。

　さっきの醜しゆう態たいについては、フィオはただの事故だと自分に言い聞かせることにした。

　生きるということは恥はじをさらすということだ、などと哲てつ学がく的な結論を出しつつ。

　ちらりと、前を歩くエイリスに視線を向ける。

「ふんふんふーん、フィオるんおっぱいは、ぷるんぷるーん♪」

　とてつもなく頭が悪い鼻歌を口ずさんでいる。

　後ろからどつきたい衝しよう動どうに駆かられるが──なんとか我が慢まんすることにして。

　バーサーカー神官は、アクの強さに気を取られがちだが、とてつもなく可愛い。

　それに加えて、あの肌はだ色いろを晒さらすことをためらわない大だい胆たんさ！

　ナギが、ああいう破は廉れん恥ちな女の子を好む可能性もある。

　まさかとは思うが、小さい女の子が好きな可能性だって──

　だが、やはりフィオにはあんなスケスケの服は着られない。

　というか、あんなのは変態御ご用よう達たしの服だろう。

　エイリスをパーティに加えることに文句はまったくない。

　しかし、ナギの目をエイリスに奪うばわれては大いに困る……！

　ただでさえ、紅い戦団にはレイアとルティという二人の美少女がいる。

　同性のフィオの目から見ても、レイアたちは可愛い。

　レイアには育ちのよさというか気品があるし、ルティは素そ朴ぼくな可愛さがあり、なによりナギの幼なじみだ。

　ああ、わたしもナギ君の幼なじみになりたかった……！

　どうしてわたしはナギ君と同じ街に生まれなかったんだろう。

　ねえ神様、あなたはどうしてそんなに無能なの？

　わたしとナギ君が幼なじみだったら、こんなことでうんうん悩なやまなくて済んだのに！

　フィオの頭を、不毛な思考がぐるぐると回り続ける。

　それにしても──

「ど、どうした、フィオ？　なんか悩んでるのか？　行きたいところがあるなら……」

「むうぅっ！」

「えっ!?」

　フィオが思わず睨にらみつけ、ナギが怯ひるむ。

　頰ほおをふくらませ、視線だけで殺せそうなほど目が細く尖とがってしまう。

　そうは言っても、この人も悪い！

　いくらエイリスが可愛くて、あられもない格好をしていたといっても！

　なにもわたしの前でデレデレすることはないじゃないか！

　フィオは八つ当たりとわかっていても、つい目つきが悪くなってしまう。

「なっ、なんでもないよ！」

　フィオは、ぷいっと横を向いた。

　もちろん、ナギになにも非がないことはわかっている。

　別にナギはフィオと付き合っているわけではないのだから。

　デレデレしようが、イチャイチャしようが、好きにしていいのだ。

　それでも、それでも──！

「い、いや。なんでもないってことはないだろ。そんな怖こわい目して……」

「…………こ、怖い目？　そうかな？」

　ギギギ、とフィオはぎこちない動きで再びナギのほうを向いた。

　それから、にっこりと微笑ほほえんでみせる。

　なんとか笑え、笑え、笑え──笑みを顔に張りつかせろ！

「……って、おい、フィオ！　石化！　顔が石化し始めてるぞ！」

「えっ!?　あ、あれっ？　ついうっかり、自分に石化の魔法を！」

「どうやったらそんなことになるんだ!?」

　幸い、すぐ隣となりにいた神官が石化解除の魔法を素早くかけてくれた。

　笑顔を固定しようとして、思わず石化の魔法を使ってしまったらしい。

「や、やっぱりさっきのボタンが弾はじけたことを気にして──」

「ほ、本当になんでもないよ！　服屋で迷いすぎたせいで、混乱してるのかも」

「そ、そうだったのか」

　そんなわけないでしょ！

　またもやナギに八つ当たりしそうになりながら、フィオはぐっと言葉を吞のみ込む。

　嫉しつ妬としているなど、ナギに知られたくない。

　いやー、フィオるんの石化魔法は強力だったなーなどと笑っているエイリスにも。

　せめて、嫉妬に狂くるった顔でなく、笑みを浮うかべていよう。

　破廉恥な格好はできないけど、少しでも可愛かわいく見えるように。







　結局、ほとんど買い物もせずに屋や敷しきに帰ることになった。

　徒労に終わった……とはいえ、フィオの可愛い服装とあられもない姿まで見てしまった。

　嫌な予感はしたけど、行ってよかったなーとナギはご機き嫌げんだ。

「ルティたちはそろそろ帰ってんのかな」

　陽ひは傾かたむき、あたりは夕景に変わりつつある。

　三人は、帝都の街外れ、屋敷へと続く丘を登っていく。

　夕食の支度があるルティは帰宅しているだろうが、買い物が長いレイアや屋敷にあまり寄りつかないミフユはまだ外かもしれない。

「……ルティちゃん。そうか、メイド服という手も……男の人は隙すきあらばメイドをお手つきにしようと狙ねらってるって話も聞くし……」

　フィオが、なにやらつぶやいている。まだ装備について悩んでいるらしい。

「…………っ！　ナギナギ、フィオるん！」

「ん……!?」

　不意に、エイリスが鋭するどく警告を発する。

　一いつ瞬しゆんだけ遅おくれて、ナギも異変に気づいた。

「下がれ、フィオ、エイリス！」

　ナギは瞬しゆん時じに抜ばつ剣けんし、二人の少女の前に立った。

　そして──

「うおっ……！」

　キィィンと空気を斬きり裂さいてなにかが飛んでくる音が響ひびいたかと思うと、ナギたちの前の地面が爆はぜた。

　土つち煙けむりが立つ中、ナギは盗とう賊ぞく系のスキル〝円状監視網ルツクアウト〟を発動させる。

　生物・無生物を問わずに、周囲で動く物すべてを感知するスキルだ。

　いる──すぐ前に、なにかがいる！

「出てこいよ。俺たちに用があるんだろ？」

「……ハハハ、いい度胸ではないか」

　ガシャン、ガシャンと金属音を響かせながら、土煙の中から現れたのは──

　鎧だった。

　全身を白銀の鎧で覆おおった、長身の騎き士し。手には抜ぬき身の長ちよう剣けんがある。

「リビングアーマーか」

　ナギは、警けい戒かいを緩ゆるめることなく目の前に現れた鎧を睨む。

　歩く鎧とも言われるリビングアーマーはモンスターの一種だ。

　金属鎧に亡ぼう霊れいやガス状のモンスターが宿り、自在に動き回る。

　鎧の中身は空くう洞どうで、完全に鎧を破は壊かいし尽くすまで止まらない。

　剣けんによる攻こう撃げきを得意とし、魔ま法ほうへの抵てい抗こう力も強い厄やつ介かいな相手でもある。

「そっちこそいい度胸だ。一応、ここも街中だっていうのに。モンスターが堂々と姿を見せるなんてな」

「街などどうでもよい。我われが用があるのは、オマエ──オマエたちだ、紅い戦団」

「……俺たちも有名になったもんだ」

　いや、言うまでもなく有名ではある。

　ただ、モンスターがわざわざ街中に現れて襲おそってくるのはナギも初めての経験だ。

「ふむ、ふむふむ……」

　と、リビングアーマーはナギたち三人をじろじろと観察してくる。

　兜かぶとで覆われた頭部は目のあたりもバイザーが下りているので、見ているのかどうかはわからない。そもそも目などないだろうが。

「どんな連中かと思えば……いやいや、予想以上だ。揃そろいも揃って奇き妙みような連中だ」

「こらーっ！　奇妙とかナギナギとフィオるんの悪口を言うなーっ！」

「オマエだ、オマエ。オマエが一番奇妙だ」

「なにおーっ！」

　モンスターさん、ツッコミありがとう。

　つい、ナギは感謝してしまう。

「妙みような気配を発しているが……神官に用はない。騎士たる者、剣で語り合わなければな」

「ゆけ、蒼氷の風アイスブルー──」

　突とつ然ぜん、お馴な染じみの呪じゆ文もんが響き、強きよう烈れつな魔ま力りよくの波動が放たれる。

　炎竜戦でも使われたフィオの得意魔法、〝蒼氷の風アイスブルー〟。

　しかし──

「って、あれっ!?　魔法がかき消された!?」

「……それも驚おどろくけど、問答無用で敵を消そうとするフィオにも驚いたよ……」

「相手はモンスターだよ、ナギ君。この地上から根絶しないと……！」

　本気で言っているあたりが、フィオの恐おそろしいところだ。

　モンスター引き寄せ体質に困らされているせいか、フィオはまったく容よう赦しやがない。

「魔ま法ほう使つかいよ、物ぶつ騒そうなことを言っているが……既すでに魔法無効化は発動させている！」

「……ちっ、この煙けむりだね……」

　フィオは舌打ちする。

　どうやら、まだ漂ただよっている煙には魔法の発動を阻そ止しする効果があるらしい。

　どこからか飛んできて着地したのと同時に、マジックアイテムを使っていたようだ。

「しょうもない小細工するなー。偉えらそうなのか、ビビリなのかわかんないな」

「そこの神官、誰だれがビビリだ！　我は邪じや道どうな魔法使いに邪じや魔まをされたくないだけだ！」

「はっ、上等だ鎧よろい野や郎ろう！　剣で語りたいって言うならこのエイリスちゃん様が相手だ！」

「…………いや、我はそっちの剣けん士しと戦いたいんだが」

「神官じゃ不足とでも言うのか！」

「普ふ通つうに不足だ！　神官と魔法使いに用はない！　剣士よ、いざ尋じん常じように勝負！」

「……はあ、まあいいけど」

　ナギは気を削そがれているが、戦わないわけにもいかない。

　正確にはナギは剣士ではないが、わざわざ訂てい正せいするのも面めん倒どうだ。

「行くぞ、剣士よ！　我が剣を受けてみよ！」

　リビングアーマーが地面を蹴けって走り出す。

「…………っ！」

　ナギは、大きく目を見開いた。

　速い──っ！

　俺が敵を〝速い〟なんて思ったのは、いつ以来だ!?

　ガキーンと甲かん高だかい音とともにナギとリビングアーマーの剣が激げき突とつし、火花が散る。

　しかも重い、鋭い、鮮あざやかな太た刀ち筋すじ──！

「おお、やるではないか剣士！」

「そっちは別にたいしたことないな、しゃべる鎧！」

　ナギは強者であろうと、モンスターを褒ほめ称たたえる趣しゆ味みはない。

　ナギとリビングアーマーは激しく剣をぶつけ合う。

「くっ……！」

　ビシッビシッとリビングアーマーの剣がナギの身体からだをかすめていく。

　鎧をつけていないために、服をずばずばと斬られて幾いく筋すじもの傷が走る。

　すべてかすり傷だが、一つ間ま違ちがえば致ち命めい傷しように至る一いち撃げきばかりだ──

「どうした、剣士！　なにか心揺ゆれることでもあったか!?　剣けん先さきがブレているぞ！」

「は!?　別になにもな──あっ！」

　ナギはすぐに思い当たった。ついさっきの、フィオのボタン爆ばく発はつ事件──

　あんなものを見てしまった動どう揺ようが、まだ残っているのかもしれない。

「そうか、おっぱいだな!?　フィオるんのおっぱいを見て興奮しちゃったんだな!?」

「おまえ、ちょっと黙だまってろ！」

　こんなときだけ異様に察しのいいエイリスが騒さわいでいる。

「ナ、ナギ君！　落ち着いて！　わたしのおっ──胸のことなんか忘れて！」

「そうはいうけど、フィオるん。ナギナギくらいの歳としの男の子なら、女の子のおっぱいを見るのは、竜ドラゴンが突然現れるのと同じくらいの衝しよう撃げき的事件だぞ？」

「そ、そうなの……？　わたしの胸はドラゴン級……？」

　あのちびっ子！　なんで男のことならわかってます風なんだ！

「めったに見れないから動揺するんだけどな。つまり、フィオるんが定期的におっぱいを見せてやれば、戦せん闘とう時のナギナギへの影えい響きようは最小限で済む！」

「なっ、なるほど！　毎日、ナギ君におっぱいを見てもらえばいいのね!?」

　よく言った、エイリス様！　男のことをよくわかってるな！

「……って、そんなことできない！　こんな見苦しい脂し肪ぼうのかたまりなんて！」

「…………」

　フィオは、自分がどれだけ素晴らしいものを胸部に備えているか、理解してないようだ。

「っと、うおっ……！」

　バカなことを考えていると──ガキン、と鈍にぶい音が響いてリビングアーマーの斬ざん撃げきを止めきれず、ナギの身体がふわりと浮うき上がった。

「もらったぞ、剣士！」

　リビングアーマーが地面を砕くだく勢いで一歩踏ふみ出し、剣先を突つき出してくる。

　喉のどを狙った、稲いな妻ずまのような突き──

「ちぃっ……！」

　ナギは舌打ちして、空中に階段があるかのようにトントンと高く跳とんだ。

　空中歩遊エアステツプ──戦士が持つスキルだ。文字どおり、空中を駆かけるように歩く。

　リビングアーマーの頭を跳び越して、ナギはその背後に着地した。

　今のは危なかった──一つ間違えれば串くし刺ざしにされるところだった。

「……おまえ、いったい何者なんだ？」

　この疑問を解消しないわけにはいかなくなった。

　街中で襲ってきて、おまけにこの剣の腕うで前まえ──普通のモンスターではあり得ない。

「〝試練の聖せい域いき〟」

「試練の聖域……なんのことだ？」

　リビングアーマーのつぶやきに、ナギは応こたえる。

「我らが守護する神聖なる地のことだ。冒ぼう険けん者どもは、聖域に挑いどむことを〝グランドクエスト〟と呼んでいるそうだな」

「グランドクエスト……!?」

　ナギは、またもや驚かされてしまう。

　グランドクエストの話を忘れたわけではなかったが、ここでその名前が出てくるとは。

「ちょ、ちょっと待て。おまえ、グランドクエストの関係者……？　いや、まさかグランドクエストのボスなのか？」

「我はただ確かめに来ただけだ。我らが聖域に挑む愚おろか者が現れたと聞いてな」

「確かめる……？」

「見てのとおり、あたしは美少女だ！　ついでにフィオるんも美少女だ！」

「女の品定めに来たのではない！」

　リビングアーマーは、ツッコミのキレもなかなかだ。

「……まったく、過去に来たどのパーティよりも面めん妖ような連中だ……」

「うん、それはまあ……」

　ナギにも否定できないところだ。

　モンスター引き寄せ体質の暴走魔法使いにバーサーカー神官。

　グランドマスターであるナギも、人を異常だとは言えない。

「……ん？　過去に来たパーティ？　グランドクエストに挑んだパーティが前にも？」

　ナギの知る限り、グランドクエストは実在すら疑われている。

　過去にグランドクエストに挑ちよう戦せんしたパーティがいるなら、少なくとも実在は証明されているはず。

「いたとも言えるし、いなかったとも言えるな」

「はっきりしろーっ、男らしくない！」

「神官、うるさいぞ！　我は男でも女でもない！」

「え？　じゃあ恋こいは!?　恋はしないの!?　なにが楽しみで生きてんの!?」

「そんなものするか！　動く鎧よろいになにを期待しているのだ!?」

　どうやら、エイリスがいる限り、シリアスな空気は生まれそうにない。

「……どうも、オマエたちが来るとろくなことにならないようだな。力試しだけのつもりだったが……ここで死ぬか！」

「あなたが死になさい──〝氷界牢獄グレイシエル・ジエイル〟！」

　ドン、とフィオが杖つえを地面に叩たたきつけつつ魔法を発動させた。

　いつの間にか煙は晴れて、魔ま法ほう無効化が解けていたのだ。

　突とつ如じよ現れた、数十本の太い氷が檻おりとなってリビングアーマーを取り囲んでいる。

「魔法使いよ、この程度で我を封ふうじられるとでも思ったか！」

　リビングアーマーは剣けんを振ふるって、氷の檻を打ち砕いた。

　しかし──

「この程度であなたには充じゆう分ぶん──」

「これは……！」

　リビングアーマーが氷の檻を打ち砕いて外に出た瞬しゆん間かん。

　ナギは、鋭するどく踏み込んでその前に立っていた。

　彼の全身を、金色のオーラが包み込んでいる。

「〝練気爆身ブーステツド〟──！」

　戦士の上級スキルで、闘気を練り上げることで一いつ瞬しゆんだけ身体能力を爆発的に増ぞう幅ふくさせる。

　練り上げるためには、スキルを熟練させたナギでも五秒はかかるが──その時間は仲間が稼かせいでくれる。

「うちの魔法使いのご命令だ、死んどけ──！」

　ナギは増幅されたパワーとスピードでさらに踏み込みつつ、剣を一いつ閃せんさせる。

　銀色の軌き跡せきを描えがき、ナギの剣がリビングアーマーの胴を真っ二つに斬きり裂さいた。

　リビングアーマーの上半身と下半身が分断され、ドドッと地面に転がっていく。

「……お見事！　いい太刀筋だったぞ、剣士よ！」

「いや、まあいいんだけどさ、真っ二つにされてしゃべられると怖こわい」

　真っ二つにしたのは自分でも、怖いものは怖い。

「あ、そうだ。まだ生きてるならちょうどいい。わたし、訊ききたいことがあるの」

　フィオは、とことことリビングアーマーの上半身のほうへ近づく。

「あなたがグランドクエストからの使者なら──確認しておきたいの」

「なにが訊きたいかはわかっている。もちろん、オマエの願いは叶う」

　フィオはその言葉になんの反応も示さなかった。

　ナギは、よく知るはずの魔ま法ほう使つかいの意図が読めない。

　願いが叶う──グランドクエストのクリア報ほう酬しゆうのことか？

　あからさまなデタラメだと思っていた噂うわさが、真実だった……？

　そして、なぜフィオがそんなことを気にしている……？

「だが、それも我らが聖域の深しん奥おうにたどり着いてこそだ。オマエたちにできるかな？」

「ナギ君の強さは、あなたも見たでしょう」

「ふん……我より強い程度では、まるで足りぬ」

　リビングアーマーの兜かぶと、そのバイザーがカタカタと鳴った。まるで笑っているように。

「我は聖域の守り手──その一体に過ぎぬ。オマエたちの言い方なら──〝ザコモンスター〟とでもいうのかな？」

「あなたが、ザコ……？」

「待て待て待てっ、気になることがありすぎだけど……グランドクエストにはおまえみたいなのがゴロゴロしてるっていうのか!?」

　ナギは我が慢まんしきれずに口を挟はさんでしまう。

　リビングアーマーは高難度クエストのボスと言っても過言ではないレベルの強さだった。

　ナギに動揺があったとはいえ、ここまで手こずった相手はそうはいない。

「そう……それならいいの」

「いいのか!?」

　フィオのつぶやきに、ナギはぎょっとする。

「グランドクエストは、それくらいじゃないと困る。簡単にクリアできるようじゃ、信しん憑ぴよう性せいが怪あやしい。エイリスちゃんが神官っていうのと同じくらい怪しい」

「その付け足しはいるのかなっ!?」

　珍めずらしく、エイリスがツッコミに回っている。

「いや、本当に待ってくれ。フィオはグランドクエストのこと、なにか知ってるのか？」

　ナギは名めい称しよう以外はなにも知らない。

　他のパーティメンバーもそんなものだと思っていたが……。

「……し、知らない」

　知っているらしい。

　あからさまに目を逸そらされると、ナギとしては少しショックだ。

「すべては、聖域に挑めばわかるだろう。笛を吹ふき鳴らすとき、試練への扉とびらは開かれる。剣けん士しよ、楽しい斬り合いだった──」

「…………っ！」

　リビングアーマーの上半身から煙けむりが噴ふき出し、ナギはとっさにフィオをかばった。

　今度は、煙はすぐに晴れて──

「なんだ、あれ？」

　真っ二つになったリビングアーマーの身体からだは消え去り、そこにはずんぐりした薄うす黄色の物体が落ちていた。

「角つの笛ぶえ……？　笛がどうとか言ってたけど、これか……？」

　ナギは、つんつんと剣けん先さきで角笛をつつく。

　まさかと思うが、持った途と端たんに呪のろいが発動しないとも限らない。

「おー、すっげー魔ま力りよくを感じるな。これはたぶん名のある逸いつ品ぴんだ！」

「って、エイリス！　あっさり拾うなよ！　呪いでもかかってたら──」

「あたしを呪ったら、呪いが三倍になって返っていくよ？」

「……なんか、そんな気もするな」

　この神官にしてみたら、呪いなんて可愛かわいいものなのかも。

　リビングアーマーの最後の言葉を信じるなら、これがグランドクエストに挑むための鍵かぎなのか──

「まあ、ナギナギよ」

「なんだよ」

「こいつぁ、面白くなってきたぜ！」

「……そうかなあ」

　リビングアーマーの強さや、思わせぶりな台詞せりふを聞いたあとだと、嫌いやな予感しかしない。

　ただ──

「じぃーっ」

　フィオも、興きよう味み津しん々しんでエイリスが持つ角笛を睨にらんでいる。

　やはり彼女はグランドクエストになにか思うところがあるようだ。

　グランドクエストのことは後回しにしてきたが──

　どうやら逃にげてばかりではいられないらしい。



















　　　４　告白優先のグランドクエスト




「というわけで、グランドクエストへ出発しまーす！」

「ちょっと待った！　いきなりなんなんだ!?」

　エイリスの宣言に真っ先にツッコミを入れたのは、ミフユだった。

　さすがはパーティの斬り込み隊長、素早い。

　早朝、紅い戦団レツド・バトリオンのアジトである屋や敷しき。

　その玄げん関かんに、パーティメンバーが装備を調え、勢せい揃ぞろいしている。

　リビングアーマーの襲しゆう撃げきから一週間後。

　ナギの剣と鎧も研ぎと修復から戻もどってきている。

　というより、ナギの装備が戻ってくるのを待っていたというか。

「僕は、凶きよう暴ぼうなモンスターに脅おびやかされてる街を救いに行くって聞いたぞ！」

「ああ、それ噓うそだから」

「エイリス殿は神官だろう！　噓ついていいのか!?」

「にこっ」

「にこっ、じゃない！　笑うところか、そこ!?」

　聞いているだけで頭が痛くなる会話だった。

　ミフユはもっと頭痛が酷ひどそうだが。

「騒さわがしいですわよ、ミフユさん。ですが、わたくしも気になりますわ。本当にグランドクエストに挑戦するのですか？」

「グランドクエストっていうくらいだから、お宝ざっくざくだよ？」

「見損なってもらっては困りますわ！　わたくし、宝などに興味はございません！」

「盗とう賊ぞくだよね、レイっち!?」

「…………」

　さすが、俺のパーティはひと味違ちがうぜ。

　エイリスすらもツッコミに回らせる逸いつ材ざいがいる……！

　などと、ナギが感心していると。

「うーん、グラクエですか。食料と水、三日分しか用意してないけど足りますかね？」

「というか、さすがにルティは来ないほうがいいんじゃないか……？」

　ナギは、幼なじみの冒ぼう険けんメイドがしぶといことはよくわかっている。

　それでも、戦せん闘とう能力を持たない彼女にグランドクエストは危険すぎる。

「ですが、ご主人様。私の役目は荷物を運んでお世話をするだけではないんですよ？」

「ん？　他になにかあったか？」

「皆みなさんの命が散ったとき、きっちり遺体も回収しますよ？」

「ありがとよ！」

　半分は冗じよう談だんだろうが、重要な役割ではある。

　ナギ自身はどうでもいいが、仲間たちの遺体はご家族に届けてあげてほしい。

　いや、仲間を死なせるつもりはさらさらないが。

「……それで、フィオは？　フィオはいいのか？」

「えーと、これだけあれば足りるよね」

「んん!?　フィオ、それって……」

　フィオは、ポーチからポーションの瓶びんを一本取り出し、中身が入っていることを確かめている。

「最高級の魔力回復ポーション。一本で四人家族が三ヶ月暮らせるお値段だね」

「それ、虎とらの子のポーションだよな……」

　高価なだけでなく、めったに入手できない。

　一部の店でごく稀まれに入荷するのを買うか、高難度以上のダンジョンでのみ入手が可能だ。

　紅い戦団でも所有本数はわずかで、フィオに管理を一任していたが……。

「十二本、全部持っていく。これだけあれば、街どころか国を一つ更さら地ちにできるね」

「するな、するな。冗談じゃないのが恐おそろしい……」

　単純な火力ならば、フィオがパーティで一番だ。

　それに加えて、強力な魔ま法ほうで消費した魔力を全快させるポーションがあれば──

　グランドクエストよりも、この魔法使いのほうが恐ろしくなってくる。

「とりあえず、フィオもやる気なんだな」

　ナギにとって一番大事なのはフィオの意向だ。

　ただ、リーダーとしてはこれだけの重要事では全員の意見を聞かなければならない。

　正直なところ、ナギとしては本当に挑ちよう戦せんするのかまだ決めかねているのだが。

「じゃあ……レイアとミフユは？」

「情報が足りませんわね。ただ、リーダーの決定には従いますわよ」

「……驚おどろきはしたけど、どんな試練だろうとサムライは怯ひるまない。武士道とは死ぬことと見つけたり」

「いや、死ぬ気はないって……」

　レイアだけでなく、ミフユも決して積極的に賛成というわけでもないようだ。

「おー、おー、みんな揃そろっておるな！」

「え？　団長？」

　ナギが振ふり向くと、いつの間に現れたのか、団長の姿があった。

「角笛も手に入れたのじゃな。これでグランドクエストに出発できるな！」

「……やっぱ、これを鳴らすとグランドクエストにご招待ってわけなのか？」

「うむ、なにも難しいことはない。そいつを鳴らせば、お迎むかえがやってくるじゃろうて」

「本当にそうなのか……」

　ナギには、エイリスが持つ角笛が破は滅めつをもたらす呪いのアイテムに見えてきた。

「実はの、わらわも昔、グランドクエストに挑いどんだことがあった」

「えっ!?」

　このちびっ子団長は突とつ然ぜんなにを言い出すのか。

「わらわがまだ冒険者だった頃ころ……最高と断言するにいささかのためらいも必要ない仲間たちとともにな」

「そ、それで……？　どうなったんだ？」

　ナギは、ごくりと唾つばを吞のみ込む。

　未いまだ謎なぞだらけのグランドクエスト──その経験者がこんな間近にいたとは。

「はははっ、どうにもならんかったわ！」

「なんだそりゃ!?」

「詳くわしくは言わんほうがいいじゃろう。だがまあ、〝門もん前ぜん払ばらい〟に近かったの」

「全然意味がわからんのだけど……」

　よほどヤバいことが起きたことだけはわかるが、それ以上の情報がほしい。

「行けばわかるし、行かねばいくら言葉を重ねてもわからぬよ」

「……試しにでも言ってほしいところだけどな」

「ナギ君、しょうがない。年寄りはもったいぶるものなんだよ」

　フィオが、ぽんとナギの肩かたを叩たたいて言った。

　相変わらず、団長には含ふくむところが多分にある魔ま法ほう使つかいさんだった。

「はっはっは、大だい丈じよう夫ぶじゃ、そなたらなら心配いらんじゃろ。わらわが見てきた中で、紅い戦団は一番のパーティじゃ」

「それは当然！　わたしとナギ君がいるんだから！」

　フィオがきっぱりと答える。

　そこは、他のメンバーも含めるところだろうが、だいたい彼女はいつもこんな感じなので誰だれも気にしない。

「おっと、そうじゃ。忘れとった」

「なんだ、団長？」

「遺ゆい言ごんを預かっておこう。誰に渡わたせばよいか、きちんと宛あて名なも書いておけよ？」

「生きて帰ると思ってないな、あんた！」

　全然大丈夫でもなんでもないようだ。

「遺言なんかいらない。わたしたちはみんな、帰ってくるんだから」

「そうか、そうか。若者は向こう見ずでいいのう。さあ、エイリスよ。その角つの笛ぶえを思い切り吹ふき鳴らすがよい！」

「よっしゃー！」

「って、ちょっと待て！　まだ準備が──」

　ナギが慌あわててエイリスを制しようとしたが、遅おそかった。

　よく晴れた空に、高々と角笛の音が鳴り響ひびいていく──

「吹いたよ、吹いたよ、吹いちゃったよ、このバーサーカー神官！」

「遅かれ早かれ吹くんだから、同じことだよ、ナギナギ」

「同じじゃねぇーっ！」

　少なくともナギは、まだ心の準備もできていない。

「あっ、ナギ君、あれ」

「なっ、なんだ……？」

　フィオが杖つえの先で空の一点を指している。

　そこには、ぽつんと黒い点が見えていて──その黒い点はみるみる大きくなっていく。

「お、大おお鷲わしか……!?」

　全身が真っ黒な毛皮に覆おおわれた、巨きよ大だいな鷲──に見える生き物が飛んできている。

　ナギは素早く剣けんを構えて、仲間たちの前に立つ。

　そのときには全員が同じように武器を構えている。最強パーティの名は伊だ達てではない。

「ああ、警けい戒かいせずともよい。あれは敵ではないぞ」

　と、団長が笑ってひらひらと手を振った。

　あっという間に大鷲は屋敷の前まで飛んできて、風を巻き起こしながら着地した。

「ほれほれ、可愛かわいいもんじゃろ？」

「か、可愛くは……ないと思う」

　少なくとも、大鷲はナギの好みではない。

　明らかに普通の鳥類と違う。とてつもない巨きよ体たいで、口は人間を一吞みにできそうだ。

　足は四本ある。その巨大な足を振るえば、岩をも軽々と砕くだくだろう。

　確かに、殺気や敵意は感じられないが……。

「その大鷲が、グランドクエストからのお迎えじゃよ。そいつに乗れば、そのまま案内してくれるじゃろう」

「こいつに乗るのか……？」

　巨大な鷲の背中には、六人どころかその倍でも余よ裕ゆうで乗れそうだ。

　だが、この得体の知れない巨大生物に命を預けるのは気が進まない。

「おーいおーい、みんな早く乗って乗って！」

「って、もう乗ってる!?」

　既すでにエイリスが大鷲の背中に乗り、ぶんぶんと手を振っている。

　別に大鷲は機き嫌げんを悪くしたようでもない。

「ナギ君、大丈夫。この子の背中、ふかふかだよ」

「フィオまで……」

　フィオも、大鷲の背中にしがみつくようにしている。

　やはり、この魔法使いはやる気満々らしい……。

「本気で行くのか……」

　ナギは、ルティたちの顔を見回す。

　グランドクエストは成り行きで挑戦するようなものではないだろうが……。

　紅い戦団らしいと言えば、そうなのかもしれない。

　ため息をつきながら、ルティたちも大鷲に乗っていく。

「……なあ、団長」

「なんじゃ？」

「グランドクエストっていうのは……いったいなんだ？　別に、ギルドがクエストを出してこっちが受注するってわけじゃないんだな？」

「資格を得た強つわ者ものたちの前に使者が現れる。遠き神々の時代に、女神とモンスターとの間に結ばれた盟約に基づき、試練は発動する──」

「さっぱりわからんけど……」

「グランドクエストは、クエストであってクエストにあらず。冒険者ギルドでも、グランドクエストについて知っておるのは今やわらわだけ。そのわらわでも、多くは知らぬよ」

「ほとんど情報増えてないんだが……大丈夫なのかな、本当に」

　ナギはまだ納得できないものを感じつつも、大鷲のふかふかした毛皮を摑つかんだ。

「……そういや、クエスト名なんてあるのか？」

「あるぞ」

　団長は、にやりと笑って──

「〝生きた古城オートキヤツスル〟」







　大鷲は、雲海の上を滑すべるように飛んでいく。

「きゃっほーうっ、すげーっ、この大鷲君、すげーっ！」

「落ち着け、エイリス！　というかめっちゃ高いぞ、本当に大丈夫なのか！」

　紅い戦団の六人は、大鷲の背中にしがみついている。

　屋や敷しきの前から飛び立った大鷲は、瞬またたく間に地上が見えないほどの高さまで上じよう昇しようして。

　そのまま、もうずいぶん長い間飛び続けている。

「俺たち、どこへ連れて行かれるんだ……？」

「まあまあ、ナギナギ。せっかくの空の旅を楽しまなきゃ損だぞ？」

「おまえくらいなんでも楽しめたら、人生は幸せしかないだろうな……」

　エイリス以外のメンバーは、さすがに緊きん張ちようした顔だ。

　のんきなルティですらも、落ち着きなく周りを眺ながめ回している。

「大丈夫、ナギ君。なにがあってもわたしがナギく──みんなを守るから」

「…………一応、俺がリーダーなんだけどな」

「あ、そうだった」

　フィオは、軽く苦笑する。困った笑顔も、また可愛い。

「でも、わたしはいつもみんなを危険に巻き込んじゃってるから。だから、守るの」

「……ああ」

　物ぶつ騒そうな発言も目立つが、フィオはなんだかんだで仲間想いなのだ。

　そうか、フィオがいるのに──まだ挑んでもいないクエストにびびっていてどうする。

　ナギは、ぐっと歯を食いしばって前に向き直った。

　正面に、分厚い灰色の雲が迫せまってくる──







　灰色の雲に飛び込んだ大鷲は、そのまま雲の中を突つき抜ぬけて。

　羽ばたきながら、ゆっくりと着地した。

「……………………」

　ナギが最初に地面に降り、パーティメンバーたちも続いてくる。

　全員が無言だった。

　降り立った場所は、長い階段だ。

　少なく見積もっても、二百段以上はありそうだ。その階段のなかばくらいのところに、ナギたちはいる。

　ここがどこなのかはわからない。

　冒ぼう険けん慣れしたナギは精密な世界地図を頭に描えがけるが、大鷲の速度や飛び立った方向だけで現在地を推測するのは難しい。

「あれが──生きた古城オートキヤツスルか」

　ナギが、ぼそりと言った。

　階段の先には巨大な石造りの門が建っている。

「……というか、ここはなんですの？」

「なんですのって、階段だろ」

　レイアの疑問に、ナギが即そく座ざに答えた。

「階段って……これのどこが階段なんですのっ！」

　ビシッとレイアが階段──いや、目の前の壁を指差した。

　そう、形状そのものは間ま違ちがいなく階段なのだが、大きさが桁けた違ちがいだ。

　一段が、ナギの身長よりも高い。

　手をめいっぱい伸のばして、なんとか次の段に届くくらいだ。

　その階段が、延々と続いている──見たこともない、異様な光景だった。

　そして、階段の先の門からはぐるりと城じよう壁へきが延びている。これも並の城壁とは比べものにならない高さだ。

　まるで、自分たちが小こ人びと族ぞくになったように思えてくる。

「おい……あれはまずいぞ、ナギ殿どの」

　ミフユが緊きん張ちよう感かんに満ちた顔で、城壁のあたりを睨にらんでいる。

　その頰ほおに伝っているのは、冷や汗あせだろうか。

「なんだろうな、あれは……」

　ミフユが睨んでいるものに、ナギも既に気づいていた。

　城壁のあたりに、虫が飛んでいる。

　全体に丸く、羽のある虫だ。だが大きさは、炎竜以上の巨体かもしれない。

　かなり遠いのに、耳障りな羽音が響いてくる。

　いや、いるのは虫だけではない。

　いくつも脚あしがある巨大な蛇へびのようなモンスターが城壁を這はい回り、城壁の向こうをずんぐりした身体からだに手足だけがついた奇き妙みような巨きよ人じんが歩いている。

　なんというか──すべてがでかい。

「見たことのないモンスターばかりなのですけど……というより、あれはモンスターなのか疑問ですわ」

　パーティの中では、レイアがもっとも視力に優れている。

　ただ、ナギにも見覚えのない化け物ばかりだということくらいはわかる。

　紅い戦団は多くのクエストをこなし、相当な数のモンスターを見てきた。

　そんなナギたちでも、城壁をうろついているモンスターは、まったく見覚えがないものばかりだ。

「こりゃ、ギルドの調査官たちが大喜びするな。あいつら、亜あ種しゆを新発見しただけで大おお騒さわぎしてるもんな……」

　ナギは、ぼんやりモンスターたちを眺めながらつぶやいた。

「うおっ!?」

　突とつ然ぜん、城壁の向こうで魚が跳ねた。

　これもまた、小山くらいある巨きよ大だい魚だ。まるで水面から飛び出したように空中を舞まうと、ゆっくり姿を消していった。

　まさか、城壁の向こうが海か湖になっているわけではないだろうが──

　あの魚も、人間の一人や二人は一口で吞のみ込んでしまうだろう。

「あー、ナギナギ、ちょっと」

「……うん？」

　振ふり向くと、エイリスが大おお鷲わしの足をポンポンと叩たたいている。

「大鷲君がこう言ってる。〝おまえら、帰るんならさっさと乗れや〟って」

「……意外と砕けた口調なんだな」

「ちょっとお待ちになって！　わたくしたち、帰れるんですの!?」

「お屋敷まで飛んでってくれるって言ってるよ」

「……なんでエイリスは、大鷲の通訳ができるんだ？」

「清い心があれば、動物とも心を通わせられるのさ……」

　うっとりしているエイリスは、大変にウザい。

　しかし、そんな意味のない噓うそもつかないだろう。

「まあ、伝説のグランドクエストの一いつ端たんを見られただけでも充じゆう分ぶんですよね。お弁当はつくってきたので、大鷲さんの背中でランチといきますか」

「そ、そうですわね。あまり清潔そうなお城ではありませんし、あんなところに行ってもせっかくの服が汚よごれるだけですわ」

「僕はどこだろうが斬きり込むが……城しろ攻ぜめなら入念な準備をするべきだな、うむ」

　どうやら、ルティとレイア、ミフユの三人は撤てつ退たいに賛成のようだ。

　はっきり言って、ナギも今すぐここから脱だつ出しゆつしたい。

　あの城は──尋じん常じようではない。

　団長の言葉の意味が、充分すぎるくらいわかってしまった。

　どうにもならなかった、門もん前ぜん払ばらいだった──

　それはそうだろう。あの城と、その周りをうろついている化け物たちを見ればこのまま突とつ入にゆうしようという気にはなれない。

　巨大なだけのモンスターなら、ナギたちは何度も見てきている。

　だが、あの城にいるモンスターたちは次元が違う。

　遠く離はなれているのに、圧あつ倒とう的なまでの威い圧あつ感かんがビリビリと感じられる。

「どいつもこいつも、化け物だな……」

　城のモンスターたちと比べたら、あの炎竜レツドドラゴンが可愛かわいく見える。

　団長とその仲間たちも、今のナギたちと同じ光景を見て──

　即座に引き返したのだろう。

　グランドクエストに挑いどめるほどの実力者だからこそ、あの古城がどれほど危険なのか理解できてしまう。

「あれは……無理だな。引き返そう」

　きっぱり断言するのが、リーダーの務め。

　臆おく病びようと思われようが、ナギが言わなければならなかった。

「ううん、わたしは行くよ」

「え……？」

　引き返そうとしたナギは、ぴたりと足を止めた。

　フィオはまっすぐに城門を見つめて──いや、睨んでいる。

「ちょ、ちょっと待て！　フィオ、本気か!?」

「グランドクエストをクリアするために来たんだもん。本気だよ」

「それはそうだけど！　あそこの化け物たちを見れば、無理だってわかるだろ!?」

「ナギ君、わたしたちは最強のパーティだよ」

「ん……？」

　フィオは、まだナギのほうを見ない。

「わたしたちは最強なんだから。これ以上は、強さが劇的に変わるってことはないよ。だから、今クリアできなかったらずっとクリアできない。違う？」

「そ、それは……」

　誰だれにでも伸びしろというものがある。

　ナギのパーティはほとんどが十七、八歳くらいだ。エイリスはもっと若い。

　普ふ通つうに考えれば、まだ成長する可能性は充分に残されている。

　だが、ナギ以外の全員も、各職業のスキルをほとんど極めている。

　これから急激に強くなるということはあまり考えられない。

「だったら今しかない。ナギ君、そう思わない？」

「う、ううーん……」

「わたしたちの力は今がピークかもしれない。だったら今挑んで、グランドクエストクリアっていう団長ちゃんでも手に入れられなかった栄えい誉よを手にする最大のチャンスがまさに訪れてると言わざるを得ないと思うの」

「う、うむむむ……」

「……なんだか、凄すごい勢いで畳たたみかけられてますよ、うちのご主人様」

「……ナギさんってたまに凄くお馬ば鹿かさんのような気がしますわ」

「……勢いで押し切るのも兵法の一つ。さすがフィオ殿だ」

「あはははー、フィオるんが言ってることもあながち間違いでもないしねー。ナギナギがチョロいのは確かだけど」

　仲間たちがリーダーを全力でこき下ろしているのはともかく。

　少なくともフィオは、引き返すつもりはまったくないらしい。

「だから行こう、ナギ君。大だい丈じよう夫ぶ、悪いようにはしないから。ナギ君の身も心もわたしが守ってみせる！」

「……前衛が魔ま法ほう使つかいに守られてどうするんだろう」

「というか、わたくしたちは守っていただけないのかしら」

　ナギだけでなく、レイアも不満そうだ。

「でも、フィオ。城壁にいる連中だけでも、相当に厄やつ介かいそうなんだけど。城の中に入ったら、まだとんでもないのがいるんじゃないか？」

「とんでもないのが来た、と思うのは城にいる連中だよ。わたしたちは、地上最強のパーティなんだから」

「めっちゃ楽天的だなあ……」

「恐おそれるものはなにもない！　わたしは行くよ、ナギ君！」

「ちょっ、フィオっ!?」

　フィオは、しゅたっと跳とび上がって自分の身長よりも高い壁──階段を一段ずつ駆かけ上がっていく。

　体力のない魔法使いとはいえ、フィオほどのレベルになればハンパな戦士よりも身体能力で勝っている。

　この巨大すぎる階段も、軽々と昇のぼれるのだ。

「なっ、なんであんなにやる気なんだ……？　エイリスの悪あく影えい響きようか？」

「こらこら、失敬な。フィオるんは、元からあんなもんじゃない？」

「……そんな気もする」

　フィオは普ふ段だんはぼーっとしていても、クエストとなれば別人のようにやる気を見せる。

　そもそも、無む謀ぼうだの命知らずだのと言われながら、三年も初級クエストに挑み続けていた少女なのだ。

「ナギさん、フィオさんを止めてくださいまし！　おヤバいですわよ！」

「〝お〟をつけるところ、おかしくないか？」

「そんなことはどうでもいいんですの！　あれが見えないのですか！」

「あれって……うおおっ!?」

　フィオに気を取られて、門や城じよう壁へきから注意が逸それていた。

　門のあたりに、モンスターたちが集まりつつある。

　巨大な蛇や羽虫、それに魚までが門を出て階段のほうへ降りようとしている。

　今まさに門へと駆け上がって行っているフィオの正面──

「フィオ、止まれ！　いくらなんでも一人じゃ──」

「爆はぜよ──無限爆裂インフイニツト・バースト！」

　フィオは大きく魔ま法ほうの杖つえを振り下ろし、その先せん端たんから凄すさまじい魔力が迸ほとばしる。

　門の周辺で、とてつもない轟ごう音おんを響ひびかせながら、爆ばく発はつが起きた。

　太陽が生まれたのかと思うほどのまばゆい光が生じて、周囲が真っ白に染まっていく。

　無限爆裂──

　数十の大爆発を同時に起こし、爆発が爆発を拡大・増ぞう幅ふくさせていく大規模破は壊かい魔法だ。

「いきなりアレを使うのかよ……！」

　ナギは、目を見開いて魔法が直撃した門のあたりを凝ぎよう視しする。

　フィオも、これまでにほとんど使ったことはない。

　威い力りよくが大きすぎるのと、魔力の消費が激しすぎるのが難点なのだ。

　あの爆発を見た感じ、おそらくフィオは魔力の大半を費やしたのでは。

「凄まじい威力ですわ。今さらですが、フィオさんは未知のモンスター以上の怪かい物ぶつですわね……」

　レイアが呆あきれてつぶやいている。

　爆発の煙けむりが晴れていき、そこにいたはずの巨大モンスターたちの姿はまったく見当たらなくなっていた。

　あれほどの大爆発だ。あのとんでもないモンスターたちも一いつ掃そうされてしまったらしい。

　だが、その代だい償しようは──

「んくっ、んくっ…………ふぅー……今日のポーションはよく染しみる……！」

　フィオは高級ポーションをがぶ飲みして、魔力を回復させている。

　最初から全力全開、出し惜おしみをするつもりはないようだ。

「あのー、皆さん。モンスターが全部吹き飛んだのは凄いですが、門は傷一つついてないような……？」

「うお、ホントだ……！」

　ルティの指し摘てきに、ナギはぎょっとする。

　門どころか、周りの城壁も派手に吹っ飛ぶほどの爆発だったというのに。

「……そういや、団長が〝生きた古城オートキヤツスル〟とか言ってたな」

　もしかすると、厄介なのはモンスターだけではなく──

「この古城そのものが敵なのかもしれませんわね」

　レイアもナギと同じことを感じたようだ。

　仕掛けだらけで、ダンジョンそのものが強敵というクエストも珍めずらしくはない。

「突とつ破ぱ口こうは開いた！　一気に行くよ、もうわたしは止められない！」

「ああっ、こら待てフィオ！」

　ナギの制止も聞かずに、フィオはまた階段を駆けていく。

　エイリスをバーサーカーとか言っていたが、今のフィオも充じゆう分ぶんに暴走している。

　止めるべきか、ともに行くべきか──

　リーダーとして決断するのか、フィオに恋こいする男として決断するのか。

　迷っている時間はない──







「よし、グランドクエストに挑もう」

「ちょっと、本気ですの!?」

「ご主人様、いきなりの心変わりですね！」

「勇気と無謀は別物だぞ、ナギ殿どの！　いや、武士は一歩も退かないが！」

　ナギの宣言に、当たり前だがメンバーたちは反発する。

　エイリスだけが、面白そうに成り行きを見ている。

「まあ、せっかく来たんだし引き返すのももったいないと思わないか？」

「そんな、ちょっとお買い物に来たみたいに言われても」

　ルティが呆れた目を向けてくる。

「いやほら、さっきの化け物たちもフィオが軽く一掃したじゃないか」

「軽くはありませんわ。あれはフィオさんの最強魔法の一つでしょう。ポーションがあっても、連発できるものではありませんわ」

　そのフィオは、今は足を止めている。

　ポーションで魔力は回復しても、あれだけの大魔法を使ったあとだ。そう簡単に動けるようにはならない。

　とはいっても、今すぐにでも駆け出してしまいそうではある。

「言うまでもないが、ダンジョンは奥へ進むほど敵も強力になる。外周をウロウロしてたあの虫たちは一番のザコって可能性も高いぞ」

　ミフユも、冷静なツッコミを入れてくる。

　残念ながら、いちいちもっともな意見だった。

「でも、俺とフィオだけで行くなんて絶対言わないぞ！　みんなにもついてきてもらう！　来てくれないと俺とフィオの命がヤバいから！」

「言い切りましたわね！　わたくしたちも相当な危険に挑いどむことになるんですわよ!?」

「グランドクエストのクリアは冒ぼう険けん者には最高の名めい誉よだぞ。レイアも、〝盗とう賊ぞくというより単なるケンカの強い美人〟なんて言われることもなくなるし」

「そんなこと言われてるなんて初耳ですわ！」

「あっ」

　冒険者の間では有名な話なので、てっきり本人も知っているかと思っていた。

「そ、それはともかく……ミフユは自分の剣けんを最高のクエストで試してみたくないか？　あれだけでかいモンスターだらけなら、切り刻み甲が斐いがあるだろ。たぶん、血とか凄い噴ふき出るぞ」

「人を猟りよう奇き殺さつ人じん鬼きみたいに言わないでくれるか……？」

　どうやら、サムライのご機き嫌げんを損ねたらしい。

　ミフユは、刃は物もので敵を斬きるのが生き甲斐だと思っていたが……。

「んー……私はついて行ってもいいですよ」

「本当か、ルティ！」

　激しい戦せん闘とうが予想される以上、ルティは来ないほうがよさそうだが、同意してくれたのは嬉うれしい。

「ええ、ご主人様に従うのがメイドの役割ですから……それに、ご主人様のお手がついたからには、身も心も捧げ、いやらしい欲望も満たせるように常におそばにいないと」

「お待ちなさい！　ナギさん、あなた立場を利用してルティさんに迫せまったんですの!?」

「ナギ殿、そこに直れ！　こ、こここここ、これだから男というものは……！」

「待て待て、待て待て待てっ！　とんでもない大おお噓うそをつくな、ルティ！」

　ナギは、武器を構えるレイアとミフユを制しつつ、ルティを睨にらむ。

「お手つきでもなんでもなーいっ！　こんな怪あやしげなメイドに手を出すわけないだろ!?」

「可愛かわいい冗じよう談だんに、グサリと来る反論をしてきますね、ご主人様」

「全然可愛くない……」

　この幼なじみの容姿はともかく、性格も可愛いとは口が裂さけても言えない。

「……って、フィオ、走り出してる！　もうちょっと待っててくれたらいいのに！」

　これ以上モタモタしていたら追いつけなくなる。

「俺は行く。フィオを見捨てるくらいなら、パーティが全ぜん滅めつするほうがまだマシだ！」

「……それはまあ、なかなかにお勝手なことですが……なぜ、そこまでするんですの？」

「なぜって……」

　そもそも、どうしてフィオは単独でも突とつ撃げきしようとしているのか。

　フィオには元から謎なぞがあった。

　彼女は、モンスターを引き寄せる体質のせいで三年間も初級クエストを失敗し続けて、それでもあきらめなかった過去がある。

　普ふ通つうなら、挫ざ折せつしていても不思議はない──いや、そうなるのが当然だろう。

　だが、フィオはそうはならなかった。

　フィオには、なにか隠かくしていることがある。

　俺は、その謎を知りたいのか──？

「違ちがうな。違う」

「はい？　なにがですの？」

「俺がフィオを見捨てない理由なんて一つしかない」

　それは単純にして、パーティのリーダーなんてこともまったく関係なく。

　ナギ・スレインリードにとって、もっとも重要な感情はたった一つ。

「そうだな、理由を言わなきゃダメか。みんなを連れて行くんだしな」

　ナギは、一いつ瞬しゆんだけ思考する。

　長い冒険者生活で、瞬しゆん間かん的な判断を要求される場面はいくつも経験してきた。

　今まさに竜ドラゴンの爪つめが迫ろうとしているときに、熟考などできるはずもない。

　だが、周りからはただの思いつきに見えても、ナギは瞬時に正解を出すことができる。

「俺たちは、みんな仲間だからだ！　フィオがやるなら俺たちもやる！　みんなの力を合わせてグランドクエストをクリアして、紅い戦団は史上最高のパーティになる！」

　ナギは、高らかに宣言する。

　もちろん、そんなものは大噓だ！

　グランドクエストをクリアしたら──今度こそ、フィオに告白する！

　ここまで何度も何度も告白に失敗してきたが、グランドクエストならばきっかけにするには充分すぎる大おお舞ぶ台たいだ。

　遂ついに、遂に、俺とフィオが結ばれる日が──！

「……なぜでしょう。ナギさんがなにか妄もう想そうしているのがありありと伝わってきますわ」

「奇き遇ぐうだな、僕も心なしかナギ殿の口元が緩ゆるんでいるように見える」

「ナギ──ご主人様は、昔から隠し事ができないんですよねえ。お馬ば鹿かさんですから」

「はー、ナギナギはヘタレなのに妄想だけは一丁前だな！」

　ああ、仲間たちも俺が勇気を出せば祝福してくれるよな、きっと……！

「行くぞ、みんな！　俺たちの栄光はこの道を突つき進んだ先に待ってる！」

「……はぁ、仕方ありませんわね。仲間といえども、ナギさんたちは平民。彼らを守るのが高貴な者の義務ノブレス・オブリージユというものですわ。決して、ナギさんに言われたから尻尾しつぽを振ふってついていくわけではありませんわよ！」

「武士は相あい身み互たがい……ナギ殿と肩かたを並べる剣けん士しであるためにも、行くしかない。そうだ、わた──僕は剣士なんだ」

「はー……ご主人様は無茶ばかりなんですから。結局、遺体回収役ですか」

　駆け出すナギの後ろで、仲間たちの決意の声が響く。ありがたいことだった。

「ま、結局パーティのみんな、チョロいってわけだなー」

　エイリスだけが、なにか違った思おも惑わくを持っているようだが。

　ナギは振り向かなくても、全員がついてくることはわかっていた。

　最強のパーティ、紅い戦団。

　こうしてノリと勢いで動いてこそ、最強にまで至ったのだ。

　目の前にぶち壊こわし甲斐のある壁かべがあるのだから、走り出すのは当然だ。

　グランドクエストに思わずビビってしまったが、フィオがいつもの自分たちを思い出させてくれた。

　ナギは走りながら、先を進むフィオの背中をじっと見つめ続けている。






















「ナギ君……と、みんな！」

　ぱああああっ、とフィオが満面の笑みを浮うかべた。

　ナギたちは、あっという間にフィオに追いつき、門のすぐ前で合流した。

　やばい、やっぱフィオ可愛い。

　ナギは突とつ入にゆうを目前にしているというのに、頰ほおが緩みそうになった。

　美人は三日で飽あきる──なんて格言が、ミフユの故郷にあるらしい。

　だが、フィオは飽きるどころか、見れば見るほど好きになる。

　あんな笑顔を見せられればなおさらだ。

　それにしても俺は、これまでなにをやっていたんだろう。

　上う手まくいけばあの笑顔を独ひとり占じめにできるのだ。

　いや、それどころか笑顔を見るだけでなく、あんなこともこんなことも！

　無意識に命の危機を感じているからこそ、子孫を残したい的な欲よく望ぼうがたかまっているのだが、ナギはそこまでは気づかない。

「悪かったな、フィオ。俺たちは仲間なんだ。行くなら一いつ緒しよだぞ！」

「ナギ君……とみんな！」

　ナギとフィオは、身体からだをくっつける勢いで接近し、見つめ合う。

「なんでしょうね。フィオ様、私たちを思いっきりおまけ扱あつかいしてる感が凄すごいです」

「……最高難度のクエストを目の前にしてイチャつける神経がわかりませんわ」

「もうなんでもいいから、斬りまくってやりたい気分になってきた……」

「あははー、人間模様が複雑だね……って、逃にげたほうがよさそうだよ、みんな！」

　仲間たちがぶつぶつと愚ぐ痴ちっていると──不意に、エイリスが警告を発した。

　そのときには、全員が危機を察して動いていた。

　どれだけふざけていても、最強パーティと呼ばれているのは伊だ達てではない。

　城門を塞ふさぐ二枚の巨きよ大だいな扉とびらが突とつ然ぜん外側に向けて開き始め──

　開いた扉に鋭するどいスパイクがびっしりと生じて、ナギたちに食らいついてきた。

　まるで、門そのものが巨大な怪かい物ぶつの顎アギトと化したかのようだ。

「生きた古城オートキヤツスルか……なるほど、こりゃすげぇや！」

　ナギは、食らいついてくる門もん扉ぴに動じずに、抜ぬき放った剣でスパイクを受け止める。

　スパイクの一本一本は、人間の頭部など一いち撃げきで粉こな微み塵じんにするほどに大きい。

　炎竜の牙きばよりも大きく、鋭く──嚙かみついてくるかのような攻こう撃げきは、まともにくらえばそれこそパーティが一撃で全滅していただろう。

　しかし、ナギは単独で門の嚙みつきを受け止め──

「では、ミフユ・シントウ参る！　シントウ飛ひ剣けん流りゆう、八の太た刀ち──天てん雷らい破は！」

　ミフユが大きく剣を振りかぶり、気合いを込めて振り下ろした。

　斬ざん撃げきが閃せん光こうと化して、巨大な門扉に激げき突とつし、落らく雷らいのような轟ごう音おんとともに粉々に打ち砕くだく。

　門はフィオの強力な攻こう撃げき魔ま法ほうでも傷一つつかなかったが──おそらく、門には対魔法処理がされていたのだろう。

　ナギが敵の攻撃を引き受け、直接攻撃に長たけたミフユが斬り込む。

　紅い戦団の強力な連続攻撃コンボの一つだ。

「おっ、やっと中が拝めたな……！」

　ナギは油断なく周囲を警けい戒かいしつつ、前を見み据すえる。

　砕けた門の破片がすべて落下してしまうと、ようやく城内の様子が見えた。

「構造自体は、その辺の城と大差ない……かな？」

　ナギは城じよう郭かくに詳くわしくはないが、〝生きた古城オートキヤツスル〟が異様な構造とは思えない。

　城門の向こうには広大な前庭が広がっており、塔とうなどいくつか小さな建物も見える。

　まっすぐに敷しかれた石いし畳だたみの道の先には、ひときわ大きな建物がある。

　あれが城の本体──宮殿パレスだろう。

　石造りの重厚な建物で、壁にはツタが這はっている。

　窓やバルコニーも多く見えるが、どれも薄うす汚よごれているせいか、内部の様子は窺うかがえない。

「ま、セオリーどおりに行くしかないな。俺とレイアが前衛、その後ろにエイリスとフィオ、ルティ。殿しんがりはミフユだ」

　ナギの指示に、全員がこくりと頷うなずく。

　攻撃を重視するならナギとミフユが前衛に立つのだが、今回はダンジョン攻こう略りやく。

　それも、特に罠わなを警戒しなくてはならない。

　最悪の場合、一つの罠でパーティが全滅することもある。盗とう賊ぞくのレイアにも前衛に立ってもらわなければならない。

　前衛と殿のミフユで防ぼう御ぎよ力の弱い魔法使いと神官を挟はさみ込んで守る。

　もっとも、エイリスを守る必要があるかはおおいに疑問だが。

　ただ、いざというときに回復要員がケガをしていても困るので、念を入れておく。

　ナギたちは瓦が礫れきと化した城門を乗り越こえ、前庭へと入った。

「外の守りは、フィオが薙なぎ払はらったので打ち止め──だと嬉うれしいんだけどな」

「そうはいかないみたいですわ。希望というのは打ち砕かれるためにあるのですわね」

　レイアが嫌いやそうにつぶやいたのと同時に、目の前にいくつもの煙けむりが立ち昇のぼり──

　その煙が、リビングアーマーへと変わっていく。

「げっ、あいつか……！」

　街中で襲おそいかかってきたリビングアーマーとまったく同じ形、同じ色だ。

　それが──十二体もいる！

　簡単に宮殿パレスには入らせてくれないらしい。

「つっても、こんなとこで躓つまずいてられないよなあ！」

　ナギは剣けんを構え、剣技ソード・スキルを放つ準備に入る。

「フィオるんが派手に始めたし、あたしも景気よく行こうか！　〝祝福ブレス〟！」

「おおおっ!?」

　ナギの身体が──いや、パーティ全員の身体が金色に輝かがやき始める。

　神官の魔法〝祝福ブレス〟は周囲にいる仲間の身体能力、魔ま力りよくを上じよう昇しようさせる。

　徳を積み上げているほどに大きく上昇する魔法だ。

　まったく徳の高い神官に見えないエイリスだが、補助魔法も得意らしい。

「うおおおおおおおおっ！」

　ナギは雄お叫たけびを上げて、高速で敵に肉にく薄はくする聖せい騎き士しのスキル〝襲歩ギヤロツプ〟を使い、リビングアーマーの一体に肉薄する。

　続けて、サムライの剣技〝燕返しスワロウ・ターン〟。

　振り下ろす一撃と、斬きり上げる一撃をほぼ同時に放つ二回攻撃──

　ナギは二体のリビングアーマーを、一いつ瞬しゆんのうちに真っ二つに斬り裂さいた。

「シントウ飛ひ剣けん流りゆう──一いちの太刀、〝紫し電でん閃せん〟！」

　そして、ミフユもまた一刀で一体のリビングアーマーを両断していた。

　使者として現れたリビングアーマーにはあれほど手こずったのに、驚おどろくほどあっさりと三体を仕留めてしまった。

　エイリスの祝福ブレスによって戦せん闘とう力が著しく上昇している──

　それだけではない、今のナギには戦う動機がある。

　グランドクエストをクリアして、フィオに告白するために戦う。

　剣の威い力りよくも身体のキレも上がるというものだ。

「このままガラクタどもを片付けて、一気に城内に突入する。先は長そうだからな、フィオとエイリスは魔力を温存、ルティは回復アイテムでサポート頼たのむ！」

　ナギは指示を出しつつ、リビングアーマーと数合斬り結び、首を斬り飛ばした。

　石畳の道の先にある宮殿からは、さっきの巨大モンスターたち以上の〝嫌な雰ふん囲い気き〟がビリビリと感じられる。

　だが、もう前に進むしかない。フィオのために、告白のために。

　ナギは剣を握にぎり直し、次のリビングアーマーに斬りかかった。







　宮殿パレス内はとてつもなく広大だった。

　扉から入ってすぐに吹ふき抜けのホールがあり、そこも信じられないくらい広く、巨きよ人じん族がダンスパーティをできそうなほどだ。

　ホールには華か麗れいな模様が入った絨じゆう毯たんが敷かれ、古びてはいるが立派な調度品などもある。

「うわー、なんて広さだよ……このホールだけでうちの屋敷がすっぽり入りそうだ」

　ナギが、思わず感心してホールを眺ながめていると──

「うおおっ!?」

　ホールの高い天てん井じようにぶら下がっていたシャンデリアが三つ、続けて落下してきてそんな感動は一瞬で消えた。

　ナギが驚きの声を上げたのと同時に、三つのシャンデリアは中央から延のびているいくつものアームが脚に変わり、いきなり襲いかかってきた。

「うわっ、気持ち悪っ！　虫とかのほうがまだマシだな！」

　百ひやく戦せん錬れん磨まのナギたちも、さすがにシャンデリアの奇き襲しゆうを受けたのは初めてだった。

　ナギが最初に襲いかかってきたシャンデリアを身体で受け止め、レイアが〝分身クローニング〟のスキルで他のシャンデリアを牽けん制せい。

　続けてフィオが凍とう結けつ魔ま法ほうで、アームをムカデの脚のように気持ち悪く動かしているシャンデリアを凍こおりつかせ、ミフユが斬撃で粉々に破は壊かいした。

「ああああ、磨みがき甲が斐いのありそうないいシャンデリアだったのにー……」

　と、ルティがメイドらしい理由で泣いていた。

　いくら豪ごう華かでも、歩いて襲ってくるシャンデリアに手加減などできない。

　さらに進むと──

　ナギが踏ふんでいた絨毯の一部が床ゆかから舞まい上がり、ナギの身体を包み込んだ。

「ミフユさんっ！」

　絨毯が舞い上がる直前に、レイアが警告を発していた。

　弾はじかれたように飛び出したミフユが、剣を一いつ閃せんさせて絨毯を斬り裂く。

　その裂け目から、ナギの剣が突つき出し、絨毯をずたずたに切り刻んだ。

「あっ、あっぶな～！　助かった、ミフユ！」

　ナギは絨毯から飛び出して着地し、胸を撫なで下ろした。

　ミフユの剣の精密さはナギ以上だ。頰にくっついたパンくずを切り刻んで、熊くまの彫ちよう刻こくをつくることすらできる。

　絨毯の厚みの分だけを斬り、中に包まれていたナギには傷一つつけていない。

「ナギ君！　だ、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「ああ、フィオ。ちょっとヤバかったけど」

　絨毯に擬ぎ態たいしていたモンスターは、完全に気配を絶っていた。

　おそらく、あの絨毯は人間を包み込んで雑ぞう巾きんを絞しぼるように肉も骨も粉々に砕くのだろう。

　しかも、絨毯の表面には対魔法・対物理の処理が施ほどこしてあった。一度囚とらわれたら、内部からは逃げられない。

　単純だが、それだけに引っかかりやすく、しかも攻撃力の高い前衛を狙ねらい撃うちにするという効果的な戦術でもある。

「つーかここ、まだ入り口もいいとこなんだよな……」

　ナギは、広いホールを眺め回す。

　古城の探たん索さくは過去にも数回経験している。例外なく、玉ぎよく座ざの間まがゴールであり、たいていの場合は最上階にある。

　そこにボスが待っているか、宝物が置かれているのがセオリーだ。

　だが、そこまでの道のりを考えると気が遠くなってくる。

　城は、敵に攻せめ込まれることを考えて複雑につくられ、迷いやすくなっている。

　それに加えて、この城は桁けた外はずれに広大だ。

　宮殿パレス内だけで、一つの街くらいの広さがあるだろう。

「とにかく、慎しん重ちようにいくぞ。一歩間ま違ちがったら、本当に全ぜん滅めつだからな。レイアは罠探知に集中、フィオも魔法の罠に注意を──」

「あっ、ナギさんちょっとお待ちを！」

　と、レイアが注意を飛ばしたときには遅おそかった──

　ナギが踏み込んだ、なんでもない場所でカチリと音が鳴って。

「またですのーっ!?　ナギさん、さっきからなにをしてますの！」

「ご、ごめーんっ！　つい、やる気が溢あふれすぎて！」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああっ！」

　ナギの謝罪に続いて上がったのは、誰だれの叫さけび声か。あるいは、全員が叫んだか。

　引っかかった罠は、ダンジョンではもっともありがちなシロモノ──落とし穴だった。

「なんじゃこりゃあああっ！　冗じよう談だんだろおおおおおおおおおおおお！」

　ただし──広大なホールすべての床が、丸ごと〝穴〟と化していた。

　一人が落ちる程度の穴ならば、回かい避ひすることもできるが──周囲の床が一度に完全に抜ぬけてしまっては、どうしようもない。

　ナギたちは、大量の家具や調度品とともに、底が見えない穴へと落下していく。

「みんな、落ち着いて。〝空中浮遊レビテーシヨン〟！」

　フィオの冷静な声が聞こえたかと思うと──全員の身体からだが一いつ斉せいに光に包まれた。

　落下速度が一気に下がり、ナギたちはふわふわと落ちていく。

「無事か、みんな……って、うおっ!?」

　ナギは頭上を見て、ぎょっとしてしまう。

　真っ先に罠にかかったために、ナギだけが仲間たちより下を落ちている。

　パーティの女性陣じん四人が、ナギの頭のすぐ上にいて──

　うちのパーティの連中、なんでみんなスカートなんだろうな！

　前から気になっていたが、ここにきて、とんでもない光景を生んでいる！

　レイアは、ひらひらしたドレスの下に、派手な赤い下着。しかも妙みように生地が少なく、白い尻しりまでほとんど見えている。

　メイド服のロングスカートの下には、ストッキングに包まれた白い下着。

　エイリスは無駄にジタバタして足を広げているために、桃もも色いろの下着がこれでもかと言わんばかりに見えすぎている。

　そして、フィオのワンピースの下には、青と白の縞しま々しまの下着が──

「あっ……きゃああっ！　ナ、ナギ君……どこを見て……！」

「ナ、ナギさん！　覗のぞきとは紳しん士しではありませんわね！」

「神に選ばれし清らかなぱんつ、見たいか見たかったのか！」

「はー、ご主人様に下着をお見せするのはメイドの仕事とはいえ、照れ照れします」

　女性陣は、慌あわててスカートを押さえようとするが、服にも空中浮遊レビテーシヨンの効果がかかっていて、ふわふわと浮うき上がり続けている。

　素晴らしい景色だ、ありがとう！

　などと言ったらドン引きされるので、ナギは謝りながら慌てて目を逸そらした。

「うっ、んんっ……ああ……」

「げっ!?」

　かと思えば、フィオの悩なやましい声が聞こえてきた。

　ナギたちの周囲の気温が急速に上昇していく。

　炎ほのお系の魔ま法ほうが暴走しようとしている──！

　空中浮遊レビテーシヨンはゆるやかに落ちるだけで、制せい御ぎよが利かない。こんな状態でフィオの魔法が暴走したら、誰も逃にげられない──

「やっ、やばいぞ！　フィオ、落ち着け！」

「だ、だって、こんなの恥はずかし……んっ、ああ……」

　確かに思いっきり覗いてしまったので、ナギは文句も言えない。

「ああっ!?　あれを見ろ、ナギ殿どの！」

　なぜか、着物の裾すそを押さえながら浮いていたミフユの鋭するどい声が飛んだ。

「今度はなんだ──って、あれは!?」

　落ちていく先には──毒々しい色をした巨きよ大だいな花が待ち受けている。

　ホールの面積とそう変わらないくらいの大きさだ。しかも、その中心は巨大な空くう洞どうになっている──

「食しよく人じん花か──〝ラフレシア〟かよ！」

　人を食う植物は特に珍めずらしくない。ただ、パーティ全員を丸まる吞のみにできそうなほど巨大なラフレシアは、初めてお目にかかる。できれば会いたくなかった。

「フィオ、魔法を撃つならあいつを狙ってくれ！　ミフユ、俺たちもやるぞ！」

　ナギは指示を出しつつ、遠えん距きよ離り攻こう撃げきスキルを発動させるべく構えを取る。

　このまま落下していって、ラフレシアの栄養になるつもりはない。

　それにしても、大規模な落とし穴に続いて、巨大食人花とは──ずいぶんと念の入った罠わなだ。

「うおお!?」

　ナギが今まさに剣けんを振ふろうとした瞬しゆん間かん、ラフレシアから数本の触しよく手しゆが伸びてきて、あっという間に全身を絡からめ取られてしまう。

「こっ、これは……ナギ殿、まずいぞ！」

　見ると、ミフユだけでなくパーティ全員が触手に捕とらえられている。

　そうだ、まずい！　ナギも久しく遭そう遇ぐうしてなかったためにすっかり忘れていた。

　食人花には、別名がある。曰いわく、〝女性冒ぼう険けん者の天敵〟──

「あんっ、あああっ……ナ、ナギくぅん……」

　モンスターを引き寄せる体質のせいか、フィオは念入りに触手に拘こう束そくされていて、また悩ましげな声を漏もらしている。

　触手が動うごき回っているせいで、服が乱れてフィオの胸元や太ももがあらわに……！

「ちょ、ちょっと……これ、冗談になってませんわ……このエロ植物……！」

「やあん、メイド服を脱ぬがしていいのはご主人様だけなのに……！」

「お、おいおい……やっぱりこうなるのかよ！」

　レイアとルティにまとわりついた触手も、うじゅるうじゅると不気味に蠢うごめき、二人の服が乱れて、肌はだや下着が見えてしまっている。

　食人花は、女性にしつこいほど絡みつく習性があるのだ。

　さっきの、パンツが見えた程度とは比べものにならないほど肌色が大変なことに──

「ナギナギ、やばいぞ、これ！　この植物、体力と魔ま力りよくを吸い上げてる！　吸収ドレインだ！」

　同じく半脱ぎ状態になっているエイリスも、珍しく焦あせっている。

　ナギも体力と魔力を吸われているのだろうが、彼には各種攻こう撃げきへの強力な耐たい性せいがある。

　今は、かろうじて無事だが──いつまで耐たえられるか。

「くそっ……！」

　なにより、女性陣のあられもない姿を見ているのは危険すぎる。

　ナギは、これでも十代の健全な男子。

　フィオたちの刺し激げき的な姿をこれ以上見ていたら──

　俺のラフレシアが暴発する！（意味不明）

「やばいっ……」

　とりあえず、ナギはミフユのほうに視線を向けることに。

「ひああっ!?」

　かと思ったら、ミフユがひっくり返った声を上げた。彼も触手にまとわりつかれ、着物が乱れてしまっている。

「なっ、なんだ！　ナギ殿、なぜこっちをじっと見てるんだ!?」

「フィオたちを見るわけにはいかないだろ！　フィオなんて、また暴走するぞ！」

「そっ、それはそうだが……！」

　ミフユは耳まで真っ赤にして、腕うでで身体を隠かくそうとしている。

　着物がズレて、肌が大きく見えそうだが──男同士でなにを恥はずかしがっているのか。

「ミフユ、なんで胸のとこに包帯巻いてるんだ？　あっ、まさかケガしてるのか！」

「え？　これはサラシ──って、おおいっ、ナギ殿！」

　ナギは必死に腕を伸のばし、包帯が巻かれている部分に触ふれる。

「回復をかけるから、動くな！」

　ミフユがナギの近くで捕つかまっていてよかった。エイリスも触手のせいで回復魔法をかけられる状態ではなさそうだ。

「ん……？　おまえ、ずいぶん胸板が薄うすい……というか、ぷにぷにだな。ちゃんと鍛きたえてるのか？」

「どっ、どこを触さわって……！」

「っと、そんなことはいいや。どこをケガしてるんだ。ここか？　それとも、ここか？」

「ああっ、ふあんっ……！」

　胸をまさぐられたミフユが、まるで女の子のような悲鳴を上げ──

「──疾とく奔はしれ、灼熱の槍レツド・ジヤベリン」

「…………っ！」

　ナギは反射的に手を引っ込め、一いつ瞬しゆんののちに真っ赤な熱線が、指先をかすめて飛んでいった。

　そのまま熱線は、まっすぐにラフレシアの口に突つき刺ささり──爆ばく発はつ、炎えん上じようした。

　あっという間に巨大な食人花は燃え上がり、伸びていた触手も萎しおれていく。

「フィ、フィオ……？」

　ナギは再び落ちつつ、突とつ然ぜんに強力な魔法を放った魔法使いのほうに目を向ける。

　フィオは、もう一度〝空中浮遊レビテーシヨン〟を発動させながら──

「そこはかとなくイラッとした。ごめん、ミフユ君。ケガしなかった？」

「ぼ、僕は大だい丈じよう夫ぶだ」

　フィオが放つ威い圧あつ感かんに押されたのか、ミフユが声を震ふるわせて答える。

「そう。ならよかった」

　フィオはどういうわけか、明らかに怒おこった様子で、高級ポーションをあおっている。

　魔力を吸われた上に、強力な〝灼熱の槍レツド・ジヤベリン〟でかなり消しよう耗もうしてしまったのだろう。

　まだ序じよ盤ばんで貴重な回復アイテムを二本も使っていいものなのか、気になるが……。

「……気持ち切り替かえる。ナギ君、着地したら態勢を整えてもう一度さっきのホールを目指そう」

「そ、そうだな」

　さすがにフィオも腕うで利ききの冒険者だけあって、すぐに落ち着きを取り戻もどしたようだ。

　そもそも、なぜ怒っているのかわからないが。

「ああ、地面が見えてきた。この宮殿、地下階層もあるみたいだな。たぶん上に続くルートもあるだろ。着地したら、みんな体力と魔力を回復しよう」

　紅い戦団のメンバーは、全員がナギの言葉に頷うなずいた。

　まだ入り口なのに、いろんな意味でとんでもない目に遭あってしまったが──まだまだ、充じゆう分ぶんに余よ裕ゆうはある。

　とはいえ──もちろん、危なくなったら引き返す。

　この判断を間ま違ちがわなかったからこそ、紅い戦団は今日まで生き延びてきた。

　グランドクエストだろうと、ナギはこの方針を変えるつもりはない。

　もちろん、告白もできなくなってしまうが──

　引き返すという選せん択たく肢しも有りなのは、別に告白するのが怖こわいからではない。断じて。










　　　５　恋愛至上の最強パーティ




「あれ……？」

　ナギは、ふと我に返った。

　剣は刃はこぼれだらけ、修復してもらったばかりの鎧よろいはベコベコだ。

　だが、身体からだには傷一つない。いや、正確にはケガするたびにエイリスが完かん璧ぺきに治ち療りようしてくれている。

　体力も充分、体調も完璧だ。ルティの料理には体力の回復と増強の効果があり、何時間か前にとった食事の効果がまだ続いているのだ。

　生きた古城オートキヤツスルに突とつ入にゆうしてから、食事を七回とった。

　ダンジョンに潜もぐっていると時間の感覚がなくなってしまう。

　この古城は至る所に窓があり、空が見えているが、分厚い雲がずっと垂れ込めていて、昼夜の区別はまったくつかない。

　腹具合で多少は時間経過がわかるので、食事の回数は数えることにしている。

　間違いなく、丸二日以上の時間は経過したはずだ。

　だが、その実感がまるでない。

　気がつけば時間が流れていたという感じだ。

　それだけの時間、ひたすら前に進んで──

「この扉とびら……もしかしてこれ、玉座の間とか？」

　先頭に立っているナギは振り返り、なぜだか笑ってしまった。

　後ろにいるパーティメンバーも、全員ナギと似たようなボロボロの格好だ。

　レイアだけは、髪かみも服もばっちりとキメているが。

　とにかく、全員がこくこくと頷いた。

　ナギはあらためて、状じよう況きようを確認する。

　無限に続く廊ろう下か、行き止まりのように見える幻げん影えいの壁かべ、唐とう突とつに爆発して吹ふっ飛ぶ階段、開くと同時に下層の部屋へ強制転移されてしまう扉──

　悪夢のような罠の数々。

　もちろん、見たこともない強力なモンスターたちの熱ねつ烈れつな歓かん迎げいも続いた。

　フィオなどは「もうこの城ごと爆ばく破はしよう」と言い出したくらいだ。

　さすがにこれほど巨きよ大だいな城を崩くずすのは難しいので、断念したが。

　そして、いくつもの部屋を突とつ破ぱし、階段を上り、嫌いやになるほど長い廊下を進んで──

　ようやくたどり着いたのが、この場所、この扉だ。

　ナギの背せ丈たけの三倍ほどもある無む闇やみに高く、幅はばも広い扉。

　金属の扉の表面には精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされ、あちこちに宝石までちりばめてある。

　いかにも玉座の間、という雰ふん囲い気きだ。これで違ちがったら、ほとんど詐さ欺ぎだ。

　なにより──

　扉からは、妖気とでもいうべき禍まが々まがしい気配が漂ただよってくる。

　この生きた古城オートキヤツスルを目にしたそのときよりも、はるかに嫌な予感がして仕方ない。

「うー、すんごい邪じや悪あくな気配だね……なんかあたし、くらっくらしちゃう……」

　エイリスが、よろよろしている。

　一応、エイリスはこれでも職業的には神官なので、邪悪な気配とは相性が悪いようだ。

　そんな繊せん細さいな性格とも思えないが、むしろエイリスをも怯ひるませるほどのなにかがこの扉の向こうに待っている可能性がぐんと高くなった。

　ということは、やはり──ここが目的地なのか。

「まさか、たどり着くとは……」

「ちょっと、ナギさん。たどり着くと思ってなかったみたいな言い方はおよしなさい。わたくしがいるのですから、グランドクエストだろうとクリアできて当然ですわよ」

「はいはい、お嬢じよう様さま」

　ナギが舐なめた返事をすると、レイアはぎろりと睨にらんできたが、気にしない。

　もっとも、実際にレイアの盗とう賊ぞく系スキルはここまでの道中で大いに役立った。

　レイアが事前に罠わなを感知してくれなかったら、二十回は全ぜん滅めつしていただろう。

「じゃあ、これから盛り上がるみたいですし、一休みしてお食事でもしますか」

　いそいそと、ルティがリュックを下ろそうとしている。

「待て待て、ルティ！　ボスの部屋の前でメシはないだろ、メシは！」

「え？　私のお料理は元気が出ますよ？」

「そりゃそうだけど、そういう問題じゃなくてだな……」

　この幼なじみが、うちのパーティで一番の大物かもしれない。

　ナギは呆あきれつつも、感心してしまっていた。

　とりあえず、くつろげる状況ではないのでリュックを下ろすのはやめさせる。

「はー、はー、はー、はー、はあああああ……」

「お、おい、フィオ。大丈夫か……？」

　心配するナギの前で、フィオはぺたりと膝ひざをついて座り込んだ。

　無理もない。この廊下に入る手前で、ひときわ巨大なリビングアーマーと戦うハメになった。

　どれだけリビングアーマーがいるんだ、とパーティ全員がツッコミつつ。

　その超ちよう巨大リビングアーマーは物理耐たい性せいが極めて高く、ナギやミフユの剣けんはまるで通じなかった。

　ナギは防ぼう御ぎよ、他の仲間たちは牽けん制せいに徹てつして、あとはフィオの魔ま法ほうに頼たよるしかなかった。

　フィオは最大級の魔法を連発し、氷や炎ほのお、爆発の嵐あらしを吹き荒あらせまくった。

　味方をも巻き込む勢いだったが、フィオの魔法の巻まき添ぞえになるのはいつものことなので、軽く逃にげ回れた。

　それはともかく、フィオは魔ま力りよくと体力を消耗し尽くしたのだ。

　魔力、体力回復用のポーションは既すでに飲んでいるが、精神的に疲ひ労ろうしているのだろう。

「ちょ、ちょっと休きゆう憩けい……できますか？」

　なぜかフィオが敬語で申し出てくる。

　ナギは頷き、全員で扉の前から少し離はなれたところまで移動する。

　扉からの妖気はまだ伝わってくるが、それを除けばモンスターや罠の気配はない。

「はいはーい、フィオ様、くつろいでくださいね」

　ルティがリュックからクッションを取り出してフィオを座らせ、後ろから肩かたや腰こしを揉もんでいる。

　このマッサージも冒ぼう険けんメイドのスキルの一つで、〝悦楽の手業ゴツドハンド〟だ。

　疲つかれをほぐし、なおかつ体内の魔力や気力をよどみなく流れさせる効果もある。

「ふえぇぇぇぇ…………ああん、いいよぅ……」

　よほど気持ちいいのか、フィオは妙みような声を漏もらして、うっとりしている。

　今にもよだれを垂らしそうなフィオも、とても可愛かわいい。

　というか声がエロすぎて、ナギはどうにかなりそうだった。

　なんとか気を取り直す。みんなを休ませて、リーダーが周りを警けい戒かいしなければ。

　それにしても──

　ナギは、背中に汗あせが滲にじんでくるのを感じた。

　や、やばい……どうしよう……ホントにこんなとこまで来ちゃったよ……！

「…………？　ナギさん、どうかされたのですか？」

「なあレイア、ボスを倒たおしちゃったらどうしよう！」

「倒しにきたんですのよね!?」

「あ、ああ。そうだった……ごめん、ちょっと頭おかしくなってて」

「わたくしたち、頭のおかしいリーダーの指示でここまで来たんですの……？」

　レイアが怯んでいる。いけない、リーダーとして仲間を不安にしては。

　そうだ、ここでナギが言うべきことは──

「なあ、みんな……一いつ旦たん、引き返さないか？」

「さっきからなにを言ってるんだ、ナギ殿どの!?」

　今度は、ミフユがひっくり返った声を上げる。

「冗じよう談だんじゃない、苦労してここまで来て引き下がれるか！　こんな悪質な罠だらけの城、二度も攻こう略りやくしたくない！　もう触しよく手しゆは嫌だ！」

　サムライは誇ほこり高くあるべき──そんな理由で、弱音を吐はかないミフユにしては、ずいぶんときっぱり言う。

　それだけ、このグランドクエストが過か酷こくだということか。

「い、いや、冗談だよ。疲れてるみんなを和まそうと思って」

　ナギはそう言うと、メンバーに背を向けて警戒態勢に戻もどった。

　やっぱりダメだよなあ。でも、正直言って心臓が破は裂れつしそうなほどドキドキしてる。

　正直、グランドクエストのボスなどどうでもよくなってきた。

　ボスよりもフィオに告白するほうが怖こわい。

　正確には、フィオに告白してフラれることが怖い！

　三年も同じパーティでやってきて、たまにはケンカもするけど、仲は悪くない……と思う。

　だが、〝仲が悪くない〟と〝恋こい人びとになってもいい〟はまったく別の話ではないか。

「……さっきからナギ殿が身もだえしてるのが気になるんだが。どこか痛いんだろうか。動きが気持ち悪いからやめてほしいな」

「おかしいなー。さっき回復かけたのに。やっぱアタマの問題かなあ？」

　ミフユとエイリスに悪口を言われても、ナギは気にならない。

「よし、いける」

　可愛い声が聞こえた。

　それから、その声の主が、とてとてと近づいてくる。

「わたし、もう大だい丈じよう夫ぶ。じゃあ行こうか、ナギ君。ボスに、生まれてきたことを後こう悔かいするほどの苦しみを与あたえちゃうよ。生まれ変わることもできないくらい、魂たましいまで徹てつ底てい的に破は壊かいしてあげる」

「……………………」

　なんか、フィオのほうがボスっぽい。

　ナギはそう思ったが、口には出さなかった。

　とにかく、いつものことながらフィオはやる気満々だ。

　やはり、引き下がるわけにはいかない──







　再び、全員が禍々しい扉の前に立つ。

　レイアが〝走査スキヤン〟で物理的な罠を、フィオが〝感知デイテクト〟で魔法のトラップを調べる。

　念入りに確認してもらい、最後にナギが直接扉とびらに触ふれて、なにも発動しないか確かめる。

　いっそ爆ばく発はつ炎えん上じようして、なにもかもなかったことにならないかな……？

　だがナギの淡あわい願いは、あっさりと破られ、何事も起こらなかった。

「……ちっ。じゃあ行くぞ。いつもどおり、俺が先頭だ」

　後ろで、メンバーたちが「なんで舌打ち？」とヒソヒソ話している。

　ナギはかまわずに、巨大な扉を両手でぐぐぐっ、と押し開けていく。

　扉は少し押すと、ギギギギと軋きしんだ音を立てながら勝手に開き始めた。

　ナギは開いた扉から、鋭するどく一歩踏ふみ込んで前と左右、上を確認する。

「いかにもって感じだな……！」

　室内は、城の入り口にあったホールよりもずっと狭せまい。

　とはいえ、巨きよ人じんのダンスパーティは無理でも、人間のダンスパーティならできそうだ。

　部屋の床ゆかには不気味な模様が入った赤い絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　壁のあちこちには燭しよく台だいが取りつけられ、室内は青白い炎で照らされて、不気味なほどに明るい。

　天てん井じようは吹き抜ぬけ──いや、なぜか屋根がなく、分厚い雲が見えている。

　そして、部屋の奥の一角がわずかに高くなっていて、そこには玉座が見えた。

　これまた、〝いかにも〟という雰ふん囲い気きの骨でつくられた気味の悪い玉座だった。

　そこに座っているのは──

「またリビングアーマーかよ！　どんだけ鎧よろいが出てくるんだ、この城は！」

　城に鎧姿の騎き士しがいても不思議はない──というより、いて当然なのだが、こうもゾロゾロと出てこられると、ツッコミの一つも入れたくなる。

　玉座のリビングアーマーは、人間とそう変わらない大きさだ。

　いや、ナギより少し小さいくらいだ。

　その小ささが逆に不気味だが……さっきからリビングアーマーはまるで動かない。

　ナギは剣を構え、続いて入ってきた仲間たちも臨戦態勢だというのに。

「まさか、ボスはいなくてここに着いたらクエストクリアなんじゃないだろうな……」

　ナギは、ぶつぶつ言いつつ玉座に近づいていく。

「困る、それは困るぞ！」

「困りませんわよ！　これでクリアなら最高じゃありませんか！」

　どうでもいいが、レイアはさっきからツッコミが多い。

「うおっ!?」

　突とつ然ぜん、ナギの眼前のリビングアーマーが立ち上がった。

　そして、ガシャンガシャンと音を立てて、鎧が外れていく。

　その鎧の中から現れたのは──

「フィ、フィオ!?」

　そう、見み間ま違ちがえようもない。

　長く青い髪かみに、整った顔立ち、ふくらんだ胸元、すらりと細い腰。

　どこからどう見ても、我らが魔ま法ほう使つかい、フィオーネ・ペイルブルーだった。

「…………あれ、そこにもいる」

　振ふり向くと、やはりそこにはフィオがいた。

　ナギの後ろにも、玉座の前にもフィオがいる。

　なんだ、この夢のような状じよう況きようは！

「って、そうじゃない！　な、なんなんだ、おまえは！」

　危ないところだった。可愛いフィオが何人いても嬉うれしいが──いや、ナギが好きなのは後ろにいる本物のフィオだけだ！

　本当に危ない、偽にせ者ものにくらっと来るところだった！

　よく見ると、本物のフィオとは服装がだいぶ違ちがう。

　身体からだに密着した、禍まが々まがしい赤のワンピース。肩も胸元も太もももかなりあらわになっていて、青い髪には宝石をちりばめた、悪あく趣しゆ味みな冠かんむりをつけている。

　なんというか──〝フィオーネ・ペイルブルー魔ま王おう版〟という感じだ。

「あっ、ああいう服装もけっこう有りかも……？」

　当の本人は、自分とまったく同じ姿の何者かを熱心に観察している。

　妙なことに感心しているようだが。

「フィオの姿をしても、俺は惑まどわされないぞ！」

　どうせなら、もっときわどい格好をして出てこい！　という言葉をナギは吞のみ込んだ。

　思いきり惑わされているが、本人は気づいていない。

「あー、本当だったんだねー。でも、ちょっとびっくりしたかなあ」

　そんなことを言いつつ、エイリスが前に出てくる。

「……おい、エイリス。おまえ、なんか知ってるのか？」

「聖域の支配者ドミネーター──グランドクエストのボスはねー、特定の形がないんだよ」

「形がない……？」

　今まさに、青髪の魔法使いの姿で現れている。

「挑ちよう戦せん者全員が知っていて、その上で──もっとも恐おそれている者の姿が投とう影えいされるんだよね」

「もっとも恐れている者……？」

「ま、たいていはそのパーティがそれまでに出会った最強の敵の姿になるんだけどねー。まっさかパーティの仲間の姿になるなんて」

　ナギは、あらためて玉座の前に立つフィオの偽者──支配者とやらを観察する。

　これが、紅い戦団レツド・バトリオンがもっとも恐れている者──の姿？

「えーと、みんな？　ちょっとね？　わたし、訊ききたいことがあるんだけどね？　ねえ、どういうこと？」

　フィオが、笑顔で訊いてきた。

　しかし、その背後にゴゴゴゴゴとドス黒いなにかが渦うず巻まいているように見える。

　ナギは、目の端で本物のほうを見つつも、そちらに顔を向けられない。

　はっきり言って、もの凄すごく怖い。

「ど、どういうことと言われても……僕、わからない」

「わ、わたくしも頭がおかしくなったのかしら。なんのことやら？」

「～♪～～～♪」

　ミフユとレイアはわかりやすく挙動不ふ審しん、ルティに至っては鼻歌でごまかしている。

「姿なんかどうでもいい！　こいつがボスだっていうなら倒すだけだ！」

「……ナギ君まで、かっこいいこと言ってごまかそうとしてる……」

　フィオにかっこいいって言われた！

　って、そうじゃない！　あんまり倒たおしたくないけど、倒すしかない！

「……数年ぶりに挑戦者が現れたと思えば、また奇き妙みような者たちよ」

　ぼそり、とフィオが──いや、支配者がつぶやくように言った。

　こいつ、しゃべるのか。声までフィオと同じだが──ナギは他のことが気になる。

「数年ぶり……？」

　ナギは首を傾かしげつつも、その言葉に納得するものも感じていた。

　古参の冒ぼう険けん者でも、冒険者ギルドの知ち恵え袋ぶくろのような老人でも、グランドクエストについてはその内容のカケラすら知らないようだった。

　だが、団長はグランドクエストへの挑戦資格は持っていた。

　団長の話が真実なら、挑戦したのは数年前ではないだろう。もっと昔の話のはず。

　つまり、団長たち以外にもグランドクエストに挑戦したパーティがいる──

　使者として現れたリビングアーマーもそんなことを言っていたが、やはり事実だったのだろう。

　だとしたら、新たな疑問も生まれる。

　グランドクエストの情報が、あまりに少なすぎる。

　過去に挑戦者がもっといたとして──彼らは全ぜん滅めつしたのか。

　これだけの難関なら過去の挑戦者が全滅しても不思議はないが、なぜ〝挑戦したこと〟そのものがまったく噂うわさになっていないのか。

「せっかくの客だ。これくらい変わった連中のほうが楽しませてもらえそうだ……！」

「ゆけ、蒼氷の風アイスブルー！」

　凍こおりつくような風が吹ふき、支配者に直ちよく撃げきする。

　フィオが杖つえを構え、問答無用で魔ま法ほうを叩たたき込んだのだ。

「客はもてなすものでしょ。あなたがさっさと倒れてくれるのが一番のもてなしだよ」

　自分と同じ姿をしていても、フィオにためらいはまったくないらしい。

　吹き荒あれた白く冷たい風が、支配者の周囲を包み込み──

「面白い、いきなり先制攻こう撃げきか！　久しぶりに心躍おどる戦いが楽しめそうではないか！」

　と、白い風が吹き飛ばされ──

　再び現れた支配者は、両手に黒く不気味な剣けんを握にぎり、青い髪の左右からは悪あく魔まのような長いツノが生えていた。

　ビリビリと大気を震ふるわすほどの魔ま力りよくと闘気が放たれてくる。

「おいおい……」

　ナギは、なぜか笑ってしまう。

　支配者が持つ圧あつ倒とう的な力が伝わってくる。

　見ているだけで、魂たましいを握り潰つぶされてしまいそうだ。

　だが、もうやるしかない。

　グランドクエストの謎なぞも、もうどうでもいい。あとは──目の前の敵を倒すだけだ。







　最前線に立つのはナギ、その後ろにミフユ。

　いつもどおり、ナギが身体を張って攻撃を受け止めつつ、隙すきを見て反はん撃げき。

　ナギと連れん携けいして、ミフユも斬きりかかる。

　レイアは動き回って攪かく乱らんし、エイリスも時々攻撃に参加しつつ、フィオを守る。

　回復や身体強化は魔法ではなくアイテムを使う。担当するのはルティだ。

　魔法は攻撃と防ぼう御ぎよで手一いつ杯ぱいだ。ナギも前衛にいる以上、魔法にまで手が回らない。

　今回ばかりはルティにもサポートしてもらわなければ、戦線を支えきれない。

「うおおおっ！」

　ナギは、支配者ドミネーターが振り下ろしてきた剣を受け止め──踏ふん張った両足が、ずしりと床ゆかに沈しずみ込む。

　小こ柄がらな身体とは思えない、とてつもなく重い斬ざん撃げきだった。大岩でも落ちてきたのかと思うほどだ。

　ナギは、剣の耐たい久きゆう力を強化するスキル〝光輝の刃ライトブレード〟を使っている。

　それでも、刃の一部がぱっと砕くだけ散った。

「シントウ飛ひ剣けん流りゆう──三の太た刀ち、〝切キツ華カ〟！」

　ミフユが躍り込んできて、支配者の剣に斬撃を打ち込む。

　ギャリーンと金属音が鳴り、周りをまぶしく照らすほどの火花が散った。

　ナギの爪牙砕きハード・ブレイクと同じく、武器破は壊かいの技だが──支配者の剣には傷一つ入っていない。

　それでも、支配者の力が一瞬緩み、ナギはその隙に剣を押し返して後ろに下がる。

「助かった、ミフユ！　やっぱりおまえは最高だ！」

「さ、さささささっ……最高!?　よ、余計なことを言わずに前を見ろ、前を！」

　なぜかミフユは動どう揺ようしている。

　おまえ（の剣）は最高だと褒ほめたくらいで、そんなに照れなくてもいいだろうに。

　とりあえず、ミフユの言うとおりなのでナギは前に向き直った。

　支配者の攻撃は、両手に持った剣の二刀流と、強力な魔法。

　高難度以上のクエストボスにはよくあることだが、物理攻撃と魔法攻撃を止とどまることなく連続で繰くり出してくる。

　一度でも攻撃を防ぎきれないと、そのあとの追つい撃げきをまともにくらい、立て直す暇ひまもなく追い込まれてしまう。

　一部では〝ハメ〟などとも呼ばれる状態だ。

　この連続攻撃コンボに耐たえられるのは、パーティではナギだけだ。

　どんなにキツくても、先頭に立ち続けるしかない。

　ナギは、剣を構えて──吠ほえた。

「怒れる牙レイジング・バイト！」

　高く跳ちよう躍やくし、叩きつけるように剣を振り下ろす。

　支配者は二刀で受け止めるが、剣を止めても振り下ろした際に生じた高速の衝しよう撃げき波はが襲おそっていく。

「…………っ！」

　支配者は、その美しい顔を歪ゆがめて必死に耐えているようだ。

　グランドマスターの攻撃は、グランドクエストのボスにも充じゆう分ぶんに通用する！

「おおおおおっ！」

　ナギの剣が、支配者の身体を斬り裂さく。

　見た目がフィオなので、気分が悪いことこの上ないが──

　偽にせ者ものだとわかっていれば、そこで剣が鈍にぶるほどナギも甘くない。

「吹き荒れよ──灼熱旋風ヒートストーム！」

　フィオが放った真っ赤な熱風が支配者に激げき突とつし、竜たつ巻まきのように渦巻いていく。

　なにより、フィオ本人が全力全開なので、誰だれも遠えん慮りよする気になれないというか。

「ちぇ、まだ燃もえ尽きないか……次は凍らせるか、それとも溺おぼれさせるか……人の姿を勝手に使ったんだから、せいぜい苦しめないと」

　フィオが、ぶつぶつと物ぶつ騒そうなことをつぶやいている。

　とりあえず、支配者にはまだまだ余力がありそうだ。

　支配者がまとっているワンピースは物理、魔法の両方への強力な耐たい性せいがあるのだろう。

「フィオの魔法は効いてる！　今のうちに陣じん形けいを変へん更こう！　ミフユは一度下がって、息を整えろ！　エイリスは前に出て、俺の援えん護ごだ！」

「あいあーい。待ってました！　ふふふふふ、今宵こよいの愛剣は血に飢うえてるぜ！」

「おまえはいつも飢えてるじゃないか」

　血に飢えている神官というのもいかがなものだろう。

　ナギが駆かけて行き、エイリスも嬉うれしそうに笑いながら続いてくる。

　支配者と剣を交えつつ、二人でじわじわとダメージを与えていく。

「…………」

　ナギは攻こう防ぼうを同時にこなしながら、ふと違い和わ感かんに気づいた。

　既すでにかなりの攻撃を仕掛けて、支配者の生命力を削けずり取ってきた。

　それでも、支配者の二刀流と魔法も緩ゆるむことなく、一つ間ま違ちがえば全滅しかねない痛つう撃げきを繰り出してくる。

　さすがに、仲間たちもふざけている余よ裕ゆうはない。

　だが──それだけとも言える。

　フィオの姿をしたボスは、間違いなく強敵だが、ナギにはこのままいけば倒せるという手応えがある。

　緻ち密みつな連携と、機を逃さない攻撃を続け、余力があるうちにこまめに回復していれば、それほど危険なこともない。

　もちろん油断はできないが──少なくとも、ナギは絶望を感じていない。

　城に入る前に感じた嫌いやな予感は錯さつ覚かくではないと思う。

　しかし、恐おそれすぎていたようにも思えてきた。

　勝てる。そう思いつつも──グランドクエストのボスがこんなものなのかと、違和感も消えない。

「エイリス、ご苦労！　ミフユと交代だ！　あと、全体回復はいけるか!?」

「もっちろん、身体からだは小さくても魔力は無限大！　もうちょっと斬りたかったけど！」

　文句を言いながら、エイリスが戻もどってきたミフユと位置を交代する。

「吹けよ風、呼べよ嵐あらし！　聖なる癒いやしの力でみんな元気になーあれっ！」

　デタラメな詠えい唱しようで、エイリスは強力な全体回復魔法を発動させた。

　優しく白く輝かがやく光が、ナギたち全員の身体を包み込んでいく。

　傷も体力も、ぐんぐん回復していき、たちまち全快となる。

　よし、これでこっちがかなり有利になった──！

　違和感も不安もまだあるが、惑まどわされている場合ではない。

　ナギは剣を高く掲かかげ、〝戦いの叫びウオークライ〟を上げて──支配者へと斬りかかっていく。







「はあっ、はあっ、はあっ、はぁっ……」

　剣を握っている手に感覚がない。

　ナギは荒あらい息をつきながら、倒たおれそうになる身体をなんとか気力で支えている。

　パーティのメンバーたちは、彼の後ろで座り込み、立つこともできないようだ。

　ナギの前では、フィオ──いや、支配者ドミネーターが膝ひざをついている。赤いワンピースはボロボロだ。

「あ、危なかった……やっぱ強つえぇー……」

　ナギはまだ支配者を警けい戒かいしつつ、背中に汗あせが滲にじむのを感じていた。

　回復アイテムは既に尽きた。魔力回復の高級ポーションも一本も残っていない。

　支配者との戦いは、追い詰つめてからが本番だった。

　これもボス戦ではありがちだが、大きなダメージを受けた支配者は、さらに攻撃を激しくしてきた。

　エイリスの魔法やアイテムでの回復でも追いつかず、ナギの頭に撤てつ退たいがちらついたのは一度や二度ではなかった。

　それでも、なんとかここまで支配者を追い込めた。

　あと一いち撃げきで勝負は決まる──！

「……………………」

　決まっちゃうのかぁ……！

　支配者に剣けんを振ふり下ろしたら、自動的にフィオに告白しなくてはならない。

　でも誰かに宣言したわけでもないし、告白しなくても誰にもバレないし、やっぱ今回は見送るという手も……？

「ウアアアアアアアアアアッ！」

　唐とう突とつに、支配者が吠えた。

　フィオの可愛かわいい声ではなく、まるで獣の咆ほう哮こうのようだった。

　そして──支配者がまばゆい光に包まれて。

　次の瞬しゆん間かんに、巨きよ大だいなシルエットが現れていた。

「こいつは……！」

　ナギは、とっさに後ずさった。

　支配者はフィオの姿から──大おお鷲わしへと変身していた。

「これが本当の姿か！　おい、エイリス、支配者は特定の姿はないって言ってなかったか!?」

「るんるん、るーんらららー♪」

「歌ってごまかすな！」

　エイリスだけはまだ余裕がありそうだった。

「いやはや、あたしも知らないことくらいはあるのさー。あたしらを運んでくれた大鷲君だよね」

「そりゃわかってるよ！　ボスが送り迎むかえしてくれるダンジョンとか斬ざん新しんだな！」

　ツッコミを入れてる場合でもないのだが。

「残念だったな！　おまえたちでは、我われには勝てん！　決して勝てない理由がある！」

　しわがれた声で、大鷲が叫さけんだ。

　同時に──床に巨大な魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がり、ナギたち全員の身体が輝きに包まれ始める。

「なんだっ……!?」

　ナギはとっさにフィオのもとへと駆け寄る。

　なにかが始まろうとしている。

　ナギは全員を守らなければならないが、思わずフィオだけをかばおうとしてしまった。

　そして──

　フィオの手を握にぎった瞬間、世界が真っ白に染まった。







　目の前の景色が、一変していた──

「どうかしましたか？」

　ナギに話しかけてきたのは、眼鏡めがねをかけた可愛らしいお姉さんだった。

　どこかで見た覚えがある──そう思った。

「えーと、ナギ・スレインリードさん？　子供の冒ぼう険けん者は珍めずらしくないですけど、無理をしてはいけませんよ。はい、これが団員章です。なくさないようにしてくださいね」

「…………」

　ナギは、黙だまってお姉さんが差し出してきたものを受け取った。

　革製の、冒険者ギルド団員章──

　皮革級ランク・レザーの証。この団員章を持っていたのは、もう三年も前のはずだ。

　なぜ、こんなものを今さら手て渡わたされるのか……？

「って、なんだこれ！　手、手が小さい！　背も小さいっ！　なんで俺、ちっこくなってるんだ!?」

　明らかに、団員章を持つ手が小さいし、視線も低い。

「……うちのギルドでは冒険者の精神安定のためにご相談も受け付けてますよ？」

「いえ、壊こわれたわけじゃないんで……」

　お姉さんの心こころ遣づかいはありがたいが、そういう問題ではない。

　子供に戻っちゃってるなんて言ったら、治ち療りよう院にぶち込まれかねない。

「はぁ、そうですか。それで、そっちの方は……スレインリードさんのお連れですか？」

「は？　連れ……？」

　ナギは、ふと隣となりを見た。

　そこには、青い髪かみをした小さな少女がいた。

　前まえ髪がみで目が隠かくれていて、顔はほとんど見えない。

　それでも──その少女が誰なのか、ナギにはすぐにわかってしまった。

「フィ、フィオ!?　なんだ、その姿は!?」

「……わたしの名前を知ってるの？」

　フィオ──らしき少女は、きょとんとして訊きいてくる。

　本当にフィオなのだろうか。

　どう見ても、十歳やそこらだ。もちろん、胸もまるでふくらんでいない。

　ナギがフィオと初めて会ったとき、彼女は十四歳。

　明らかに、あの頃ころのフィオより幼い。

　これはこれで可愛い、家に連れて帰って保護したい！

　──が、そんなことではしゃいでいる場合でもない。

「あと、この手は……？」

「手？」

　少女に言われて、ナギはやっと気づいた。

　いつの間にか、少女と手を繫つないでしまっている。

　そういえば、大鷲が魔法陣を発動させてすぐにフィオの手を摑つかんだんだった──

「あなた、誰だれ？　わたし、なんでこんなところにいるの……？」

「と、とにかく……ちょっと来てくれ！」

　ナギは少女の手を引いて走り出した。

　よく見ると、ここは──ナギの生まれ故郷にある冒険者ギルドだ。

　古くて狭せまくて、首都ベラルにある中央本部とは比べものにならないほど小さい。

　だが、間違いなく──ここが、ナギの冒険者としての人生が始まった場所だった。







　ナギは少女を連れて冒険者ギルドの建物を飛び出し、しばらく走って。

　見つけた細い路地に飛び込み、そこで一息ついた。

　体力がない上に、脚も短いせいか、なかなか先に進まなくてもどかしかった。

「ど、どうなってるんだ……？」

　状じよう況きようは不明だが、記き憶おくはしっかりしている。

　ナギはパーティの仲間たちとともにグランドクエストに挑いどみ、そのボスである支配者ドミネーターを追い込んだところでなんらかの魔ま法ほうが発動した──

　身体からだを子供に戻す魔法？　聞いたことはないが、グランドクエストのボスなら使えてもおかしくないかも。

　いや、子供になっただけでなく、場所まで移動している。

　生きた古城オートキヤツスルの場所がどこなのかわからないが、少なくともナギの故郷のご近所とは思えない。

「おかしい……わたし、こんなとこ、知らない……」

「…………」

　それは、知らないだろう。

　話に聞いただけだが、フィオの故郷はこの街から遠く離はなれている。

　パーティの中ではナギとフィオの出身地が一番近いが、それでも馬で三日はかかる距きよ離りだ。

　間ま違ちがっても偶ぐう然ぜん出会うようなことはない。

「わたし、冒険者ギルドに入団試験を受けに行ってたはずなのに……」

「えっ……？」

　ナギは、フィオが自分とほぼ同じ時期に入団したことは知っていたが。

　日付まで同じだとは知らなかった。

「えーと、フィオ。ここは君の故郷からちょいと離れたキリフィーって街で……」

「そんな街、知らない……あの、あなたはなんでわたしの名前……フィオって愛あい称しようまで知ってるの……？　そう呼ぶのは母様だけなのに……あなた、誰なの？　こんなところに連れ込まれて、わたしなにされちゃうの……？」

「お、おいおいおい！　俺だよ、ナギだよ！　ナギ・スレインリード！　紅い戦団の仲間じゃないか！」

　さっきから妙みようだと思っていたが、フィオはナギのことがわからないようだ。

「スレインリード……さん？　初対面だと思うけど……初対面の女の子を路地裏に連れ込む趣しゆ味みが……？」

「そんな趣味あるかっ！」

　フィオが演技をしているようには見えない。

　状況を整理してみると──いや、整理するまでもなく事実は単純だ。

　時間が巻き戻っている。

　おそらく、六年ほど前。ナギが冒険者になるべく、初めてギルドを訪れたときだ。

　もっと細かく言えば、入団試験に合格し、皮革級の団員章をもらいに行ったところだ。

　このあと、ナギは基き礎そスキルの習得のためにモンスター狩がりに向かい、そこで女神契約者ヴイーナス・サーバーとなる。

　ただ──ギルドの窓口で青髪の魔ま法ほう使つかいと会った記憶はない。

　フィオのほうも、口ぶりから察するに、知らない街に唐突に転移してきたようだ。

　いったい、なにがどうなって──？

　ナギがさらにフィオに質問しようとしたその瞬間だった。

「オオオオオオオオッ！」

　咆哮を上げ、狭い路地の両側の建物を砕くだきながら──大鷲が着地した。

「なっ、なんでおまえがっ……!?」

　ナギは、反射的に剣を抜ぬき、フィオをかばう位置に立った。

「ほう、貴様は記憶を残しているのか。女神の守護──契約が記憶だけは守ったか」

　大鷲は、にやりと笑ったようだった。鳥の顔だというのに、驚おどろくほど表情が豊かだ。

「だがもう、その契約も解けている。今の貴様からは女神の力は感じぬ」

「契約が……？」

　ナギには、自覚がない。だが──

　今さらながら気づいた。常時発動系のスキルが途と切ぎれてしまっている。

　〝探知サーチ〟〝微小回復リジエネレーシヨン〟〝自動防御オートガード〟、生命力や攻こう撃げき力などの強化──それらは、ナギの意識に関係なく発動するはずなのに。

「……どういうことなんだ？」

「貴様ら冒険者が多くのスキルを使いこなすように、我もまたスキルを使えるのだよ。貴様ら脆ぜい弱じやくな人間とはものが違ちがうがな」

「…………まさか、本当に」

　ナギの背中を、冷たい汗あせが伝っていく。




「〝円環の時デツド・ループ〟。時の流れを遡さかのぼる秘法よ」




「……冗じよう談だんだろ」

　ナギは世界でもっとも多くのスキルを持つ冒険者だろう。

　しかし、時間を操るようなスキルは一つも持っていない。聞いたこともない。

　フィオのような大魔法使いでも、時間に干かん渉しようする魔法は使えないはずだ。

「過去数百年、我が聖域に挑んできた冒険者どもは──ほとんどが我が玉座にたどり着くことなく命を落とした。だが稀まれに、我に挑み──そして、我を追い詰つめた者どももいた。たいした勇者たちであった。それでも、我を打ち倒たおした者は存在せぬ」

「まさか……！」

　ナギは、はっとなった。

「負けそうになったら時間を巻き戻して、勇者たちが成長する前に殺してきた……？」

「察しがよいな！　そのとおり、円環の時は時間を巻き戻し、時間が戻る前の記憶を宿しているのは我だけ！　我は、我を追い詰めた者どもの匂においを覚えておる！　そやつらをすべて殺してしまえば、もう我が命を脅おびやかす者はおらぬ！」

「……聖域の支配者とか言ってる割に、やってることがセコいじゃないか。殺されそうになったら、相手が弱いうちに芽を摘つんじまうって？」

　グランドクエストの達成者がいない理由が、ようやくはっきりした。

　そんな反則を使われては、クリアできるはずがない。

　ナギの力は、六年前の冒険者になりたての頃にまで戻っている。女神契約者の力も、スキルも、すべて失っているのだ。

　これでは、支配者に勝てるはずがない。

　かつて支配者に挑んだ冒ぼう険けん者たちも、同じ末路をたどったのだろう。

　その冒険者たちも初心者の頃に戻され、大おお鷲わしに殺されたのだ。

　つまり、グランドクエストに挑んだという事実すらなかったことにされてしまう──

「……おまえみたいなモンスターの話は聞いたことがない。でも、おかしいだろ。初心者のうちに冒険者を殺したっていっても、目もく撃げき者くらいはいたんじゃないか？」

「人間どもの記憶を消す程度のことは造作もない。我が姿を見られるのは、我がもとにたどり着いた者たちだけの特権だ。もっとも、我が姿を目に焼き付けたまま死ぬことになるのだがな」

「…………」

　最高難易度のクエストボスにしては、ずいぶんと仕事が細かい。

「今回だけは少しばかり勝手が違うがな。貴様が記憶を残している上に、その魔法使いとともにいるとは。二人でともに時間を遡ってしまったらしいな」

「…………」

　ループが発動する前にフィオの手を握にぎったために、こうして今、一いつ緒しよにいられるらしい。

　とっさにフィオの手を握った、あのときの判断は間違いではなかったようだ。

「戦士よ──いや、少し違うか？　まあよい、もっとも厄やつ介かいなのは貴様だ。まず最初に貴様のようななにをしでかすかわからない者を仕留めることにしている」

「そりゃあ、どうも」

「そうだ、いつもならそうしている。だが──今はその魔法使いを殺したくてたまらない」

「なにっ……!?」

　ナギは、とっさにフィオをかばうように立つ。

「まったく奇き妙みような人間だ。魔法使いよ、貴様はいったい……何者だ？」

「…………っ！　わ、わたしは……」

　突とつ然ぜん、支配者に強きよう烈れつな殺気を叩たたきつけられ、フィオが怯おびえている。

　どうやら、支配者ですらフィオの体質に引き寄せられているようだ。

　支配者の標的は、フィオ。

　まったく、ふざけた鳥野や郎ろうだ……！

「……フィオ。なにがなんだかわからないだろうが……逃にげろ」

「えっ……？」

　ナギは振ふり向かずに、大鷲と向き合い続けている。

「なんとか一いち撃げきくらいは止めてみせる。その間に、少しでも遠くへ逃げてくれ」

「あ、あなた……いったい……？」

　女神契約者であるナギだけが、ループ前の記憶を維い持じできているようだ。

　記憶だけあっても、あまり意味はないが……。

「ああ、意味はあるか。最後に──言えるんだからな」

「な、なにを……？」

「こんな形で言うことになるとは思わなかったけど──フィオ、君が好きだ」

「…………？」

　背後で、フィオが戸と惑まどっている気配が伝わってくる。

　フィオにしてみれば、今のナギは初めて会った、同年代の少年というだけだ。

　いきなり告白されても、わけがわからないだろう。

　だが、自分の気持ちを言う機会は今しかない。

　時間を遡ってナギは弱体化しているが、支配者の強さに変わりはない。今のナギにでも、それくらいのことはわかる。

　勝ち目など一切ないことも。

「だから逃げてくれ、フィオ。君だけは、生きてくれ……」

　もちろん、パーティのみんなにも生きてほしい。

　幼なじみのルティ、高飛車なレイア、融ゆう通ずうの利かないミフユ、無む駄だに陽気なエイリス。

　みんなに生きてほしいが──今、もっとも望んでいるのはフィオが生き延びることだ。

「悲しいことだな、人間よ。だが、貴様らの中でもっとも厄介なのは、貴様とその魔法使いだ。生かしておけば、必ずまた我が前に現れるであろう。だからこそ、真っ先に殺しにきたのだ」

「そうかい。本当に念の入ったことだな。どうせなら、俺たちが赤ん坊ぼうの頃ころにでも戻せばよかったのに」

「戻せる時間にも限りがあるのだよ。貴様のような危険な人間は、祖先を殺しておきたいくらいだがな」

　支配者は戦いを楽しんでいるようだが、自分を脅かす者には容よう赦しやしないらしい。

「やれるもんならやってみろ！　初心者に戻ったっていっても、中身は──」

　ドガッと、凄すさまじく重い音が響ひびき、ナギの視界がぐるぐると回転した。

　突然、支配者が前まえ肢あしを振るい、ナギを殴なぐりつけたのだ。

　その一撃はナギの身体からだを吹ふっ飛ばし、地面に叩きつけ、ゴロゴロと転がしていく。

「がはっ、ぐっ……ああっ……かはっ……！」

　ナギは、口からゴボッと血を吐はき出した。おそらく内臓に傷がついている。

　少なくとも肋ろつ骨こつが数本折れ、左ひだり腕うでと左ひだり脚あしも骨が外れたのは間ま違ちがいない。

　たった一撃──支配者がなにげなく振るった一撃で、この有様か。

　初心者だった頃の俺は、こんなに脆もろかったのか──

「や……やめて！」

　突然、声を上げたのはフィオだった。

　その杖つえを支配者へと向けている。

「な、なにがなんだかわからないけど……それ以上はわたしがゆ、ゆゆゆ許さない！」

　フィオが構えている杖の先は、小刻みに揺ゆれている。

　もちろん、怖こわいのだろう。今のフィオにも、巨きよ大だいな大鷲がとてつもない化け物だということはわかるはずだ。

「火球フアイアボール──！」

　フィオの杖先から炎ほのおの球が飛び、大鷲の顔面に命中する。

　しかし──火球は魔法使いが最初に覚える初級の魔ま法ほうでしかない。

　大鷲は、虫が触ふれたほどにも感じていないようだ。

「よ、よせ、フィオ……」

　ナギはなんとか立ち上がり、剣けんを杖にして前に進んでいく。

　そうだ、フィオなら逃げるわけがない。彼女は無む謀ぼう、命知らずで有名な冒険者だったのだ。

　ナギはフィオの隣となりに並び、大鷲に向き直る。

　支配者は面白がっているようだ。今のナギとフィオなど軽く撫なでるだけで殺せる。

　弄もてあそび、いたぶり、苦しめるつもりなのだろう。

「わからない。わからないけど……絶対に、あなたを死なせたくない。あなたこそ……逃げて」

「馬ば鹿かを言うな……逃げるのは、君だ。フィオがいない世界なんて意味がないんだ……」

「じ、自分が死んだら意味がないでしょ！　自分のことを先に考えて！　自分が一番可愛かわいいのは恥はずかしいことじゃない！」

「自分より可愛い相手がいるのは俺の勝手だろ！　俺にとって、それがフィオなんだ！」

「か、かわわわわわっ、可愛くなんかない！　あなた、どこに目をつけてるの!?　ちょっとかっこいいと思ったのに、心にもないこと言う人なんだね！」

「君こそ、それだけ可愛いんだから、もうちょっと可愛げを見せたらどうだ！」

　ナギは負傷の痛みも忘れて、フィオと睨にらみ合ってしまう。

「……おい、貴様ら。我の存在を無視してイチャつくな」

「イチャついてないっ！　この人、知らない人だし！」

「というか、グランドクエストのボスが〝イチャつく〟とか俗ぞくな言葉を使うな！　威い厳げんを持て、威厳を！」

　ナギとフィオは、今度は支配者を睨みつける。

「貴様ら……人が遊んでやれば、いい気になりおって……！」

「んんん……!?　ちょっと待って！　そこの知らない人、今なんて……!?　なんて言ったの!?」

　またもや支配者を無視して、フィオはナギに顔を近づけてくる。

「いや、イチャつくとか言うなって……」

「そこじゃないの！　そこじゃなくて、〝グランドクエスト〟って言ったの!?」

　フィオは興奮しきっていて、もう前まえ髪がみがナギの顔にくっつきそうだ。

「そ、そうだよ。この大鷲はグランドクエストのボスで……」

「グランドクエストのボス……まだ冒険者ギルドにも行ってないのに、いきなりゴールに着いちゃった……？」

「ゴール？」

　フィオは頷うなずいて、ぎゅうっと杖を抱だきしめる。

「グランドクエストをクリアした者は──どんな望みも叶かなえられる」

「は……？」

　そういえば、フィオはグランドクエストからの使者ともそんなことを話していた。

　ナギは、グランドクエストのクリア報ほう酬しゆうなど気にもしていなかった。

　どんな望みも叶えられるという噂うわさは知っていても、かなり眉まゆ唾つばだし。

「そのとおりだ、魔法使い。グランドクエスト──試練の聖域の支配者を倒たおせば、望みは叶えられるだろう」

「そっ、そうだったのかっ！　とんでもないデタラメだと思ってた！」

「貴様は願いすらなく、我に挑いどんでいたのか。ほとんどの冒険者は、願いを叶えるために欲よく望ぼうを剝むき出しにして挑んできたものだったがな……」

　大鷲が、まるでバカを見る目を向けてきている。

　考えてみれば、ナギはこれといって得るものもなく、グランドクエストに挑ちよう戦せんしていた。

　ルティたちも、おそらく同じだろう。

「……フィオはそのクリア報酬が本当だって知ってたのか？　グランドクエストの情報なんて、古参の冒険者でもほとんど知らないのに」

　今のフィオは冒険にさえまだ出ていないはずだ。

　冒険者の間で流れている噂を聞く機会も、そうそうないだろう。

「……母様。母様から聞いたの。わたしはモンスターを引き寄せてしまう……これは強力な呪いなの。誰だれにもどうにもできない……ただ一つの例外を除けば」

「あ……！　それが、グランドクエストのクリア報酬……ってわけか」

「そう。わたしはこの体質のせいで、村にもいられなくなったから……わたしが一歩村の外に出ると、モンスターがワイワイ大はしゃぎで近づいてきて、村が完全に包囲されちゃうの……」

「そ、それは大変なことだな……」

　ようやく、すとんと腑ふに落ちた。

　フィオが三年も初級クエストに失敗し続けながらも、あきらめなかった理由。

　あきらめたところで──フィオは人里でまともに生きられないのだ。

「冒ぼう険けん者がたくさんいる街なら、モンスターも適度に駆く逐ちくされてるけど……でもわたしは、ずっと安全な街に籠こもって一生を終えたくない。わたしは、広い世界に出て、出て……」

　そこまで言って、フィオははっとした顔になる。

「なっ、なんで!?　わたし、なんでこんなこと初めて会った人に話してるの!?」

「それは、むしろ俺が訊ききたいくらいだが……」

　フィオの話は、完全に初耳だった。

　その話を聞いていれば、グランドクエスト挑戦をためらわなかっただろう。

　いや──だからこそか。

　フィオは自分の都合でパーティを巻き込むような気がしていた──たぶんそうだろう。

　自分の願いを叶えるために、パーティのみんなを危険に晒さらしたくない。

　優しすぎるフィオが考えそうなことだ。

　だから、パーティの誰にも願いのことは話せなかった。

　むしろ、今のナギに話せたのは、関係ない人間だからではないか。

「それなら、なおさら引けなくなった……死ぬわけにもいかないよな！」

　ナギは、ずきずき痛む腕うでで剣を構え直す。

　フィオを逃にがすだけのつもりだったが──そうもいかなくなった。

　グランドクエストをクリアして、フィオの望みを叶える。

　そんな大役を、他の誰にも譲ゆずるものか！

「ははははは、威い勢せいだけはいいな！　だが、貴様に勝ち目など──」

《そう、そうなのです、ナギ・スレインリード。そなたのその強い意志に、私は未来を切り開く力を見ました。だから、私はそなたに力を与あたえた──》

　突とつ然ぜんに、またもや突然に異変が起きた。

　薄うす暗ぐらい路地に光が差し込み──その光の中に、銀ぎん髪ぱつの美女の姿があった。

「け、剣の女神……？　あんたは俺を覚えてるのか？」

《女神は時も空間も超こえた存在。もちろん覚えていますよ、愛いとしい少年》

　銀髪の美女は、にっこりと微笑ほほえんだ。

《可愛くないところは多々──それはもう多々ありますが、それでもそなたは私の愛しい契けい約やく者。気高く強き意志を持つ少年よ、そなたならばこの邪じや悪あくの化身、数あま多たの冒険者の命を奪うばってきた怪かい物ぶつを葬ほうむれることでしょう──》

「…………っ！」

　美女が──剣の女神が剣を高く構えると、ナギの身体に銀色の光が宿る。

　女神契約──六年前にもナギが浴びた美しい光と、授けられた力。

「剣の女神っ！　貴様、こんなことをして……女神の介かい入にゆうの限度を超えている！　神々と支配者の盟約に抗あらがうかっ！」

《そうは言いますが、あなたの能力は……反則ですよん♪》

　剣の女神は美しい顔に、いたずらな笑みを浮うかべて──

　なんだ、なんかもの凄すごい違い和わ感かんがある！

　ナギは、その笑顔が誰かに似ているような気がした。よく知っている誰かに。

《さあ、我が契約者。そなたの記き憶おくを起点アンカーとして、戻もどるとしましょうか。女神の力を持つそなたに、私がちょっと後押ししてあげましょう》

「戻るって……元の時間にか！」

《ええ、〝円環の時〟を斬り払いましょう。ですが──そこの鳥が言ったとおり、契約は解けてしまっています。ここで、あらためて再契約することになるわけですが》

「さ、再契約……？」

《本来、女神との契約は一度きりのもの。例外をつくるには、そなたにもその代価をお支し払はらいいただかないと》

「そ、それは……まあ、当然のことだな」

　契約とはそういうものだ。商売人の息子であるナギは、契約の神聖さも知っている。

《さすが、ものわかりがいいですね。ただ、お代はちょっとお高くつきますよ》

「くっ……し、仕方ない。足元見られてる感は凄いが、他に手はないしな。なんでも来やがれ！」

　この時間に残ったところで、支配者に殺されるだけだ。

　なにを支払うことになろうと、フィオを守るためならば──

《そうですね、なにをいただきましょうか。そなたは私のお気に入りですから。他の女に目がいくのは嬉うれしくないですね》

「は……？」

《とりあえず、そなたは〝恋れん愛あい禁止〟としておきましょう》

「恋愛禁止!?　待て、それじゃ告白もできない──!?」

《まあ、すぐにわかるでしょう。そのときまでのお楽しみということで》

「全然、楽しみじゃないっ！　最初は〝剣けんで戦うこと〟なんて簡単な内容で契約させておいて！　再契約の条件が厳しすぎるだろ！」

《私は剣の女神。強き剣けん士しが育つことがなによりの喜び。我が契約者には剣一筋に生きることをお願いしています。ですが──そなたには、剣以上に好きなものができたようですから。女神的に面白くないですね》

「面白くないって……そんなことで、そんな条件を突つきつけるのか!?」

《はい、契約はきっちり守ってくださいね》

　女神は、にっこりと笑うと。

　それから、ぱっと剣を振ふって──

「うおおっ……！」

　ナギの足元に、また巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが浮かび上がった。

「こ、これは……そう、そうだった……わたしは、紅い戦団の魔法使い……！」

　フィオが大きく目を見開きながら叫さけんだ。

「そうだ、フィオ……思い出したのか！」

「うん、思い出した……そう、ナギ君、よかった、あなたを思い出せた……！」

「ああ……！」

「ナギ君、ナギ君、わたしね……わたしは広い世界に出て、旅をして──そ、それが、それが、好きな人と一いつ緒しよだったら最高に幸せだって、そう思ったの！」

　彼女はナギのほうに駆かけてきて──その手を摑つかんできた。

　そうか、君が三年も無む謀ぼうな挑戦を続けたのも。

　グランドクエストを目指し続けていたのも。

　そんなささやかな、だが彼女らしい願いのためだったのか──

「フィオ……！」

　ナギはその手を握にぎり返し、同時に世界が真っ白に染まっていく──







　屋根がなく灰色の空が見え、不気味な模様が入った赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた部屋──

　ナギは、一いつ瞬しゆんのうちに事態を把は握あくした。

　めまぐるしく状じよう況きようが変化しているが、あたふたと慌あわてている場合でもない。

「戻ってきた……！　戻ってきたんだな！」

　ナギは、ぱっと後ろを振り向いた。

　そこには──みんながいる。

「全員、いるな！　なにか異常は!?」

　ナギは仲間たちに呼びかけた。

「僕、今……故郷に戻っていたような……姉上に稽けい古こをつけてもらって……」

「わ、わたくしも……昔の、忌いま々いましい景色を見ていた気もしますわ……」

「私はメイド、私はメイド、ご主人様の忠実な下僕……メイドになったはず……」

　ミフユ、レイア、ルティがぶつぶつつぶやいている。

　仲間たちが戸と惑まどっているところを見ると、かすかにループのことを覚えているようだ。

「あははー、さっすがグラクエのボス！　面白い芸を使えるんだね！　もっかい見てみたいくらいだよ！」

「嫌いやだ！」「ごめんですわ！」「私はメイドなんです！」

　相変わらずのんきなエイリスに、仲間たちが嫌そうな顔をする。

「……確かに変なことが起きてた。よくわからないけど、どこか知らない街にいて……あの鳥類とも会ってたような……？」

　フィオも、時間を遡ったときの記憶はかなり曖昧らしい。

　ナギとしては、できれば綺き麗れいさっぱり忘れていてほしいくらいだ。

　異常な状況だったせいだが、予定を繰くり上げて告白してしまったのはまずかった。

　ナギは再契約のおかげか、ループ時の記憶も維い持じしている。

　フィオはどこまで記憶しているのだろうか？

　レイアたちの様子を見る限り、細かいことは覚えていないようだが。

「今は、みんな無事ならそれでいい。さあ、続きをやるか！」

　ナギは、高く剣を掲かかげて吠ほえた。

　そうだ、ナギたちは元の時間へと戻ってきたのだ。

　最強パーティ、紅い戦団──

　ナギのパーティが全ぜん滅めつしかけるのはいつものこと。

　全滅の危機をくぐり抜ぬけて、こうして生き延びるのもいつものこと！

　これまでとなにも変わらない。あとは──

「円環の時デツド・ループ、だったか。あれだけの大技、そうそう続けて使えないだろう？」

「ぐっ……！」

「さて、さっき吹ふっ飛ばしてくれた礼はしないとな」

「貴様ぁ…………！」

　大おお鷲わしは怒いかりをあらわにして、ナギを睨にらみつけてきている。

　支配者ドミネーターはあちこちに傷を負ったままだ。

　もっとも、ナギたちも消しよう耗もうしきっている。肉体の状況はループ前に戻ったようだ。

　紅い戦団も、これ以上の長期戦にはできない。

「もう弱い者いじめは楽しめないぞ、支配者。今度は──俺たちが楽しませてもらう！」

「舐なめるな、人間！　我が秘術が円環の時だけだとでも思っているのか！」

　大鷲は両の前まえ肢あしを高く掲げ、その肢の間に魔ま力りよくが圧縮されていく。

　フィオの姿のときにも多くの攻こう撃げき魔ま法ほうを使っていたが、さらに強大な魔力を感じる。

「〝秘法の略奪者スキル・スナツチヤー〟！」

　風のようにナギの横を走り抜け、支配者が圧縮させていた魔力を奪い去ったのは──レイアだった。

　支配者のそばも走り抜け、一瞬のうちに部屋の隅すみへと移動していた。その手に、支配者が集めていた魔力の輝かがやきが宿っている。

　金色の髪かみを揺ゆらし、満足げな笑みを浮かべている姿は、なんとも言えず綺麗だった。

「ほほほ、あなたのようなケダモノにはこんな輝きは似合いませんことよ。わたくしのような絶世の美女にこそ、ふさわしいですわ」

　レイアはそう言うと手を軽く振り──その光が消え去っていく。

　アブソルート・スキル──

　職業を極めた者だけが使える、最強のスキルだ。

　レイアが極めた盗とう賊ぞくのアブソルート・スキル、〝秘法の略奪者スキル・スナツチヤー〟はその名のとおり、敵のスキルを奪う。

　スキルの発動を阻そ止しするだけでなく、敵はしばらくそのスキルを使えなくなってしまう。

　使いどころが難しい能力ではあるが──レイアが、タイミングを外したことはない。

「要するに嫌な性格してるってことだよな……」

「ナギさん！　よくわかりませんが、わたくしの悪口を言ってますわね!?」

　耳がいいのが盗賊の困ったところだ。

「一応、褒ほめ言葉でもあるんだが。よくやった、レイア」

「え、偉えらそうに言わないでくださいませ！　で、ですが……もうちょっと褒めても許しますわよ！」

　レイアは顔を真っ赤にして、その華か麗れいな金きん髪ぱつを意味もなくいじり回している。

「そんなことを許されたのは初めてだよ……おっと」

　ナギは、振り下ろされてきた支配者の一いち撃げきを軽々とかわす。

　六年前ならともかく、今のナギに大ぶりの攻こう撃げきなど当たるはずもない。

「次は僕の番だ！　シントウ飛ひ剣けん流りゆう──秘ひ奥おうの太た刀ち、〝零ゼロ〟！」

　飛び込んできたミフユの振り下ろした剣が、消滅する。

　刃やいばに込められた闘気が、その熱量で刀身を溶とかしつつ、光の剣となって迸ほとばしっていく。

　光の剣は支配者に激げき突とつし、その肩かたから腹へと見事に斬きり裂さいた。

　使い込んできた愛剣を犠ぎ牲せいにするだけあって、ミフユの剣技ソード・スキルの中でも最高の威い力りよくを誇ほこる奥義なのだ。

「未だ未熟なれど、我が剣に斬れぬものなし！　たぶん！」

　ミフユは着地すると──べちゃりと倒たおれた。

　元々、ろくに動けなかったのだ。その身体からだで最強奥義など放ったのだから、今度こそ限界が来たのだろう。

「たぶん、は余計ですわ。まったく、うちの皆みな様さまは優ゆう雅がさに欠け……ふにゃっ」

　同じく、そのそばでレイアも倒れた。彼女も限界だったのだろうが、倒れている姿はあまり優雅とは言えない。

「きっ、貴様らっ……この鬱うつ陶とうしい羽虫どもめ！」

　グオオオオッと咆ほう哮こうを上げて、支配者が倒れたミフユとレイアに向かって走っていく。

　身体を深く斬り裂かれたのに、恐おそるべき生命力だった。

「仕留めてない……!?　くっ、我が秘奥義を繰り出したというのに！　ええい、未熟！　なんという未熟！　今度こそ腹を切って、詫わびを──」

「お待ちなさい！　そこでお腹なかを切られたら血が！　わたくしの服が汚よごれますわ！」

　脇わき差ざしを抜こうとするミフユと、それを必死に止めるレイア。

　二人とも倒れたままなので、ずいぶんと面白い姿になっている。

「はいはーい、お待たせです！　メイドが遺体の回収に参りました！」

「死んでない！」「死んでませんわ！」

　ミフユとレイアに同時に抗こう議ぎを受けつつ、二人の身体を抱かかえ、素早く走り去ったのは、ルティだった。

　小こ柄がらとはいえ、人間二人を抱えて走るというのは、簡単にできることではない。

　冒ぼう険けんメイドは戦せん闘とう向きではないが、自分の体重以上のリュックを担いで歩いているのだ。並の戦士よりもはるかに体力があったりする。

「ミフィ、レイっち……二人のことは永遠に忘れない。出いでよ、〝聖鉄の鎖ホーリーチエイン〟！」

　エイリスの祈いのりとともに、部屋のあちこちの壁かべからじゃらじゃらと太い鎖が飛び出し、支配者の身体を捕とらえていく。

「グオオオオオッ！」

　飛び出した鎖は、支配者の肉に深く食い込み、完全に動きを封ふうじてしまう。

「貴様っ……たかが分ワケ御ミ霊タマの分際で……！　グオオオオオッ！」

「なーんのことか、わかんないな。あたしはただ、君みたいな野性味たっぷりの奴やつに限って、実は縛しばられ願望とかあるだろーと思っただけだよ！」

　エイリスはニヤニヤしながら、思い切り支配者を挑ちよう発はつしている。

　ナギは呆あきれて、エイリスを眺ながめつつ。

　分ワケ御ミ霊タマ──どうにも気になる言葉だった。

　だが、今はツッコミを入れている余よ裕ゆうなどない。

　支配者の動きを封じているうちに──

「あの、ナギ君」

「んん!?」

　いつの間にかフィオがそばに立っていて、ナギの袖そでをちょいちょいと引いている。

「さっきの……魔ま法ほう陣じんが光ったあと、どこかでナギ君と会って……なんだかすんごいことを言われた気がするんだけど。それはもう、本当にすんごいこと」

「……い、いや。なにも言ってないよ？」

「うそ。絶対、言った。なにを言ったの？　わたし、すっごく気になる！」

「……フィオにもすんごいこと言われた気がするんだが」

「えっ……!?」

　フィオは、はっとなり、杖つえを握にぎり締しめて首をひねり始めた。

　やはり、ループ時の記き憶おくは消えたわけではないが、はっきりしないらしい。

「ま、まあ、それはあとで……エイリスの魔ま法ほうが効いてるうちにあいつをやるぞ！」

「ボスなんていつでも倒せるよ！　それより、お願いだから答えて！　ナギ君、なにを言ったの!?　わたしもいったいなにを!?」

「い、いつでもは倒せないぞ！　えーと、えーと……お、俺もよく覚えてない！　な、なにを言ったんだっけ！」

「…………本当に？」

　フィオが、ぐいっと顔を近づけてくる。

　あの告白は、支配者に勝てるとは思えなかったから、勢いでしてしまっただけだ。

　できれば、なかったことにしてしまいたい。

　別にヘタレてるわけではなく。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

「…………っ！」

　大気だけでなく、この広大な古城すべてが激しく震ふるえるほどの咆哮だった。

「あ、あああああ……？」

「げっ、フィオ!?」

　ナギは、フィオの異常に即そく座ざに気づいた。

　目の焦しよう点てんが合っていないし、口を意味もなくぱくぱくさせている。

「〝冥府の呼び声デモニツク・ハウル〟か……！」

　モンスターが使う咆哮系のスキルの最上位。

　並の冒険者なら即そく死し、上級者でも混乱や麻ま痺ひなどの状態異常バツド・ステータスを起こしてしまう。

　さすがはグランドクエストのボス、まだこんな奥の手を持っていたとは！

　ナギは、状態異常を無効化する神官のスキルも持っているから耐たえられたが──

「あうあうあああ」

　フィオは杖をぱたぱた振ふり、なにやらよくわからない動きをしている。

　なんだか可愛かわいいが、混乱しているのは間ま違ちがいない。

「エイリス、フィオが混乱した！　回復魔法を頼たのむ！」

「んー、無理かな。あたし、魔力使い果たしちゃった」

「ええぇっ、こんなときに!?　無限大の魔力はどうした!?」

「いくらあたしでも、このボス相手じゃ消耗も激しいって。回復だの聖鉄の鎖ホーリーチエインだのさー。それに、さっき再契や──っと、とにかくもう打ち止めだー」

　なにかごまかされている気もするが、確かにエイリスは回復魔法を頻ひん繁ぱんに使っていた。

　支配者の動きを封じるほどの〝聖鉄の鎖ホーリーチエイン〟で限界を迎むかえてもおかしくない。

「というわけで、あとはナギナギに任せた！　その子たち、下手に強いだけに混乱するとヤバいよね！」

「え？　その子たちって……うわあああああ、なにしてるんだ、おまえら！」

　まだ杖を振っているフィオに気を取られている間に──

「ふふふ、ナギさん。なにって……見ればおわかりでしょう？」

「そうですよ、ご主人様。お嬢じよう様さまとメイドがセットでご奉ほう仕しとか、殿との方がたの夢でしょう？」

　レイアとルティが、ナギの両側から身体をくっつけてきている。

　二人の妙みような迫はく力りよくに圧おされて、思わずナギはその場に座り込んでしまう。

「って、おい二人とも！　ふ、服が……！」

　レイアはドレスの胸元がはだけて、ほどよくふくらんだ胸があらわになっていて。

　ルティはメイド服の長いスカートがめくれて、ストッキングに包まれた太ももと、ガーターベルトまで見えてしまっている。

「こんなはしたない姿を見られては、レイラティアはすべてを捧ささげるしかありませんわ」

「レ、レイラティア……？」

　レイアは姓せいを仲間にも隠かくしているが、名前も本名ではなかったのか。

「ですが、あなたでしたら……責任、取ってくださいましね、ナギさん……」

「私はメイドですから、遊びで手をつけてくれていいですよ……？」

「なっ、なにをバカな……」

　レイアとルティも完全に混乱しているが、こんな壊こわれ方をするとは。

「ナギ殿どの……」

「おおっ、ミフユ！　おまえは無事だったか！　この二人を──」

「ナギ殿のばかぁ～～～」

「はぁ!?」

　今度は、ミフユが正面から抱だきついてくる。

　なぜか、ぐすぐすと泣きながら、ナギにぎゅうっとくっついてきて──

「ぼ、僕がこんな格好をしてるのは……け、剣けん士しの家に生まれたから、しょうがないじゃないか。でも、全然気づきもしないのはさすがに失礼だぞ！」

「なっ、なにを言ってるんだ!?　おまえが一番混乱してないか!?」

　ナギは、男に抱きつかれて喜ぶ趣しゆ味みはないが──なぜか興奮してきてしまう。

　ミフユの着物も乱れていて、胸元に巻いている布がほどけ、そこにふくらみが──

「渦うず巻まけ、風よ──爆散乱風ブラストウインド」
















　不意に竜巻のような風が起こり──ナギと彼に張りついていた三人がまとめて真上に吹ふき飛ばされて、そのまま地面へと落下する。

「って、痛いててて……あっ、おい、みんな無事か!?」

　レイアとルティ、ミフユの三人は床ゆかに倒れ、目を回している。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。加減したから、そのくらいで死ぬほどヤワな子はうちにいない」

「フィ、フィオ？」

　ナギたちをまとめて吹き飛ばしたのはフィオの魔法だった。

「ねえ、ナギ君……？」

　フィオが、座り込んでいるナギの前で屈かがんだ。その目は、妖あやしく光っている──

「ま、まさかフィオも……？　ど、どうしよう……」

　混乱したフィオに迫せまられたら、ひとたまりもない……！

　乱れた服装で、色気たっぷりのフィオなど、地上最強すぎる！

　ありがとう、支配者！　おまえの悪あがきのおかげで、フィオが──

「ねえ、ナギ君。ナギくぅん……」

　フィオは妖しい笑みを浮うかべ、ナギの頰ほおをその手でそっと撫なでてくる。

　ぷにっ、と柔やわらかな二つのふくらみがナギの胸に押し当てられて──

「…………おしまいにしちゃお？」

「はぁ!?　お、おしまいって？」

「だって、三年経っても、全然ダメな感じだし？　このまま前進しないより、なにもかもおしまいにしちゃったほうが楽しくなーい？」

「た、楽しくないっ！」

　前進というのがなんのことか知らないが──

　レイアたちは色っぽく迫ってきたのに、よりによってフィオだけがおかしな方向で混乱してる！

　詐さ欺ぎだ、フィオのエロに密かに期待してたのに！

「そっか、じゃあおしまいにしよーっ。ナギ君と二人なら怖こわくなーいっ」

　フィオは明るく笑うと、ぱっと杖を掲かかげて魔ま力りよくを集中し始めた。

　ゴゴゴゴゴ、と凄すさまじい魔力がフィオの周囲に渦巻いていく。

「いやいや、なにが『そっか』なんだ!?」

　どうやらフィオは、ナギに魔法を放つつもりらしい。

　味方への攻こう撃げきは、混乱時にはよくあることだが──

「こ、この魔力……！　フィオ、自分ごと吹っ飛ばそうとしてるだろ！」

　ナギは慌あわてて、フィオに向けて手をかざし──

「くそ、回復系は得意じゃないのに……〝精神治癒メンタルキユア〟！」

「わたし、魔法得意なんだー。間違いなく、わたしもナギ君もまとめて吹っ飛べるよ！」

「ダメだ、効いてない────っ！」

　ナギの回復魔法では〝冥府の呼び声デモニツク・ハウル〟による状態異常は治せない！

　ど、どうしたら、どうしたらいい、このまま詠えい唱しようが終わったら──あああああっ！

「…………！」

　ナギはとっさに、フィオの身体を抱だきしめた。

　細くて柔らかくて、あったかい──うあああああ、どさくさまぎれとはいえ、フィオを抱いちゃってるよ、俺！

「おっ、落ち着け、フィオ。なあ、頼むからこのまま冷静に──」

　体勢はともかく、フィオを取り押さえることには成功した。

　時間経過で混乱は回復するはずだ。このまま、抱きしめていれば──

「……より来たりし、地じ獄ごくの業火よ。我が血と契けい約やくに基づき──」

「って、詠唱始めてる!?」

　しかもこれは、魔法使い系のスキルでも最高の威い力りよくを誇ほこる──自じ爆ばく魔法だ。

　今のフィオの魔力で唱えたら、この城ごと吹っ飛びかねない。

　とにかく、詠唱をやめさせなければ！

「やめろ、フィオ──！」




　ナギはフィオの身体からだをわずかに離はなし、顔を近づけ、唇くちびるに──




「……って、できるか！　勢いでできりゃ苦労はしないっての！」

　ナギはキスしかけて、なんとか我に返った。

　こんな強引な方法でキスなんてしたら、たぶんずっと後こう悔かいする。

　代わりにフィオの頭を摑つかみ、自分の胸にぎゅっと押しつけた。

　方法はどうあれ、口を開かせなければ詠唱は止められるのだ。

「むっ、むぐぐぐぐっ……むー、むーっ……！」

　ぐぐぐっ、とフィオの顔を自分の胸に押しつけていると──

　すぐにフィオが、ぱんぱんと肩かたを叩たたいてきた。

「……正気に戻もどったのか？」

　恐おそる恐る、フィオの顔を離すと──

「…………」

　フィオは、こくこくと頷うなずいた。でも、その顔はびっくりするくらい真っ赤だった。

「ごっ、ごめん。息できなかったよな！　大丈夫か!?」

「い、息はいいけど……心臓が止まりそうだったよ……」

　フィオは杖つえを握にぎり締しめ、耳まで赤くなってしまっている。

　状態異常から立ち直れるほど、俺に抱きしめられたのがショックだったのだろうか……。

「で、でも大丈夫。！　そ、そうだ、あいつを倒たおさなきゃだよね。ちょっとお礼を言いたいけど、倒さないと！」

　フィオは混乱が治なおっているのか疑いたくなることを口走り、杖を構える。

　支配者はまだもがいているが、今にも鎖くさりを引き千切ってしまいそうだ。

「もう、あなたの順番ターンじゃない！　おとなしくしていて！」

　フィオは、ぎらりと支配者を睨にらみ、杖の先を向けて。

「永遠の蒼の中で眠ねむれ──氷界絶凍獄コキユートス！」

　杖から太く束ねた凍気のかたまりを、青白い光の柱として解き放つ。

　凍気はまっすぐに飛んで、支配者に激げき突とつし──その肉体を凍こおりつかせていく。

　さっき自爆魔法のために魔力を集中させていたからか、凄まじい威力だった。

「グッオオオオオオオッ……ま、まだだ……まだその程度の力では……！　我こそは聖域の支配者ドミネーター！　女神どもすら超こえ、いつか世界を統すべる──！」

　肉体が凍りつきながらも、支配者は鎖を引き千切り、フィオに襲おそいかかってくる。

「あ…………」

　フィオは魔力を使い果たしたのか、杖にもたれかかって動けない。

　だが、絶体絶命の状じよう況きようなのに、フィオはにっこりと笑った。

　その笑顔の意味くらいは──ナギにもわかった。

　あとを任されたのだ。ここから先は、俺の出番だ！

「女神は超えられても、俺たちは超えられない！」

　ナギは間に割って入ると、怒れる牙レイジング・バイトを支配者の鼻面に叩きつけた。

　支配者と激しく衝しよう突とつし、二人は互たがいに弾はじき飛ばされ、それでも床を削けずりながら着地する。

　誰だれにも、フィオに傷一つつけさせるものか──

「そうだ、貴様だ、貴様さえいなければ──！」

「勝手に吠ほえてろ、モンスター。いつだってモンスターは人間に狩かられて滅ほろぶのさ」

　ナギは剣けんを構え、深く腰こしを落とした。

　支配者の生命力はあまりにも常じよう軌きを逸いつしている。

　ミフユの最高奥義、それに逃にげられない状態でフィオの最強魔ま法ほうをくらって、まだ抗あらがおうとしているのだ。

　ハンパな攻撃では倒せない。だが、これ以上長引けば、完全に消しよう耗もうしきってしまったパーティが本当に全ぜん滅めつしてしまう。

　ならば、リーダーであるナギがやるべきことは、ただ一つ。

　最大最強、最高の攻撃を出し惜おしみせずに放つ──！

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ナギは絶ぜつ叫きようとともに、床を砕くほどの勢いで蹴けりつけて走り出す。

　グランドマスター固有のスキルとも言うべき、〝スキルマスター〟。

　それは、他の職業のスキルをすべて使いこなすスキル。

「俺は剣とともに極限へ至った──〝万能の担い手グランドマスター〟。すべてのスキルを操る者。すべての力を──極める者！」

　グランドマスターにしか使えないスキルが、もう一つある。

　生命力、攻撃力、防ぼう御ぎよ力、魔力、精神力、敏びん捷しよう性──さらには、幸運などという目に見えない力まで限界を超えて引き出す。

　それが、〝無限の超越者オーバーリミツト〟。

　戦士の練気爆身ブーステツドなど比べものにならない、数十倍の力を瞬しゆん間かん的に発生させる。

　最強のスキルではあるが、極限状況まで追い込まれなければ使えない。

　だが、使うべき時は今、ここでなければいつ使う！

「おまえの時の終わりは──ここだっ！」

　あとはもう、他のスキルは必要ない。

　ただ振ふり下ろすだけの斬ざん撃げきが、限界をはるかに超え、天地を引き裂さき、神々にまで至る一いち撃げきとなってすべてを打ち砕く──

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　ナギが振り下ろした刃やいばは、巨きよ大だいな大おお鷲わしの肉体を真っ二つに斬きり裂き。

　その肉体が、まばゆい光とともに粉こな微み塵じんと化し、その細かい粒りゆう子しは煙けむりとなって大気へと霧む散さんしていく──










　　　エピローグ




　主あるじが消え去った玉座の間──

　その玉座に、一ひと抱かかえもあるきらめく水すい晶しようが浮うかんでいる。

　エイリスがその水晶を指差して、ぴょんっと跳とびはねた。

「みんなみんなーっ、アレがグランドクエストのクリア報ほう酬しゆう！　〝支配と願いの魔晶石セイクリツド・クリスタル〟だよだよ！」

「だよだよって……だから、なんでおまえはそんなこと知ってるんだ!?」

「知識は荷物にならないんだから、たくさん持っておくといいよ？」

「…………」

　わかっていたことだが、エイリスとは話が嚙かみ合わない。

　とはいえ──ナギにも、その水晶が持つ桁けた外はずれの力が伝わってくる。

　数多くの財宝や魔法のアイテムを見てきたが、それらとは次元が違ちがう。

「願いが叶かなうっていうのも、まるっきりのデタラメじゃなさそうだな……」

「お、終わったんですのね」

　レイアが、よたよたと歩いてくる。

「これが……そんな稀レ少アアイテムですの？　見た目は安物の水晶ですわね」

　玉座に近づくと、浮かんでいる水晶をじろじろと観察する。

「いやいやー、間ま違ちがいないよ。まあ、これを手に入れたのはうちのパーティが初めてだから知らないのも無理はないけど。グランドクエストのクリア報酬だからね。これにお願いすれば、世界征せい服ふくだろうと、十回生まれ変わっても使い切れないお金だろうと、あたしには及およばなくても絶世の美女だろうと、なんだって手に入れられる設定だよ！」

「設定ってなんだよ……」

　いちいち、エイリスの言い方はおもしろおかしいが。

　ともかく──これが、フィオがずっと求めてきたものなのだ。

「…………ん？」

　そうだ、ナギはフィオがグランドクエストのクリア報酬を求めていたことを知っている。

　だが、告白のこともぼんやりとしか覚えていないようだし、ループしたときの記き憶おくは薄うすいのだろう。

　ナギが普ふ通つうにフィオの願いを知っていてはおかしい……。

　フィオの願いを叶えさせてやりたいが──どうやって、その方向に話を持っていけばいいのか。

「願い、ですか。わたくしの一番の願いはもう叶かなっていますわ。どなたかが、お願いすればよろしいでしょう」

「ええっ、いいのか!?」

　ナギは、ぎょっとしてレイアの顔を凝ぎよう視しする。

「そんなに驚おどろくことですの？　その水晶もアクセサリーには大きすぎますし、なにより安っぽいですわ。わたくしはいりません」

　レイアが叶えたという願いも気になるが──本当に報酬は必要ないらしい。

「僕も別にいらないな」

　ミフユも玉座に近づいてきた。その後ろには、ルティもいる。

「サムライの願いは、修練の先にあるものだからな」

「あー、武士は食わねど高たか楊よう枝じって言うんだよね」

「よく知ってるな、エイリス殿どの！　というか、やせ我が慢まんしてるんじゃないぞ！　僕は修行で技を磨みがきたいのであって、段階を飛ばしていきなり剣を極めたいわけじゃないっ！」

「ま、まあまあ。そりゃみんなわかってるから。えーと、ルティは……？」

「遂ついに私が自分を買い戻もどして、ご主人様のもとから自由になる日が……！」

「待て、コラ！　俺がおまえを買ったみたいに言うな！」

　もちろん、ルティはナギの所有物ではないし、冒ぼう険けんメイドを金で買うことはできない。

「冗じよう談だんですって。あー、そういえば最近は良質なニンジンがあまり手に入らなくて」

「……ニンジンなら、俺が世界中を巡めぐって名産地から仕入れてきてもいい」

　食材のために、最高難易度クエストの報酬を使われてはたまらない。

「ちなみに、あたしに願い事を訊きくなんて最高のジョークだからねー」

「……意味はわからんけど、エイリスも願い事はないってことか？」

　ナギが尋たずねると、エイリスはニヤリと笑って頷いた。

「ま、俺も別に願い事なんてないな」

　本当は凄すごく願いたいことがあるが、それは勇気を代だい償しようにすれば叶うことだ。

　人から見れば、ニンジンをほしがるのとたいして変わらない。

　そんなことにクリア報酬を使う必要もないだろう。

「じゃあ、消去法だな。フィオ、願い事があるなら言うといい。みんな、いいよな？」

　誰からも反対の声は上がらなかった。

　ルティなどは、さっさと済ませてご飯にしようと言いたげな顔だ。

「ま、待って。みんな命いのち懸がけで戦ったのに、わたしの願いだけ叶えるわけには……」

「クエスト報酬は山分けが原則だ。でも、今回のは分けられないだろ？　だったら、ほしい奴やつがもらえばいいんだよ」

「で、でも……」

　フィオはグランドクエスト攻こう略りやくを目指していたはずだが、元々どうするつもりだったのか。

　クリア報酬を他人に譲ゆずってしまえば、フィオの特異体質は治せなくなってしまう。

　ただ、優しいフィオのことだ。他の誰かに叶えたい願いがあるなら、譲ってしまっていただろう。

「まー、なんでもいいんだけどさー。フィオるん、さっさと願わないとヤバいよ」

「ヤバいって……おおっ!?　なんだ、こりゃ!?」

　ナギはすぐそばで起きている異変に気づいた。

　玉座の水晶が、まぶしく輝かがやき始めている。ビリビリと伝わってきていた強大な力が、今まさに解き放たれようとしているような──

「どっ、どうなってんだ、エイリス!?」

「この支配と願いの魔晶石はすんごい力のかたまりだけど、支配者ドミネーターが体内で安定させてたんだよね。その支配者がいなくなったから、そのすっげー力が暴走しようとしてるわけ。この聖域くらい軽くぶっ飛ぶね！」

「それを先に言えーっ！」

　ナギは、くるりと振り返って、フィオの肩かたを摑つかんだ。

「いいから、願いを言え、フィオ！　あの水晶の力を使わなきゃヤバいヤバい！　ボスを倒たおしたのに吹ふっ飛ばされてたまるか！」

「あっ、うっ、うん……！」

　フィオは頷うなずき、水晶の前に立って。

　神官のように両手を組み合わせて、祈いのりの体勢を取った。




「どうか、お願い！　わたしに宿った呪のろいを打ち消して──！」




　フィオの切実な、心からの叫さけびが響ひびき渡わたり──

　支配と願いの魔晶石セイクリツド・クリスタルがまばゆく輝き、ドドドドドッと地面が激しく揺ゆれ始めた。

　水晶から凄すさまじい力の奔ほん流りゆうが放たれ──ナギは、とっさにフィオの手を摑んだ。

　フィオの身体からだに、水晶から放たれた力が注ぎ込まれている。

　熱い、フィオの全身が燃えそうなほどに熱い。彼女の手を摑んでいるナギの手も、焼け焦こげてしまいそうだ。

　それでも、ナギは手を離はなさなかった。

　ただ、ひたすらにフィオの手を摑んだまま溢あふれてくる光に耐たえて──

　そのまま、世界が真っ白に漂ひよう白はくされた。







「……信じられない」

　フィオの目が、キラキラと輝いている。

　中央本部があるベラルの街からそう離れていない平原。

　小型竜レツサードラゴンの群れが出しゆつ没ぼつし、街道の安全が脅おびやかされている。

　紅い戦団レツド・バトリオンは、その討とう伐ばつクエストを受けて、小型竜と交戦中だ。

　クエストの難易度は中級。

　ナギたちが受けるレベルではないが、物資の輸送にも影えい響きようが出ていて緊きん急きゆう性が高いため、名指しで依い頼らいが来たのだ。

　小型竜は、三十体ほどもいる。一体一体はたいしたことはないが、それでも竜だ。

　炎ほのおを吐はき、鋭するどい爪つめで鉄をも引き裂さく。中級クエストとはいえ、難易度は高めだ。

　動きの速いミフユとレイアが前衛に立って、確実に一体ずつ仕留めていく。

　もちろん、フィオは二人の手際のよさに感動しているわけではない。

「レッサーたち、少しもわたしのほうに向かってこない……！」

　そう、小型竜たちはミフユたちばかり攻こう撃げきして、フィオなどはまるで無視している。

　炎竜レツドドラゴンと戦ったときに現れた小型竜たちは、あれだけ猛もう然ぜんと襲おそってきたのに。

「本当にフィオの体質、治ったんだなあ……」

　クエストと関係ない他のモンスターが寄ってくることもない。

「これでやっと、わたしも普通の冒険者になれる……」

　フィオは、ほろりと泣いている。

　ナギには、フィオが普通だとはとても思えないが。

　ともかく、グランドクエストのクリア達成から数日が過ぎている。

　支配と願いの魔晶石セイクリツド・クリスタルに願いをかけた直後、〝聖域〟は崩ほう壊かいし、ナギたちはいつの間にか元いた屋や敷しきの前へと戻っていた。

　グランドクエストは報酬を手にすれば、自動で転移が発動するらしい。

　ボスみずからお迎むかえに来てくれたことといい、妙みようなところで親切だ。

「ありがとう、ナギ君。みんなにも感謝だけど──三年前から一いつ緒しよに戦ってくれたナギ君に……やっぱり、一番にありがとうって言いたい」

「い、いや、俺なんて……」

　口ごもりつつ、ナギはふと気づいた。

　これで本当に、フィオはなにも気にすることなく広い世界へ出て行ける──

　好きな人と一緒に？　そこは俺でもいいんじゃないか？

　ていうか、絶好の機会なんじゃないか？　なんだかいい雰ふん囲い気きだし、仲間はみんな戦せん闘とう中でこっちなんて気にしてないし。

　初めての告白は、なかったことにしてしまったが──今こそ！

「フィ、フィオ。俺こそ君のおかげでこうやって冒険を楽しめてるんだよ。だから、フィオ。俺は、俺は──」

「…………？」

　フィオが可愛かわいく首を傾かしげ──不意に、目を細めた。

「……なにを言いたいのかわからないけど、とりあえずそれを離したら？」

「ん？　それって……うわあああっ！」

「うわああって、自分でいきなり抱だきしめておいて、ひどいですねご主人様」

　ナギが慌あわてて離したのは、ルティだった。

　いつの間にか、ナギは例によって戦闘のすぐそばにいたメイドを抱き寄せていた。

「ナギ君？　お手つきのメイドをどうしたって、わたしが文句言うことじゃないだろうけど……」

「お手つきじゃないって！　ど、どうなってんだ!?」

　ナギはルティの存在すらまったく意識していなかった。混乱でもしているのか？

「そうじゃない！　俺は、君のことを──」

「……あの、ナギさん？　あなた、淑しゆく女じよの扱あつかいをもう少し心得てはいかが？」

「は!?　今度はおまえかーっ!?」

　ナギはレイアを抱きしめ、おまけに柔やわらかな曲線を描えがく尻しりに手を置いてしまっていた。

「……よくわからないけど、ナギ君。わたしに喧けん嘩かを売っているの？」

「ちっ、違ちが……俺は本気で君のこと…………！」

「なっ、なんだっ!?　ナギ殿、ど、どどどどどどこに手を突つっ込んで!?」

　なかば予想はしていたが、ナギの前にミフユが現れていた。

　ナギはそのミフユの着物に手を突っ込み、妙に柔らかな胸に触ふれている。

「うわああああっ、いったいどうなってんだぁぁぁっ！」

　叫びながら、ナギはポイっとミフユを放り出した。

　戦闘中だったはずのレイアとミフユが瞬しゆん間かん移動でもしたように、ナギの前に現れ──

　おまけに、完全に無意識で身体をまさぐるようなことまで。

「……レッサーたちが増えてる。ナギ君、話はあとでじっっっっっっくり聞くけど、まずはアレを薙なぎ払はらってくる。ちょっと気が立ってるから、みんな逃にげたほうがいいかも」

　フィオは杖つえを構えて、小型竜の群れへとすたすた歩いて行く。

　仲間たちはナギに言いたいことがありそうだったが、慌ててフィオから離れる。

「なっ、なんなんだ、今のは。まさか……」

「ほーほー、ナギナギって、女神契約者ヴイーナス・サーバーなんだよね。契約がちょっと変わったのかー」

「エイリス、おまえわかるのか!?」

　ぽてぽてと近づいてきたエイリスに、ナギは胸ぐらを摑む勢いで迫せまる。

「一応ねー。ナギナギのほうには禁止事じ項こうがあるみたい。それを無理に実行しようとすると、それはもう強力な妨ぼう害がいが入るっぽいよ！」

「……強力な妨害」

　恋れん愛あい禁止──告白しようとしただけで、邪じや魔まが入るということらしい。

　近くの女の子にちょっかいをかけつつ、告白なんてできるはずもない。

　周りに誰だれもいない状じよう況きようなら──？　たぶんダメだろう。ミフユやレイアは、瞬間移動して現れたのだから。

「あ、あの女神っ……！　なんてタチの悪い……！」

「女神っていうのは割と怖こわいらしいよー。ま、自分の意思で結んだ契約なんだから、文句は言えないっしょ？」

「くっ……！」

　確かに、剣けんの女神との再契約がなければ、支配者ドミネーターには勝てなかった……。

「フィオるんみたいに、生まれつきの呪いよりはマシだってば」

「……そうだ、それだよ。契約には言いたいことが山ほどあるけど……先にそっちだ！」

「そっちって、なにかななにかな？」

　エイリスが楽しそうに首を傾げる。

「フィオの体質はいったいなんだったんだ？　誰もクリアできなかったグランドクエストの報ほう酬しゆうでなけりゃ治せないなんて。いや、まるで──」

　グランドクエスト自体が、フィオの体質を治すためにあったような気さえしてくる。

「そんなこと、あたしに訊きかれても。まあ、いいじゃん。フィオるんの体質はとりあえず治ったんだし」

「やっぱ、なんか知ってるだろ……？」

　未だにこの神官の正体は謎なぞすぎる。

　ループで六年前に戻もどったときに違い和わ感かんを覚えたが──それと関係がある気もする。

　ただ、いったいどこに違和感があったのか、自分でもはっきりしない。

　フィオほどではないが、ナギもループしたときの記き憶おくは急速に薄うすれてしまっている。

「まー、あたしも神に仕える身でさー、ずばっと言えないこともあるんだよね。ツツシミが大事だから」

「慎つつしみ……？」

　エイリスとまったく繫つながらない言葉だが。

「この世界を見守る女神は、たくさんいる。でも、女神はみんな、生まれたときから女神だったわけじゃないんだよ。人として生まれて、女神になる。グランドマスターと同じ、〝隠かくされた職業〟とも伝えられてるねー」

「……………………っ!?」

「知らないのは当然だよ。神様は神様、元は人間だったなんて言うと、ありがたみが減るでしょ？　神しん殿でんは隠してんのさー」

「おっ、おいっ……それも驚おどろきだけど、まさかフィオは……!?」

「それはフィオるんが選ぶことなんだけどねー。ま、資格はあるってことじゃないかな」

　エイリスは軽く言っているが──

　フィオはいつか女神になるということだろうか。

「つーかさ、フィオるんって変だと思わない？　レイっちやミフィも強いけど、フィオるんの強さはずば抜ぬけてるよ。それもたった三年で、グランドマスターと肩かたを並べるレベルになったんだから。普ふ通つうじゃないよね？」

「……………………」

　ナギは、あまり気にしたこともなかった。

　言われてみれば、あり得ないくらいの急成長ではあるが……。

　それも、フィオが女神になる資格を持っているから……？

「ま、ついでに教えておくと、女神の候補者には試練が与あたえられるんだよ。ただし、それは一つじゃない。というか、試練をクリアしたら女神になっちゃうからね。フィオるんには、また次の試練が与えられると思うよ」

「次の試練って……おい、まさか……！」

　ナギは、はっとなってフィオのほうを見た。

「渦巻け、風よ──」

　彼女は今まさに、杖を高く掲かかげて魔ま法ほうを炸さく裂れつさせるところだった。

「…………ほぇっ!?　な、なにこれ？」

　フィオがきょとんとしている。

　猛もう烈れつな風が渦うずを巻き、小型竜たちを木の葉のように舞まい上がらせたのと同時に。

「うおおおおおおっ!?」

　ナギの目の前でも凄すさまじい風が巻き起こり、風圧で一いつ瞬しゆんなにも見えなくなって──

　次の瞬間には、逃げ散っていたはずのパーティの仲間たちまで、あちこちに倒たおれていた。

　しかも──

「きゃああああああああああああああああああっ！」

　フィオはなんとか立っているものの、服のあちこちが破けて。

　大きくふくらんだ胸や、つるりとした尻があらわになってしまっている。

「なっ、なんだっ、どうなってんだ!?」

「んー、次の試練はなかなかだね。放った魔法が術者めがけて戻ってきちゃったっぽい」

　ナギのすぐ隣となりに座り込んでいるエイリスが、親切に解説してくれる。

　だが、魔法が完全に反射されたわけではないようだ。

　魔法がすべて跳はね返っていたら、ナギたちのダメージもこんなものではないだろう。

「……とまあ、こんな感じで新たな試練が始まる！　フィオるんの戦いはこれからだ！」
















「これからだ、じゃなーいっ！」

　幸い、全員たいしたケガはなさそうだ。だが──

「モンスターを引き寄せる体質は治ったのに、また面めん倒どうくさいことになるのか！」

「実はさあ、グランドクエストは──全部で七つあるんだよ」

「なっ……!?」

「この魔法反射を治しても、また次が……って展開だろうね」

「じょ、冗じよう談だんじゃ……」

「もしかするとグランドクエストって、フィオるんへの試練として用意されたものかも」

「おーいっ、話が広がりすぎて整理が追いつかないぞ！」

「ひひひー、あたしにもわからん、わからん。だから面白いんだよっ」

　エイリスは笑ってから、仕込み杖づえを抜いて駆かけ出した。

　これ以上は話してくれないらしい。

　いや、かなり核かく心しんまで聞かされたが──

「ちょっと、ナギさん！　いったいどうなってますの！」

　レイアが立ち上がり、駆け寄ってくる。ミフユとルティも近づいてきた。

「……まあ、今のは気にするな。ただ魔法がちょっと戻ってきただけだ」

「一歩間ま違ちがったら死んでますわよ!?」

　レイアが戸と惑まどうのも当然だが、モンスター引き寄せ体質と危険度ではそう大差ない。

　このパーティなら、耐たえられるレベルの試練だろう。

「それより──グランドクエストは全部で七つあるらしい」

「はああああああああぁっ!?」

　全員が、ぎょっとした顔になる。

「えーと、ご主人様？　まさか、全部クリアするとか言い出しませんよね？」

「そうなるかもしれない……いや、たぶんそうなるな」

　だからこそ、エイリスはナギに話したのだろう。

「まあ……いいか」

「ちっともよくないぞ、ナギ殿どの！　今度こそ、うちのパーティは全ぜん滅めつする！」

　ミフユまで、あわあわと慌てふためいている。

「いいや、残り六つのグランドクエストもクリアして──俺たちは伝説になる！」

「そんなことできるか！」「できませんわ！」「できないです！」

　と、一いつ斉せいに三人がツッコミを入れてきたが、ナギは気にしない。

　伝説などどうでもいいが、グランドクエストを制せい覇はして──フィオの呪のろいをすべて解く。

　それまでは、どうしても女神契約の力は必要だ。

　契約を解除すれば、ナギの剣の力は──いや、グランドマスターとしての力そのものが失われるかもしれない。

　残り六つの試練をクリアするまでは、女神契約の力は使わせてもらわなければ。

　そして、グランドクエストを制覇し、女神の契約を解除して──今度こそ告白する！

　ナギが目指す道は、はっきりと見えた──

「ちょ、ちょっとナギ君！　また新あら手てが来た！　あれも吹ふっ飛ばしていいの!?」

　フィオは片かた腕うでであらわになった身体からだを隠しつつ、杖を前方に向けている。

　ナギの許可を求めてはいるが、杖には既すでに魔ま力りよくが集中されつつある。

　フィオがもう一発魔法を放てば、それもまた戻ってくるのだろう──

「……グランドクエストに挑いどむまでもなく、全滅しそうだ」

　ナギは思わず苦笑しつつ、駆け出した。

「待て待て、俺が行くまでちょっと待て！」

　フィオを──そして、パーティの仲間たちをかばうのはナギの役割だ。

　といっても、フィオの強力な魔法をどこまで防ぎきれるか。

　ナギのパーティは最強でありながら、いつだって全滅しかけるのだ。










　　　あとがき







　はじめまして、あるいはお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうです。

　前作に引き続き、再びファンタジーをひっさげて戻もどってきました。

　で、今作はみんな大好きラブコメを前面に押し出してみました。

　やはりライトノベルなので、主人公やその仲間たちは十代の少年少女。

　そのお年とし頃ごろなら、冒ぼう険けんは大事ですけど、やっぱり恋れん愛あいも重要ですよね！

　主人公パーティの皆みなさんは強くなりすぎて、もはやクエストなんかより思春期の衝しよう動どうのほうが大事になっちゃってるわけですが。

　なんというか、命いのち懸がけのはずのクエストが部活くらいの感覚というか。

　でもラブコメはいいですね。自分の原点というか、実家のような安心感で、執しつ筆ぴつも楽しかったです。




　まあ、ラノベ書き始めて数年、あまり覚えがないレベルでのリテイクの嵐あらしで、割と大変なことになりましたが。

　予想外に時間がかかり、次に手がける予定だった別作品のスケジュールがズレまくって、最初は「大だい丈じよう夫ぶですよ」と優しく許してくれていた担当者さんの笑顔が徐じよ々じよに消えていくのがとても怖こわかったです。いきなり別作品の話とか、どうかとは思いますけど。

　とにかく、担当者さんの笑顔は失われましたが、時間と手間をかけた分、良い作品になったかと思います！（別作品のほうも頑がん張ばりますよ。笑顔を取とり戻すために！）




　おにぎりくん先生、素晴らしいイラストをありがとうございました。まさか、お仕事をご一いつ緒しよできるとは思っておらず、大変に興奮しています。

　担当さん、それはもういろいろと意見の衝しよう突とつもありましたが、大変お世話になりました。

　また、この本の制作・販はん売ばいに関わってくださったすべての皆みな様さま、ありがとうございます。

　そしてなにより、読者の皆様に最大限の感謝を。

　またお会いできたら嬉うれしいです。





鏡遊










鏡遊

●かがみゆう



ライトノベル書き兼ＰＣゲームのシナリオライター。

ラブコメのようなファンタジー、ファンタジーのようなラブコメ、始めました。

冒険者だって思春期の少年少女なんだから全力でラブコメしたいよねってお話です。

楽しんでいただけたら嬉しいです。


















カバー・口絵・本文イラスト／おにぎりくん（アリスソフト）

カバーデザイン／伸童舎










最さい強きようパーティは残ざん念ねんラブコメで全ぜん滅めつする!?




恋れん愛あい至し上じようの冒ぼう険けん生せい活かつ








鏡かがみ遊ゆう
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